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この報告書は、 日本自転車振興会から競輪収入

の一部である機械工業振興資金の補助を受けて昭

和63年 度に実施した 「脱国際社会におけるパーソ

ナルリンケージ構築のあ り方と今後の展望に関す

る研究」の成果をとりまとめたものであ ります。



は じ め に

この調査研究報告書 は、財 団法 人 日本情報処理 開発協会が システ ムズ ・アナ リス ト

・ソサエ テ ィに調査委託 した 「脱 国際社会 におけるパー ソナル リンケージ構策の あ り

方 と今後 の展望に関す る研究」 の成果 を取 りま とめたものである。

今後の社会 において、市民生活 を と りま く環境 は複雑多岐 にわた る。例 えば、家庭

の問題を考え る と、家庭 の きず な、教育 、余暇 のつか いかた な どで ある。 これ らの問

題 の解決 には 同 じ悩 みを もつ あ るいは経験 を もつひ ととの コ ミュニケー トが最 も効果

的である。同 じ問題意識 、同 じ目的を もった市 民が共 に行動 を起 こせば達成で きるこ

とは無尽蔵で ある。 これ は 日本 国内に限 らない。世界 の人 々とも連帯 して行動で きれ

ぽ、一国 の企業 、政府 のみな らず 多 くの国 々の企業 、政府 をも草の根 レベルか ら動か

し うる。 これ らの行 動を しかけ るネ ッ トワー クがパー ソナル リンケージである。

パー ソナル リンケー ジとは、情 報活動 において市民 が世界 の人 々と 自由に 自分 のア

イデアを検証 し、仲 間を集め、信 頼で きる情報 を入手 で きるネ ッ トワー クであ る。

パー ソナル リンケージが普 及 してい くことに よ り、市民 の欲求が さまざまに展開 され、

一方 で新 たな社会規範 のルールが形成 され、世 界 レベルでの市民社 会が到来す るもの

と思われ る。 パー ソナル リンケー ジは、問題解決志 向型で あ り、 コス トミニマムで あ

り、 しか も個人 が主体 であ り、参 加者が楽 しめる ことが必要 であろ う。 どの ような コ

ミュニケーシ ョンチ ャンネルが市 民生活 において必要 であ り、その構策お よび運用は

いかにあるべ きか。

以上 の ような観点 か ら、昭和63年 度 よ りシステ ムズ ・アナ リス ト ・ソサエテ ィ内に

中井浩氏 を委員長 とす る 「パー ソナル リンケージ研究委員会」 を設置 し、 この課題 に

取 り組む こととした。本年 度は、特に国際化の進展 と市民 のかかわ りを中心に整理す

る ことお よび情報化 の社会 へのイ ンパ ク トについて、調査 ・研究 を進 めて きた。 ここ

に、御協 力を頂 いた委員 お よび関係各位 な らびに快 くイ ンタビュー取材 に応 じていた

だいた方 々に厚 く感 謝す るとともに、 あわせて本研究成果が、何 らかの意味において

新 たな局面 での情報処 理技術 の発展に役立 ち得れば幸に存ず る次第 であ る。

平成元年3月
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第一章 は じめに

1.「 国 際 化 」 と地 球 の ス ケ ー ル

「国際化」という言葉は日本に しか存在 しない。国際化の時代が到来す るといって

大騒ぎするのは 日本だけである。これらは最近、識者が 日本独特の現象の中で、よ

く指摘する点である。 もちろん、この指摘に異論があるわけではない。 しかし、幾

分自虐的な これ らの指摘では、評論家的な行為以外のものは伝わ らない。

先進国の中で日本だけが国際化を迎えることは、歴史的な経緯 より指摘されるし、

国民の構成を見ても明らかであろう。 したがって、開かれた日本が将来に対 して必

要であるならば、日本人が外国に居を構えた り、外国人が日本に居を構えることに

対して、何等かの準備が必要であろう。

国際化の進展は国民のあらゆる階層で全てに等 しく及ぶものではない。経済の分

野ではすでにかな りの国際化が進んでいる。テクノロジーの進歩に よる情報化 と交

通機関の進歩によって、きわめて短時間で、場合によっては リアルタイムで地球の

裏側にいる人々との情報交換が可能とな り、実際1日 を経ず してそ こへ移動するこ

とが可能となったのである。われわれはこのような市民 レベルにおける国際化の影

響を考慮 し、国家の枠を超えた地球村民としての交流の術 を模索 して い くことを

テーマとしたい。

2.経 済 の ボ ー ダ ー レス 化

(1)ボ ーダーレス化の動きとECの 総合.

民族の集合体が国家であったいわゆる民族国家の時代は古いようで新 しい。 し

かしその民族国家の時代は確実に終わ りに向かっている。それを促進す る触媒的

な要素が経済であろう。とくに、モノの流通は国境の枠を超えて貿易 とい う流通

手段を通 じて、世界中の人々に共通の便益を与えてきた。それが発展 した理由の

一つは、自由貿易 という国家の枠を取払った貿易の自由化にあった。

地域として国境の障壁を低 くしようとした試みが、西 ヨーロッパにおけるEC

とい う共同体の実現であった。92年 のECと いう言葉が最近の報道を賑わせてい

るが、この端緒は57年 のローマ条約成立による欧州経済共同体(EEC)発 足で
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あった。 これ以来 、今 日まで欧州におけ る統合 には断続的 に努力が払われて きた。

そ の統合 の流れ は図1の 通 りで ある。

図1欧 州統合の過程

'52欧 州石炭鉄鋼 共同体(ECSC)発 足

'57欧 州経済 共同体(EEC)
、欧州原子力共同体(EURATOM)発 足

'67ECSC
、EEC、EURATOMを 改組 して欧州共同体.(EC)成 立

'68農 業共同市場成立
、関税 同盟成立

'71経 済 ・通貨同盟発足

'73英 国 ・アイル ラン ド、デ ンマ ークが加盟 し、拡大ECが 成立

'79欧 州通貨制度(EMS)発 足
。ECUの 導入

'81ギ リシアの加盟

'85欧 州 の完全な る統 一のために 「ローマ条約」 を一部 改正

'86ス ペイ ン
、 ポル トガルの加盟

ローマ条約 改正を受けて単一欧州議定書発効

'92欧 州域 内市場 完成

ECは 共同市場を設立 し、加盟各国の経済政策を徐々に接近 させ、共同体全体 ・

の経済活動を発展、拡大させ生活水準の速やかな向上や加盟国間の関係緊密化を

促進す ることがその目的であった。図1の 通 り、その 目的に沿 って着々と統合の

努力がなされてきたのだが、第二次石油危機以降欧州経済は低迷が続いた。これ

を打開するために、今回のEC統 合が大きくクローズアヅプされてきたのである。

57年当初のローマ条約では、経済政策に関 して共同歩調の域を出ていなかった

が、今般の統合計画では、経済 ・通貨同盟を完全なものにするたあに、次の9つ

の措置が具体的に日程に上がっている。

① 物の国境規制の廃止

② 人の移動の自由化

③ 技術基準の標準化
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④ 政府調達市場の開放

⑤ 労働力移動の自由化

⑥ サービス市場の自由化

⑦ 資本移動の自由化

⑧ 産業協力の環境整備

⑨ 税障壁の除去

この欧州の地域統合を見 る限 り、ボーダーレス化はまずモノの自由な流通から

始まり、そ こで行き詰まってカネ(資 本、金融)、そして最後がヒ ト(労 働力)の

自由化を実現するところまで来ていることが分かる。

もちろん、モノは品質が良く、価格が安ければ世界中どこにいる消費者にも歓

迎 されるもので、本質的には国境によってその市場が左右されるものではない。

同じように、資本 も金融 も本質的には、投資環境の良いところに向かって流れて

い く。また、労働力でさえも質が良 く、 コス トの安い労働力が求められるという

原則は、国境には無関係である。

これらは国境があってもある程度は通用する原則だが、それを阻む ものが国家

が各々持つ特有の法制度であった り、商慣習等の障壁であろう。ECの 統合はこ

れらを積極的に可能な限 り低 くして、経済の活性化を図ろうとするものである。

(2)多 国籍企業 から地球企業へ

上記ECの 例 を見て も分 か る通 り、モ ノの流通はまさに国境を超 えたボーダー

レスの動 きを実証 してい る。それ には、 自由な通商の障壁 にな る関税 、法制 度等

が撤廃 され、 自由貿易を促進す る とい う米国を中心 とす る国際 的な合意が形成 さ

れ ていたか らに他な らな い。

一 方
、モ ノを生産 して販 売す る企業か ら見 ると、このボーダー レス化 は きわめ

て都合 の良い もので、市場 が 自国 の国内市場か ら世界へ と拡大す る ことが可能 と

な るのである。企業 は国に よる趣 向 ・文 化の違 いを重 視 し、現地生産 ・販売 を 目

指 して現地法人を設立す る。 これ が多国籍企業 である。

しか し、現地法人 に とっては当該国の人 々の趣 向 ・文化を吸収 して 、そのニー

ズを探す とい う時間 と経費 のかか る作業を行わなければな らない。 ハ ーバー ド大
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学 ビジネスス クール のセオ ドア ・レビッ ト教授は、今か ら5年 ほ ど前の83年 に、

r地 球市場 は同質化へ 向 う』 と題 して論文を発表 している。 これに よると、む し

ろ優 れた企 業はモ ノを市場 の差異に よって変化 させ る よ りは、む しろ技術を戦 略

の要 に据 えて、機 能的で、信頼性が高 く、 しか も低価格 で販売す ることがで きる、

世界的に標 準化 された モノを市場に送 り込む とい う戦略 を とると主張 してい る。

レビ ッ ト教授 は、世界が 同質化に 向か う原動力 の一つが テクノロジーであ ると

訴えてい る。通 信、輸送、旅行、電気電子製品、 コン ピュータな どわれわれの 日

常の生活 に欠かせな いもので、 テクノロジーの恩恵に よって、地球は ます ます狭

くな り、 どこにいて も同程度の生活水準を享受で きるので ある。 日本は このテ ク

ノロジーを巧 みに利用 し、世界の経 済大国にの しあが って きた。そ うであればあ

るほ ど、 これ らの 日本が、法制 度や慣 行に よって諸外国か らの ヒ ト、モ ノ、 カネ

等 の流入 を拒む ことはで きな くな る。

3.ト ラ ン ス ボ ー ダ ー ・デ ー タ コ ミ ュニ テ ィ

われわれ は昨年 まで3年 間、従 来の地域 を主体 とした概念であ るコ ミュニテ ィに、

テ クノ ロジーの進歩 に よる新 しい メデ ィアの登 場に よるデ こタコ ミュニテ ィとい う

概念 を導入す る ことを提言 して きた。

これ はまさに地域 を越 えた意 を同 じくす る仲 間 の集 り、す なわ ち従 来 の ア ソ シ

エーシ ョンの役割 を担 う、新 たな コ ミュニテ ィを意味 してい る。新 たな情報 メデ ィ

アに よって居住場所 に束縛 されな い集 ま りの形成 が容易 にな った点 に注意 を喚起 し

てい る。

この考 え方は何 も国 内に限定 されてはいない。新 しい情報交換手段に よって交換

され る ものが どの よ うな ものであれ、従 来の電話、 テ レックス、郵便 とは比較にな

らないほ ど交換可 能な情 報は量的に拡 大 され ることにな る。勿論、質的な拡大 もそ

れに と もな ってい る。すでに国境 を越 えた様 々なデ ータ流 出は、国家 とい う枠 のな

かでは 「越境 デー タ流通(TDF)」 と して 問題 に され てい る。 しか し、む しろ国家

とい う枠の方が新 しい情報交換手段 に よって形骸化 してい くことであろ う。それほ

どテクノ ロジーの進歩 に よる情報化 はイ ンパ ク トが強い と考 えるべ きであ ろ う。

本 プ ロジ ェク トの標題 にな っている、 パー ソナル ・リンケ ージは 国境 を越 えた
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データ コ ミュニテ ィ、すなわ ちrト ランスボーダー ・データ コミュニテ ィ』 ともい

え るコ ミュニテ ィの構 築をそ の概念 の中に包含 しているのである。

現在 の 日本 では人的な国際化 がほ とん ど進 んでいないために、個 人生活 と国際化

のギ ャ ップはそれほ ど顕在化 していない。 ある とすれ ば、年 々容易にな る海外旅行

に よって、国民の誰 しもが共通 して受ける言語 の障壁 がその際た るものであろ う。

本 プロジ ェク トでは今後人的 な国際化が進 み、外国人 との接触が 日常的にな ると考

えられ る将来に 向か って、国際化す る社会におけ る市 民生活の構造変化を探 ろ うと

す るものである。
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第2章 日本における国際化の現状

本章 では、私達 の身近な国際化の事例を収集 した。その際、職場 、学校 、地域 な ど

の生活場 面 ごとに分けて収集 し、 ヒフ感覚に まで至 った国際化の現 状につ いて考察 し

てい る。私達が普段着 のままで、 自然体 で、諸外 国の人 々 とコミュニ ケー シ ョンす る。

その方策を、 これ らの事例か ら探 った。

(職 場)

地 方 自治 体 の 職 場 で の 事 例

㈲ 横 浜 工 業 館 の 場 合 一

1.シ ェ リル ・デ ィロンさんの三度 目の体験

昭和63年8月 、 オース トラ リア人の シ ェリル ・デ ィロンさんは、 日本政府 のJE

Tプ ログラム(JapanExchangeTeachingProgramme)に よる国際 交流 員(Co-

odinatorforInternationalRelations)の 一員 として、横浜市役所 に配属 され た。8

月15日 、彼 女は市役所職員の辞令 を受け る と同時 に、市経済局主管 の財 団法人横浜

工業館に 出向を命ぜ られた。

彼女 と して は、今 回の訪 問では、札幌方面 の 自治体 を希望 していた。彼 女には、

かな りの 日本滞在経験 があったか らだ。 今回は、彼女 に とって三度 目の体験 であ っ

た。最初 の対 日経験 は、昭和55年 に豪 日交流協 会 よ り派遣 され、熊本県の熊本西高

校 での交換学 生 と して一年 間過 ごした ことで あった。

二 回 目の経 験は、昭和60年 に茨城県筑波で 開催 された 国際 科学 技術 博覧 会 で 、

オ ース トラ リア政府館 の コンパニオ ンを7ケ 月間勤 めた ことで あった。

その後、 キ ャンベ ラ大学で言語学(日 本語専攻)を 学 んだ彼女は、二年近 くの滞

日経験 を生か して、ブ リスベ ンの 日本総領事館 で総 領事 の秘書(一 年勤務)と な っ

た。そ して、それ が、彼女 の三度 目の 日本経験 の きっかけ とな った ので ある。

以上 の ような経歴 の持ち主 の彼 女で あったので、訪 日前の6月 に横浜市役所 に勤

務す る ことの内示を受けた時は、 「日本の役所の独特 の慣行には 、領事 館 で多 少経

験 があ ったので、そん なに不安はなか った」 とい う。ただ し、経済関係 を専攻 しな

か ったので、経 済関係 の仕事 をす るこ とに は多少 の不安 があったそ うだ。
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2.受 け入れ側の動 き

シ ェリル さんを受け入れ るまでのい きさつは ど うであっただ ろ うか。先ず 、それ

につ いてみ てみた い。

(1)シ ェリル さん を受け入れ るまでの経緯

横浜工業館が横浜市役所か ら受 け入れ 打診 の連絡が あった のは、昭和62年 の秋

頃 であった。 シ ェリル ・デ ィロンとい う女 の子 は二度 の滞 日経験が ある とはいえ、

彼女 の専攻は言語学で ある。国際交流 の仕 事な らまだ しも、地元企業 の異業種 間

の交流な どの仕事がで きるだ ろ うか。工業 館の首脳部 の頭に先ず浮か んだ のは、

そ ういった不安 であった。職員 の間で も、賛否 両論 の論議が お こっていた。反対

論 とい うよりは、否定的な疑問 で、 「この よ うな職場 に外国人 ス タ ッフを受 け入

れ るのは、ふ さわ しくない のではないか」、 「お荷物 にならないか」、 「一体 、 どん

な仕事 をや らせ るのか」、 「充分 に仕 事が こなせ るほ どの 日本語能力 があ るのか」

とい うのがそ の大方 の見方 であ った。

これ に体 し、賛成論者の大方 の見方 は、「地方がいろいろな意 味で、国際化 して

い るいま、地方 自治体 の国際交 流関係の よ うな職場だけが、国際交 流員 としての

外国人ス タ ッフの職場だ と考 え るのは おか しい のではないか」、 「これか らほ、 ま

す ます工業館 よ うな職場 に も、新たな視点 を加 える意味で、外国人 スタ ッフを受

け入れ る必要 があるのではないか」、 「文化交流 であろ うと、経 済交流で あろ うと、

交流事業 とい う点か らは、 日本 人の一方的 な思 い込 み でや る よ りは 、外 国人 ス

タ ッフもいれ て、双方 向的 な見方でや ったほ うが よいのではないか」 とい う考え

方 があ った。

や がて、受け入れ に賛成す る、前 向きの意見 が、職場の考 え方の主流を 占め る

ようにな ってい った。工業館 の首脳部は、一抹 の不安を抱 きつつ も、つ いに、受

け入れ を決定 した。昭和62年 の暮れの ことで あった。

(2)職 場 に外 国人職員 がや って きた

シェ リル ・デ ィロンさんを受け入れ る部署は 、対外的な業務 を行 な う業務課 と

決 まった。業務 課は、企業 交流係、 中国経済交流係、東南 アジア交流 係の、三つ

のセ クシ ョンか らな っていた。彼女 には、いろいろな仕事 を体験 して もら う意味
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で、各 セ クシ ョンに2、3か 月つつ勤務 して もらうことになった。

彼女が最初 に着任 したのは、企業交流係であ った。 この係 は、地元 横浜市 内ば

か りでな く、神 奈川 県内の企業 の異業種間交流(YKプ ロジェク ト)を 主な業務

に してい る。従 って、様 々な企業 を、様 々な方法で結 びつ け、それ らの グループ

を様 々な方法で、運 営 して い くのが主 な仕事で ある。

「企業交流係 でや っている よ うな仕事は、外 国では あま りない と思 うので、職場

ヘ シ ェリル さんが きて も、 ど うや って よいかわか らないのではな いか」 とい う不

安が、周囲 には あった。そ の心 配が的中す るか の よ うに 、着任 後2、3か 月の

シェ リル さんは専門語、業 界用 語の洪水に襲 われ、周 りが見て も 「頭が も うろ う

としてい る様子だ った」 とい う。

わか らない言葉 が飛び交 う会議に出席 していて、 シ ェリル さんは、会議 の流れ

を中断 させ た くなか った ので、あ ま り質問を しなか った。同時に、「なぜ 、自分が

こうい うところにい るんだ ろ う」 と幾度 とな く思 った とい う。

企業交流 係は、文字通 り、外部 のた くさんの企業 との会 合が多 い。 それ らの会

合が あるたびに、その反 省会な どでは、 まわ りの同僚が 「何か、 質問はないか。

どうい う話 を していたかわか るか」な どと手助けす る ことが多か った。 その よう

なわ けであ ったので、企業 交流課 では 「最初の頃は、正直 い って、お客 さま扱 い

であ った」 そ うだ。

しか し、職場の忙 しさは 、そ うともい っていられない状況であ った。 ある日、

上司の飯沢清人係長 が、 シ ェ リル さんにアパー トに帰 ってか ら何 を して るのか と

尋ねた。す る と、 「日本語 を シ ャッ トアウ トして、 リラ ックス してい る」 との答

え。飯沢氏 は、「そんな ことで、会議 の内容がわか るようにな るか。理解 で きなけ

れば 、家 に帰 った ら、 ラジオ、 テ レビを見聴 きす るか、雑 誌な どを読 むか して、

勉強す る位 の努力を しろ」 と叱責 した。

二 人のや りと りを聞いて いた周 囲の同僚た ちも、 うなず いてはいた。 しか しい

その頃か らか、終業後、 シ ェ リル さんに仲 間同士 のつ きあいに誘いをかけ るよ う

にな った。みんなで居酒屋 に行 った り、 コンサー トや映画に も行 った りした。休

日には、 テニスな どもや った。 シェ リル さんには同僚 の思 いや りが とて もうれ し

か った。
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かみな りを落 として しまった飯沢 氏 も、あ る 日、 アパ ー トの一人暮 らしは大変

だ ろ うと、 シェ リル さんを 自宅 での夕食 に招いた。飯沢 自身 も、前職 が横浜市海

外交流協会であ った。彼 も、外 国で プライベー トに親 切に されて うれ しかった経

験 があ ったか らだ。

しか し、そん な とき も、飯沢氏 は彼 女を客扱いを しなか った。 自宅 までの道順

とバ ス停の名を紙片 に書 いてや っただけで、迎 えに も行かず、直接 、玄関まで こ

させた。彼 の家 で も、特別な用意はせず 、普段着 の生活を見せたが、「す ぐに子供

と仲良 くな り、す ご く リラックス して楽 しんでいた」 とい う。ちなみに、その晩

の夕食のおかず は、 おでんであ った。

この よ うに、 シ ェ リル さん と周 囲 との間にあ った垣根が少 しつつ とれてい く一

方で、10月 頃に は、彼女は、 日本 での生活 のペ ースを つか みか け て きた よ うで

あった。

3.何 が変わ りつつあ るのか 一 意識 と行動 の変化な ど 一

シ ェリル さんが入 って きて、まだ半 年(取 材時点)し かたたず、 この時点で、関

係者 の意識 とか行動 の変化 につ いて言及す るのは時期早 尚か も しれない。 しか し、

職場が国際化 して い くなか で、それ をあ ぐる職員の意識 とか行動の変 化(と 思われ

るもの)の 過程 につ いて、それ がた とえ変化の きざ しで あって も、述べてい くこと

は重要で あると考 える。

そ こで、先ず 、異文化 の媒体 としての側面(機 能)を もつ シェ リル さんが、何 ら

かの影 響を与えてい ると思われ る職場や職 員の意 識の変 化な どについて述べ、そ し

て最後 に、 シェ リル さん 自身 の意識 の変化 な どについて述べてみ ることにす る。

(1)職 場 が変わ る

横浜工業館 は、山下公園の まえ の貿易産業 セ ンタービルの一階にあ り、 もとも

と国際 的な雰 囲気 のあ るところで ある。 しか し、 シェ リル さんがはい って きて、

先ず、変わ った ことといえば、「職員 が他 の外 国人 に対 して も、全 く日本人 と同 じ

ように、振 る舞 うよ うにな った」 とい う意味 で、職場 が、 よ り一層 国際化 した こ

とだそ うだ。'

二つ 目は、それ と関連す るが、 シ ェ リル とい う異文 化を もつ人間がはい ること
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で、 日本人職員た ちは刺激 を受 け、 自分たちの身の回 りを見直す きっかけにな っ

てい ることである。

三 つ 目は、職場 の雰 囲気 が、明 る くな った ことだ。それは、明 る く、誰 とでも、

分け隔てな く接す る ことので きる彼女 の性格に負 うと ころが大 きい。人 口は少 な

いが、多民族国家 のオ ース トラ リア人 の気質ゆえなのであろ うか。

(2)職 員が変わ る

こ こでは、職員個人の意識 の変化 につ いて述べたいが、前述 した よ うに、変 化

のきざ しと言 うべ きか も しれ ない。 ヒア リング調査 に協 力頂 いた職 員の うち一人

の方 が、いみ じくも言われ た ように、「シェ リル さんが入 ってきて も、自分た ちが

どう変わ ってきたのか は、 も う少 し時間がたたない とわか らない」 とい うことな

のだろ う。

① 且 さんの場合 たかが言葉

シェ リル さんが入 って きた 当初 は、気づかれ した が、一緒に仕事 を してい く

うちに、言葉が違 うくらいで、普通 の同僚 とは変わ らない と思 うよ うにな って

きた。だか ら、外国人職員 といって、構 えないや り方 のほ うが、 よいのではな

いか。む しろ、新 しい職員 が入 って くると考 えたほ うが よいのではないか、 と

思 うようにな った。

②Mさ んの場合 一 され ど言葉

この職場 に、 シ ェ リル さんの得意分野があれば、彼女の独断場 であ ったか も

しれない。 ところが、そ うい った分野が あま りない こ とが、か えって、彼女 と

日本人職員 とが助 け合 う結果 とな ってお り、連携 を深 める効果 を もた らしてい

る。そ して、それを可能に したのは、彼女があ る程度 、流暢 な 日本語を話せた

こ とで ある。そ うい う意味 で、 コ ミュニケーシ ョンの手段 としての言葉は重要

である と考えてい る。

③Aさ んの場合 一 国際化 とは欧米化なのか

正直言 って、 田舎 の人 間が都会 の人間をみる ように、私は シ ェ リルをみて し

ま うところが ある。仮 に シェ リルが アジア諸 国の人間 であつた とす ると、我 々

の見方 とか対応 は、多 少違 っていた ものになるだ ろ う。そ う思 うと、我 々、多

くの 日本人が無意識 の うちに、 「国際化 とは欧 米化 とい うよ うに考 えて しま っ
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て いる面 も少 な くない」 ことを痛感 している。

④'1さ んの場合 一 同 じ女性 として

異国 の地で 、 しか もアパー トの一人暮 ら しで、 よ くや っているな と感心 させ

られた り、見 習 うべ き点 も少な くない と思 っている。 そ うい う意味 では、彼女

の ように、 自立 した女性 が職場に入 る ことは、その仕 事ぶ り、生活ぶ りを通 じ

て、私た ち女性 のみな らず 、男性職員 に対 して も啓発 的な刺激 にな るものと考

えてい る。

(3)シ ェリル さん が変わ る

職場で の生活 も半年近 く過 ぎる と、シ ェ リル さんは職場 での仕事 の要領が 、少

しつつで はあるが、わ か りかけてきた。彼女 は3ケ 月間、企業交流係 に勤務 した

の ち、2ケ 月間 の中国経済交流係勤務 をへ て、現在 、東 南 アジア交流係 に勤務 し

てい る。現在の係 に勤務す るよ うに なった 頃か ら、彼女 は、まわ りの同僚か ら英

文 レターや ライ テ ィングの事 で質問 を受け る よ うにな っていた。

シ ェリル さん は 「当面 は、 これだ な」 と思 った。 一 これ までの 自分 は、仕

事 の ことを皆か らいろいろ教 わ るばか りであ った。 自分は英語 ので きる外 国人 と

して重宝 が られ て も、は じめの うちはそれ に甘ん じなければな らない。 ネイテ ィ

ブ ・ス ピー カー としての役割を果た してあげ ることが、 この職場への恩返 しなの

だ 一 そ う思 うと、 シ ェリル さんは、気 負 って、 日本人職員 と同等 に仕事 をや

ろ うとしていた 自分が恥 ずか しか った。 だが同時に、気持が楽 にな った。そ れ以

来、 シ ェ リルは積極 的に発言 した り、提案 す るよ うにな ってい った。

そ の一つが、業務課 内の英文 書類 フ ォーマ ッ トの改善 であ った。その改善 は、

提案書の書式か ら始 ま り、 ファクシ ミリの海外 向け送信 票の書 き方にまで及 んだ。

それは、 ネイテ ィブ ・ス ピーカー としての本 領を発揮 した ものであ った。

「こうい う仕事に満足は してい ません。この よ うな仕事は私でな くとも、英 語を

母国語 と している外 国人な らで きる と思 うか らです。 で も、 こ うい う仕事が、私

に求め られた役割 だ とすれ ば、それ が国際交流 の第一 歩だ と思 うんです。問題は、

そ ういった役割 に甘 ん じて しま うことだ と思い ます。 外国人で あって も、私に し

か できな い仕事 、そ うい う仕事が してみた い。 そ のた め には 、仕 事 の現場 で、

もっ と専 門的な 日本語 を学 ばなけれ ばな りません。」
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彼女 は思 う。一 日本にい ると、同 じ自分で も、お とな しくなって しま う。無

意識 に、問題 は起 こ さない ように してい るのか も しれない。その ように、 よ り忍

耐強 く、 よ り寛容 にな って しま う自分 が もどか しか った。

「郷 に入 っては、郷に従 え」 とい う諺があ る。そ うい う意味での国際化があ ると

すれば、 自分 自身 もまさに 、「国際化」 してきたのではないか。なぜ な ら、私はい

くつか の 日本経験 か ら、 日本 のことを見 る場合 には、 自然 に、 日本人 の尺度で見

るよ うにな っていた か らだ。

しか し、 この諺 は、一面 では、行動 の消極性を表す ものではないのか。 自分に

と り、不合理 に感 じた ら、批判す るだけでな く、具体的に提案 してい くとい う積

極 さが必要 ではないのか 一 シ ェリル さんは、そんな ことを考え る ようにな っ

てい る。

彼 女は言 う。 「日本 人の考 えている国際化 とは、非常に欧米化 とい う意味 が強

いですね。で も、国際化のために 自分の国の よい ものを失 う必要 はない と思いま

す。私は、 国際化 とは、例 えば、 日本人だ ったら、 日本人 としての生 き方を変 え

るのでな くて、広 い視野を もって、柔軟な考え方 を して、生 きることだ と思 う。

そ して、 よ りよい選択 をす るこ と、つ ま り、 よ り多 くの選択枝を持つ ことだ と思

います。」

シ ェリル さん は、将 来、 日本 とオース トラ リアとの経 済交流 を促進 す るような

仕事 につ きたい と思 ってい る。現在 、彼 女は、神奈川県 内の企業の異業種間の交

流や貿 易を促進 させ る仕事 を しているが、 この ような経験 を、近 い将来、 日豪間

の国際的な企業交流 のみな らず 、その他 の国際間の仕事に も生 かす ことを夢 にみ

始あ ている。

自分 はなぜ 、 この ような職場 に配置 されたんだろ うと、幾度 とな く嘆 いた シ ェ

リル さんだが、半年た った今、 その彼女 は、上司に一年延長 の申請願 いを提 出 し

た。

西武 百貨 店の事例

1.外 国人社員採用の2っ のね らい

西武 百貨店は、西武 セ ゾングル ープの基幹会社10社 の うちの1社 で あ り、事実上
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の中核 会社 と言 って良い。

同社の職場の国際 化については、 次の2点 が基本 にある と考 え られ る。

第1点 めは、言 うまで もな く、堤清二代表 の存在 である。

同氏の考え方は、「企業 は永久革命 であ る。終始、イノベー シ ョンを してい くこと

が必要で ある」 とか 、「硬直 した組織で はな く、柔軟な組 織で ある ことが 、時代の変

化 にも対応で きる」 とか、「新 しさを追 い求め て、ひたす ら進む、他社 よ り一歩で も

先を行 く」な どに現 れてお り、そ のため に、「社員 も常に 自己革新 が求 め られ る」の

である。

この考 え方の延長 と して、働 いてい る人達、つ ま り、社 員へ、国際化 の刺激 を与

え、 自己革新へつなげ るため の もの と しての外国人の採 用がで て くるわけ である。

また、新 しい ものを うみ 出す ためには、新 しい文化の創造が必要で あ り、そ のた

めには異質 の文化の混在が不 可欠で あると考え られ る。 違 った文化を許容 し、理解

しとけ あわせてい くこ とが文化 の創造に大切な ことであ り、そ のため の外国人 の採

用 とも言 える。中途採用が多 いの も同 じ理 由か らであ る。

第2点 めは、昭和37年3月 に、 ロサ ンゼル スに百貨店 を 出店 し、業績不振 で、翌

38年3月 に撤収 した こ とであ る。

その時 の結論 と して、 「流通業 は生活者、顧客 ニーズに対応で き る国 内完結 型 を

めざすべ きである」 と され たのであ る。

この失敗 の体験 がい きてい るか ら、そ の後 の経 済の国際化 の進行 の中で、 ビジネ

スの国際化に適確に対応 してい くのに、国 内の人だけでな く海外の事情 を よく理解

してい る即戦力 と しての外国人 が必 要 とな り、採 用 とな った と考え られ る。

また、国内に も外 国人が増加 して きてお り、その外 国人へのお客へ魅力 あふれ る

サ ービスを提供す るには、普通 の商 品の提供 だけではダ メであ り、哲学 ・文化 の裏

づけが必要であ り、そのたあ には、 そのバ ックグ ラン ドを持 った人が必要 とい う考

えにいた ることにな り、外国人採用へ とつ ながるわけであ る。

2.西 武 百貨店 の外 国人社員採用制度

この よ うな要 因な どもあ り、西武百貨店 は、他社 、他業 界に先がけて、昭和56年

度 よ り、外 国人社員定期採 用制度 を実施 している。
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現在、外国人社員は約70名 お り、国 も、米国、 イギ リス、フランス、 ドイ ツ、ス

イス、ベルギ ー、 メキシコ、 イラ ン、中 国、台湾、韓国、フ ィリピ ン、 タイ、 な ど、

当初の欧米中心か ら現在では多彩 な国々 となっている。

採用条件は、国 内に生活 のベースが全 くない とい うハ ンデ ィを考慮 して、あ る年

数 を区切 って、一部住宅等 に補助 する こともあ るが、それ以外は、 日本 人 と全 く同

一 の内容 とな っている。

同一 の内容 が可能 であるのは、昭和59年4月 か ら始 まった 「キ ャス ト制度」 とい

う雇用制度 も理 由であ る。

キ ャス トとは、映画、演劇 でい う配役 の こと。配役 に応 じて仕事 の舞台を与 え よ

うとい う発想 で生まれた この制度 は、外部か らも専門能力、専門技能 を持 った人材

を新規 採用で確保 す るのが 目的で ある。

キャス ト制 度は、 「キ ャリア」 「ク リエイテ ィブ」 「ア クテ ィブ」 「ソウシ ャル」 の

四つに 区分 されてお り、 「ア クテ ィブ」 「ソウシ ャル」 はそれ ぞれパ ー ト社員、 アル

バ イ ト社員の新 しい別称で ある。「キ ャリア」は、終身雇用保証の年功賃金 に基づ く

従来型 である。「ク リエイテ ィブ」は各分野 で専門的な技能 、資格を持 っている社 員

を想定 して いる。例 えば、経営 コンサルタ ン トや デザイナー、建築士、 スポー ツ指

導員、 フ ァン ドマネー ジャー といった特定 の分野 の技能、資格を持 ってい る人材 を、

その実績、機能 に応 じて処理 してい く制度 で、待遇は個人 と会社 との交渉 で決定 さ

れ、年棒制 を とる。

「キ ャ リア」 以外は、雇用契 約 も1年 または1年 未満 と自由に契 約期間が選べ る。

この制度 があ るので、「長期雇 用は保証 して くれ ないで も良いか ら、今、能力 に見

合 った賃金が欲 しい」 と考え る外国人社員は、年俸制 に よる 「ク リエイテ ィブキ ャ

ス ト」 を選択で きる。現在外国人社員 の半数 の人が 「ク リエイテ ィブキ ャス ト」 を

選んで いる。

他に、 同 じ年か ら始 まった 「マルチプル制度」 も、外国人社員 に役 立 ってい ると

思われ る。

このマルチプル人事制度 とは、西武 セゾングル ープ内で、本人の希望 に合わ せて

職種や会社 を変 えた り、兼務 がで きる とい う、社 員に とっては選択肢 の多 い人 事制

度 であ る。
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社員 の間で も、ひ とつの会社や職種 に縛 られず に働 きたい とい う新 しい職業意識

が広が る一方、西武 セ ゾングル ープ として も、人材 をひ とつ の会社や職種に固定せ

ず に横 断的 に活用 してい こうとす る気運 が広 がって きた のが、 この制度をつ くる契

機 にな った との ことである。

マルチプル人事制 度には、 グルー プ内企業 に兼 務 出向 で き る 「ボー ス ジ ョブ制

度」、 アルバイ トやパ ー トがで きる 「セ カン ドジ ョブ制度」、転職 も可能 となる 「会

社選択制度」 があ る。

現在、外国人社員が具体的に配属 されてい る職場 としては、本部機構が多 く、商

事本部の貿易関係、商品事業部の仕入れや開発関係がある。他に有楽町店、渋谷店、

池袋店な どもある。

有楽町店が、現場で は外国人社員 の配置 の最初 で あ り、情 報 化 ・国 際化 を キー

ワー ドに した同店 では、港区 に外 国人 が多 く住ん でいる こともあ り、 フ ォー リン ・

カスタマー ・リエ ゾン ・オフ ィスを設け、在 日外 国人に対す る商品情報 ・サ ー ビス

情報 の提供 を外国人社員 が担 当 している。今 も10名 位が配置 され てお り、好評 をえ

て業績 も順調 の様 子である。

また、在 日外 国人宅への家庭 外商に携わ ってい る人 もい る。 開会催 事、例 えば、

フランス フ ェアな どを担当 し、現地での買付け、大使館 とのつ きあい等で活躍 して

いる人 もい る。

周囲の 日本人社員 とは、言語 の違 いや、 カル チ ャーの違い、例 えば、学位 ・専攻

して きた学問に対す る意識や プライ ドが非常に高 い外国人が多 く、 自分の カラをな

かなか破 りに くい とか、終業時間後 の拘束は、 まず できない ことの問題があ った り、

日本人 と同 じよ うに して仕組 みや システムだか ら といった理 由でものごとを運ばせ

ることは、受けいれ られない とか、種 々のギ ャップはあるものの、周辺 にい る 日本

人社員に も必要な素養 と して の国際感覚 が高 ま った りとプ ラスの面 もでて絶対人数

が多 くな いせい もあろ うが、外 国人社員 は 日本人社員 の中に とけ こんで、それ な り

に うま くいっいる ようである。

西武百貨店 は、 これ らの他 に も先進 的な諸制度 を実施 してお り、それ らの効果が

多角化戦力 、周辺 分野 への取 り組 み強化 を支え ることにな り、昭和62年 度には、売

上高で三越 を抜 き、百貨店業 界の トップにな ってい る。ちなみに単独店舗 と しては、
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すでに池袋店が トップ とな ってい る。

3.経 営戦略 のカナ メと しての外国人社員

昭和63年 度 は、外国人社員活用 の第2段 階が始 まった年 といえ る。具体的海外戦

略が動 き出 し、その プ ロジ ェク トの中心に外国人社員が入 って きているからで ある。

昭和63年7月 に は、香港 に百貨店 の出店 を決め、平成2年 の夏 オープ ンに向け準

備室 がスター ト、現地 の商業活動や住民に積極的 に貢献で きる内容が基本 とな って

お り、 さらに他店 との差 別化 を図 るべ く、都市型百貨店 の企 画づ く りに、香港生 ま

れの社員 が異動 し参画 して いる。

昭和63年8月 には、台湾 に進 出、台湾 の有力百貨店 と共 同 出資 の新会社を設立 し、

台北市 内で百貨店を 出店す るとマス コ ミ発表 してい る。

そ して、昭和63年12月 には、西武セ ゾングループがイ ンター ・コンチネ ンタルホ

テルズの経営権 を グラン ドメ トロポ リタン社 か ら取得 してい る。 イ ンターコンチネ

ンタル ホテルズは、欧米 を中心に100棟 近 いホテルを展開 してお り、今後、激増 す る

と予想 され る日本人旅 行客 が利用 できるホテルチ ェー ンとして、 うま く活用で きる

か ど うかは、西武セ ゾ ングループの国際化戦略全体に とって も極めて大 きな意味を

持 ってい るといえる。

この事業準備室に も外 国人社員 が メンバー として入 ってい る。

平成2年 は、西武百 貨店 の創業50年 であ り、新創業 の年 と位置づけ られている。

そのなかみはセ ゾングル ープのシナジー効果を発揮 し、「拡 ・脱 ・超 ・百貨店構 想」

を実現 してい くことと されて お り、 また、国際化 も強めてい くとな っている。

外国人の採用 も、国際化 の刺激 のため として採用す る ような時代は過 ぎ去 り、 国

際的 ビジネスに対応 した、 ニーズに合 った人を採用 して い くことにな る。平成元年

の4月 には外 国人社員 が新た に35名 ふえて、 日本 企業で は初 めて3ケ タの大台に乗

ることにな る。

今後 は、外国人社員 が国際 、経営戦略上重要な役割を果たす機会がふえ、西武百

貨店の国際化 は、質 ・量 ともに加速度的に高まる ことが予想 され、 日本的慣 行 との

ぶつか りあいの問題 は これか らが本番にな るのではないか と思われ る。
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(学 校)

ビ ジ ネ ス ス ク ー ル の 事 例

本節 では、身の まわ りの国際化 の事例 として、留学生 との交流 に焦点 をあてる。

幸 いに して、筆者 は現在某 ビジネスス クールに企業か ら派遣 され てお り、同ス クー

ルには毎年4、5人 の留学生 が入学 している。総 じて言 える ことは、彼 らが極 めて

うま く日本人学 生 と 日頃 の行動、会話 を行 っていることであ り、なぜ か ように交流

がスムーズにい くのか とい う理 由を探 ると共 に 日常生活 において国際交流 が一般化

した際に外国人 との コ ミュニケー シ ョンを円滑に遂行す るた めの必要条件 を見 い出

そ うとす ることが本節 の狙い である。 ここでい う 「うま く交流す る」 とい うこ との

意味 は、国籍や宗 教、文化 の違 いが故 に会話や交流が成立す るとい うものではな く、

他 の 日本人 と変わ らな い程度 にさまざまなこ とが らにつ いて 自由に意志 の疎通が図

られてい る状態及 び関係の成 立を表 している。

1.ビ ジネススクー ルの概要

同 ビジネススクールは2年 制 で、一学年80名 の学生がい る。ただ、学生 といって

も企業か ら派遣 され てい る者が大半 で、平均年齢 も30才 程度 と普通 の4年 制大学 と

は趣が違 う。一学年 は、二つの クラスに分かれてお り、 さらに8人 つつ の合計10組

の小 グル ープに分割 されてい る。一つ の科 目は、60分 の グル ープ討議そ してその後

の90分 の クラス討議 で構成 されてい る。授業で扱 われ るテ ーマは、過去 に実際に起

こった多数 の企業 の経営課題 についての意見討論 である。 この よ うな意見討論を通

じて経営管理に対す る考 え方 を学 ぶ とい うのが同 ビジネスス クールの教育方針であ

る。 この ような カ リキ ュラムの中では、学 生同士 の意見交換 が 自然 に活発にな るよ

うに工夫 されてい る。筆者の所属す る学年 は、留学生が3人 で内二 人は韓 国か ら、

もう一人は アメ リカか らの学生で ある。彼 らはあらか じめ 日本 で 日本語 の専門教 育

を2年 間受けてお り、 日常会話は もちろん、筆記な どの専門用語 で さえ も他 の 日本

人学生に劣 らない程度 の語学力を身 につけ ている。彼 らは、 日本人学 生 と積極 的に

付 き合い、 日本 の事柄 と りわけ 日本 におけ る ビジネス様式や歴史 な どを吸収 しよう

と してい る。面 白い ことに、留学 生 同土 の付 き合いは逆 に少な い ように見受 け られ

る。学 生時代 に海外 か らの留学 生 と共 に学生生活を行 った経 験を有す る人であれ ば、
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学校にいる時あるいは学外での日常生活活においても普通の日本人 と同 じようにフ

ランクな付 き合いが可能であるという実感を持っているだろう。

ここで、ビジネススクールの学生間の交流や付き合いを特徴付ける環境要因につ

いて触れておきたい。まず初めに、ここでの学生は現在 どこかの会社に籍を置 く社

会人がほとんどでさまざまな業種に従事する人間の社会集団とみることができる。

一人ひとりの学生は 自分の専門分野や 自分の所属する業界に詳しい。従って、学生

は他の学生にとって極めて魅力的な情報を多く持 ってお り、自然と学生同士の会話

や付き合いが深まっていくことになる。さらに特徴的な要素 としては、授業 カ リ

キュラムの編成が非常にハー ドで全 く遊ぶ暇がないほど日頃は勉強に励まなくては

ならない状況であるとい う点である。成績についても非常に厳 しい ものがあ り、入

学当初の一割の学生は途中で自主退学を余儀無くされるというのが例年の状態であ

る。成績評価は相対評価方式が採用されてお り、結果 として毎年落伍者がでるよう

になっている。このような状況下では、入学当初から学生の間では無事に学校を卒

業するためにお互いの特手不特手を補い合い、そ して互いに精神的な良き助け仲間

としての付き合いが密になる要素が強 くなる傾向にある。

2.学 生 へのイ ンタビュー結果

日頃 の学 生 間の 交流 、 と りわ け留 学 生 と日本 人学 生 との関 係 につ いて イ ンタ

ビュー した結 果につ いて報告 したい。 イ ンタ ビューを通 じ留学生 の話の中で、つ ぎ

の ような ユニークな話 が聞け た。 「試験や レポー トの締切 日ま じか に は 、 いつ も決

まって徹夜で の 自宅学 習が数 日続 きます。 そんな時、真夜中につい寝過 ごす ことが

あるので数人 の友達 といつ も夜間電 話連絡 を取 り合 い絶対に寝過 ごす ことのない よ

うに して います。勉強 の忙 し くない ときは、一緒 にテニスで汗をか く仲 間 もいます

し、友 達には 困っていませ ん」。同 じように、 日本 人学生 の話の中 には、次の よ うな

興味深 い内容 の事柄 が聞かれ た。 「留学生を他の 日本人学生 と区別 して考 えた こ と

は特に ない ような気が します 。彼 らはみんな と うま くや っている と思 い ます。む し

ろ、学生生活 でみんな と うま くや って いけない人達は成績 が振 るわず 自分 自身に閉

じ籠 も りがちで、成 績に対 して コンプ レックスを持 っている人達 ではないで し ょう

か。他 の学 生の交流 もあま り見 られ ません し、学 校を離れた と ころでは、全 く付 き
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合いがない ようです。その点、留学生 の人達は、非常に真面 目で、友 達付 き合い も

積極的で 日本人学 生か ら好 感が もたれ ている ようです」。 この よ うに学生の間では、

国籍、文化、生活様式の違 い な どを全 く気 にせず 、非常 にフ ランクな交流が行われ

ていることが理解で きると同時 に、む しろ学校 の中では、成績 の良 し悪 しに よって

交流 に制約が生 じている事実 が浮 き彫 りに され てい る。

3.留 学生の証言

韓 国か らの留学生か ら次 の よ うな話を聞 くことがで きた。彼は、現在外 国人留学

生が多 く入居 してい る下宿 で生活を してい るが、 日本に来て間 もない時、妹 と一緒

に四 ッ谷 の貸家 に住 んでいた とい う。妹 も同 じく日本語 の勉強 に取 り組 んでいた ら

しい。 しか しなが ら、四 ッ谷 での生活 は思 い出 した くな いほ ど辛 い毎 日であ った と

い う。結 局3ケ 月で四 ッ谷 か ら離れ、現在 の下宿 に入居 し、妹 は親戚 の家に預か っ

て もらった とい うことであ る。四 ッ谷 は昔 ながらのお屋敷町 のせいか、近所の人達

は彼 らに非常に排 他的だ った ら しい。 それ ばか りではな く嫌 が らせを何度か繰 り返

された とい う。夜 間に、風 呂を使 ってい るわ けで もないのに風 呂の音が煩 い と大 き

な声 で怒鳴 りつけ に くる人が いた り、全 く関係のない他 の家の ごみ が玄 関の前 に置

いてあった りとい うことがい くどか繰 り返 された よ うだ。彼がい うには、 「恐 ら く、

地域住民 の人達 は、私達 が何 か悪い こ とをす るだ ろ うと始めか ら決 めつ けてい るよ

うで した。始 めは驚 きま した。で も、 あの頃 のこ とを思 うと今が嘘 の よ うです。」

彼 の証言 か ら導 き出 され ることは、近所の人達は、国や風習 の違 いに対す る過度

の先入観や 固定概念 で人を判 断 してお り、そ の本人 自身の ことが らを知 り理解 しよ

うとす る術 を持 ち合わせていなか った とい うことである。逆 にいえば、国や風習 の

違いに よる壁 を乗 り越 え るほ どの関心 が双方 の間 に見 い出せ なか った といえる。 こ

の共通の関心事 の存在が新 しい交流 の きっかけ を生 む動機 にな るはずで あるのに、

不幸に して このケ ースの場合は、関心 のない状態 か ら無関心 の状態へ、 さ らに無 関

心の状態か ら不信感を抱 く状態へ、そ して不信感 を抱 く状態 が結 局は排他 的態度 へ

と発展 してい った ものと予測 され る。

4.交 流の成立条件
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ビジネス スクールでの環境特性及び留学生か らの証言 を基に、外国人か らの交流 、

コミュニケーシ ョンの成立条件 を抽 出す るこ とを試 み よう。

まず第一 に、環境設定 の共有化 が指摘 で きる。環境設定 が共有化 され ている とい

うこ とは、 お互 いに共有 の 目的が形成 され てい る状 況 として解釈で きる。また、問

題意識 の共有化 が図 られてい る状態では、お互いの情報量 あるいはバ ックグラン ド

の コ ミュニ ケー トが比較 的容 易に図 られ、会 話の中の話題 がスムースに把握 され る

と同時に、お互いの メ ッセ ージが誤解がな く相手に伝わ る。従 って、お互いに交流

を深 め ることが双方に メ リッ トを持た らせ、 より交流を断続 させ る作用が働 く、加

えて、環境設定が共有化 されて いることの意識 としては、 お互いの信頼関係が形成

されやすい効果を生む ことで ある。 同ス クールの例 を参考 にすれ ば、 ビジネス ライ

クに活用で きるさまざまな情報 を得 ようとす るのが同校 の学生の本来 の 目的であ り、

しか も前述 の ように一 人ひ と りの学生 がオ リジナルな情報 を持ち合わせ ることか ら

コ ミュニケー シ ョンが活発化す る。留学生に とって も同様の ことが当ては まる。共

通の 目的を持つが故に互いの情報交流を活性化 させ、場合に よっては貧欲な までに

相手の情報を知 ろ うと努力す る。 また、普段の クラス討議を通 じ学生間で共通 の話

題は多 く存在す る。 この ような状況下では 自ず とコ ミュニケーシ ョンが成立 しやす

い状態 が生 まれ、国や文化 の違 いをほ とん ど意識 しない環境が形成 されやす い こと

が指摘 できる。共通 の環境条件そ して 目的 を有す る限 りにおいては、国や文化 の違

いを乗 り越 えた交流 が可能 となる。翻 って、共通 の 目的意識を持ち合わ せないか ぎ

り国や文化 の違いを乗 りた交 流は生 まれない とい えるだ ろ う。

次に、共感(シ ンパ シー)の 存在が交流を活発化 させ る要素 として重要 である こ

とを提言 した い。 これ は、感情 の共有化 とい う言葉 が適切か もしれ ないが、同 じ心

境 を体験す る ことに よる信頼感 の創出であ る。 この共感の存在が作用す るのは、 コ

ミュニケー シ ョンの密度を よ り濃 くよ り深 くす ることである。例えば、同 スクール

では入学 当初か ら成績不良に よって 自主退学にな ることを学生は最 も恐れた。た と

え 自信 のあ る学生で あって も、試験 の結果 を見 るまでは安心はできな い。 この よ う

な精神 的不安定な状態 は、すべて の学生に あては ま ることであ り、 この不安感 が存

在す るが故 に互 いに不安感を 共有す る ことに よって安心感 を得 ようとす る。 この精

神的な感情 の共有化 は、学生 の交流 を密 に させ る効果が最 も大 き く、国や文化の違
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いな どとい う壁をは るかに越 えるものである。前述 した留学生 の夜間に電話連絡な

どは典型的な精神 的不安感が作用す る好例 である といえ る。

以上、指摘 した コミュニケーシ ョン成立条件は 、外国人 との交流の具体的な場 と

して 「学校」を と りあげ、そ の中で学生達か らの声 を基 に留学生 と 日本人学生 との

交流が非常に密に行われてい る とい う理 由を分析す るこ とに よって導 きだ された。

ただ し、 ここで注意 してお きた い ことは、恐 らく今回対象 とした同ス クール の場合、

他 の事例 よ りも増 して非常に理想 に近 いかたちで国際交流 が図 られ ているケースで

はないか と思われ る。 同様の例 としては、世界的 な学術特 に医学 の分野 における国

際 的なネ ッ トワー クが あげ られ る。従 って、上述 している コ ミュニケー シ ョン成立

条件 は一般 的にみ て理想に近 い と考 え る人 も多いか と思 う。確 かに、必要条件 とい

うよ りは十分条件 と考 えるこ ともで きよ う。 しか し、個 人 レベルでの国際交流 が成

立 させ るためには、上記 の成立条件 に近 い コ ミュニケー シ ョン環境 が存在 しない限

り、お互 いの真意 を伝 え合 い、断続 的な関係を続 け ることは不 可能 に思 えてな らな

い。

5.ま とめ

留学 生の話の中に登場す る地域住 民の人達の排他的行為 がなぜ生まれたかを考 え

てみれば、地域住 民の人達 の固定概 念が強 い故に留学生に とっては 自分を理解 して

もら うチ ャンスが得 られ ない まま互いの問題意識 の共有化の機 会を逸 した。互いの

沈 黙が よけいに互 いの不信感 を募 らせ る結果にな った。 仮に、隣の人が過 去に引 っ

越 しの経験 があ り回 りの人 の親切 な行為 にいた く感謝 した経験 があ ったな ら、留学

生 との間で感情 の共有化が 図 られ たか も しれ ない。 いずれ に して も、 この よ うな

ケースは上述 した理想 的な コ ミュニ ケーシ ョン環境 とは全 く逆 に作 用 した といえ る。

今後 、国際化 がます ます発展 してい く中で個人に とっての国際化を考 えるとき、

四 ッ谷 の例 の ような一般的 な 日本 人家庭 の身の まわ りで生 じる国際化の流れ が最 も

遅 々としてい くことが懸念 され る。 なぜな らば、国際的な付 き合いを行 うことに対

す るイ ンセ ンテ ィブが最 も低 い と考 え られ るか らである。

最後 に、国際 的な コ ミュニ ケーシ ョンの成立条件に関 して触れた い。 目的の共有

化そ して共感 の存 在をその条件 と して いるが、そ もそ もこれ らの条件 は外 国人 との
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間に限 った話 ではな く日本人 同士 において も良い コ ミュニケーシ ョンを図 る条件 と

しては必要不可避 な条件 である。翻 って考 えるに、 コ ミュニケーシ ョンの問題を考

えるとき過度 に国際化 とい う言葉 を意識 せず 、言葉に振 り回 されな い ことが肝心 で

あるこ とも忘れ てはな らない。
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(地 域)

下 町 一 谷根 千 の 国際 交 流 の事 例

谷根千 一 東京都台東区 と文京区の境界にある谷中、根津、千駄木のあた りに

住む人々は、これ らの地域をそ う呼ぶのだそ うだ。行政区域をこえた一種の下町生

活圏である。 この谷根千がいま、静かに変わ りつつある。そ こに住む人々が、さま

ざまなことをきっかけに活気づ き、それを、町の活性かに結びつけている。その一

つのきっかけが、外国人の街への来訪である。

1.沢 の屋旅館 と外国人

谷中、根 津、千駄木 のあた りは、戦災に遭 わなか った民家 も残 り、懐か しい、古

き良 き時代の 日本 の情緒 をただ よわせてい る。

外国人 とはお よそ無縁 の ように見 えた谷 中の町、根津駅か ら歩 いて十分程 度の所

に、沢 の屋旅館 がある。

この沢の屋旅館 で、外国人宿泊客 と、地 元の住 民 との ささや かな交 歓会が、月1

回程度開かれてい る。

「外国か ら来 たお客 さんに、 日本 の人 々 とふれ あ う機会を」との配慮 で3、4年 前

か ら始 まった定期交流会で参 加す る外国人宿泊客 の国籍 の数 も、多い ときに は10ケ

国以上に もな る。

そ こに、近所 か らや って きた老 若男女、10数 名 が加わ って、30名 前後 の交流会 と

な ることが多い。 日本 語を含 む数 ケ国語が飛び交 う中で、 ワイ ワイ、 ガヤガヤの雑

談会 もあれば、厳 粛な琴 の演奏 な ども催 されてい る。

沢の屋旅 館の主 人、沢功 さんが、外国人 向けの宿泊サ ービスを始めた のは、今か

ら5年 前。 日本人客 がば った りこな くな ったため、「廃業覚悟 で」下 した決断 であっ

た。「昭和24年 に、義母が ここで修学旅行用 の旅 館を始めたのです が、東京へ来 る修

学旅 行が減 ったな どで、47年 に今 の形に改築 し、 ビジネス旅 館に しま した」 とい う。

ところが、 ビジネス旅館 の増加 な どもあ って、景気は下降線 。 と うと う57年 には、

3日 連続 で来客 ゼ ロ。頭 をか かえてい ると、結成 されたばか りの ジ ャパニーズ ・イ

ン ・グル ープか ら 「外 国人 も泊 めては」 と加入を誘われた。

「この とお り外 国人 向け の設備 はな く、私は英語 はで きな い し」 と、沢 さんは迷 っ

一28一



たが、 ついに同年か ら外国人 も 「ウエル カム」 と看板を掲げ た。 ジャパ ニーズ ・イ

ン ・グループ、外 国人 向け の新 聞 とか ミニ コ ミ誌 などの支援 も受 けた。

以来、外 国人客が増 えた。 沢 さんに よれ ば 「年 間の客室平 均稼 働率は90パ ーセン

ト近 くにな る」 とい う。 ところで、 この沢の屋旅 館では、朝食の提供だけ で夕食 は

出 さない。そのため、外国人宿客が街に出て、いろいろ用事 をたす ことになる。

「外国人客は、街 の どこにで も出かけます。最初の うちは、街 の人 たち もとま どっ

ていま したが、 いつの まにか慣れた ようです。外国人客 も 日本人 と同 じものを食 べ

た り、飲 んだ り、街 の人の中 に とけ こんで、外人 と言われ ない ことを喜んでい る」

とい う。

その よ うなわけで、近 くの居酒屋 や中華料理店 に英語で書いた特 別 メニ ューが登

場 した り、老舗の印鑑 店や履 物店に も外人向けの新商品が並び始めた。 た とえば、

印鑑店で あれば、 カタカナあ るいは英字で彫 る丸 判、履物店で あれ ば、おす も うさ

ん様 の特大 なぞ う りな どであ る。

沢の屋旅館 をめ ぐる外人宿泊客 の うごきを、r日 本経済 新 聞』(昭 和62年2月25

日)は 次の よ うな主 旨で報 じている。

地元の町内会 あた りも、祭 りや モチつ き会に 「外人のお客 さんをぜ ひ」 と住民の

誘いがかか るよ うになった。 昨年 夏、オース トラ リアの女子高校正 が30人 が町 内の

盆踊 りに加わ り、人 々の 目を楽 しませた とい う。

日本を訪れ る外国人旅行客に とって、沢の屋旅 館のよ うな小規模 の和風旅館 には、

料金 が素泊 りで3,000～4,000円 と安 く、同時に 日本の庶民的な雰 囲気 を味わえ る、

とい う魅力 があ る。

今年の2月 上旬、観光 で 日本に来た北京 の オー ス トラ リア大 使 館 員 ジ ョセ ブ ・

ヴ ァイジール さんは、 「作 り物でな い 日本に接す ることがで きた」 と満 足 げ に語 っ

た とい う。

4年 前、沢 の屋旅館に泊 ま って以来 、下町 に魅せ られて、近 くに住みついた ソウ

トウエア会社 部長 リー ・リチ ャー ドソンさんは、人気の秘密 を次 の よ うに表現 した。

「新幹線や ハイテクも 日本の顔だが、沢の屋や 周辺の下町には、も う一つ の 日本 が

ある。 日本の素顔 を語 らせ るな ら、一流ホテルや ガイ ドブ ヅクよ り、外 人旅館 のほ

うがは るかに雄弁です」(以 上、前掲の 『日本経済新聞』)。
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この地域を訪れ る外国人は、高層 ビルや工場 を 見学 す る よ り、 谷根 千 のほ うが

「日本人の生活が まるごと見え る」 ともい う。彼 らは名所見物 ではな く、町の畳屋

さんや豆腐 や さんを のぞ きに行 く。沢 さんが近所 をかけず りまわ って、理解 を求 め、

町 の人 も外人が来 るのを楽 しみに して、英語 の メニューや 「ウエル カム」 とい う札

をは り出してい る。 これ こそ、本 当の意味での草 の根交 流ではなか ろ うか。

2.生 き生き しは じめ た町民たち

外国人が この地 域 に多 く訪れ るよ うにな ってか らは、 この地域 に住む人 々に何 ら

かのイ ンパ ク ト(影 響)を 与えてい る。

た とえば、英語 の筆段で コ ミュニケーシ ョンを図ろ うとす るハ ンコ屋 の主人、仕

事上でやむをえず 覚 えた カタコ ト英会話 に、今 は 自信 がつ き始 めた郵便局窓 口嬢 、

アメ リカのホ ームス テイをめざす ことにな った女子高校生 ……。地道 ではあるが、

前 向きの姿勢の人 々が ここにはい る。

(1)ハ ンコ屋 の主 人

「ハ ンコの よさをわか って くれ る外人 のお客 さんな ら、近 くの銭湯 に連れ てい っ

て、三助 で もや って あげたいね」 一 こう語 るのは、根津通 りで印章業 を営 む

甲州堂の ご主人 さん。

「外国人が、わ ざわ ざ うちまでハ ンコを買いに来て下 さる。嬉 しい じゃないです

か。 これ もなにかの縁 と、層朱 肉なんか サー ビス しちゃ う」 とい う。

甲州堂 に来 るお客 さんは、ほ とん ど目的が 印鑑 を作 るためなの で、筆段 に よる

カタ コタの英語 で十分 とい う。少 々厄介にな る と、息子 さんの出番 とい うわけだ。

そ のハ ン コを押 した絵ハ ガキ の礼状が よ く届 くとい う。なかには、親 とこ ども

がそれぞれに礼状 を くれた、オ ース トラ リア人親子 もい る。

もちろん、礼 状は英 語で書 かれ てい る。「人様 か ら礼状を もらって、理解で きな

いんでは申 しわ けな い」 と、何 十年 ぶ りかで辞 書を引 くよ うにな った とい う。

(2)谷 中郵 便局 の コ ミュニケーシ ョン体験

「居心地 のいい所 には、人種 、国籍 なんか関係な く、自然に集 ま って くるんでは

ないです か」 と語 るのは、谷 中郵便 局長 、小林 さん。
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町 の郵便局 といえば、来 日してい る外国人に とって、そ こは海 外への通信 の窓

口。谷 中郵便局 にも、数名 の外国人が、 日曜 日を除 く毎 日、切手の購 入や、小包、

電報 の申 し込み 、問 い合わ せに来局す るとい う。

以前は、 この郵便局 では、普通小包のみが扱われ、税関を通 す ものは、少 し離

れ た本郷 局まで行かね ばな らなか った。

「そ の説 明を して あげなけれ ばな らないので、カタ コ トの英語 を しゃべ る ように

な ったんです よ」 と語 るのは、6年 前に この谷中郵便局に赴任 して きた伊藤 さん。

最初 の ころは、紙片 にかいていた フ レーズで も、今では、 自然に 口か ら出る とい

う。

「遠慮 がちに断 っては、相 手が ホワイ と言 って懐疑心を抱 くだ け 。 は っ き りと

ノー と断れば、相手 は納得 す るものなんですね」 と、外国人 コ ミュニケーシ ョン

の コツをのみ込 んだ様子。

この伊藤 さんは、3年 前 か らラジオ の英会話講座を聞 き始め、昨年 の夏 には、

カナ ダか らペ ンパルが彼女 の もとを訪れた とい う。

(3)ホ ームステイに挑 みは じめた高校 生

今年 の夏休 みには、アメ リカでのホ ームステイに挑戦 したい」 と語 るのは 、沢

の屋旅 館の近 くに住む 、高校2年 生女子の庄子 さん。

こどもの ころか ら外 国へ 行 くのが夢で あった。一昨年、母親 とい っ しょに谷 中

の菊人形を見に行 った ときの ことだ。近所 の沢 さんが、4～5人 の外人 を連れ て

菊人形を見物 していた。

その ときは、沢 さんの紹介が あって、 あいさつを交わ した程度で あった。 しか

し、その ときの ことが きっかけ にな って、近所 で開かれ る英会話教室 に入会 。そ

れ以来、沢の屋 旅館で開かれ る国際交流 パ ーテ ィーに、進 んで参 加 す る よ うに

な った。そ して、そのパ ーテ ィーで知 りあ った同世代 のア メ リカ人 の女の子 と文

通をす る ように もな った。

実生活で も、通学途 中、「今 までだ と、外国人に道な どを尋ね られて も、す くん

で しまったが、今は平気に な り、大 まかに相手 の言 ってい ることがわ か る ように

な った」 とい う。

外 国人 の交流、そ してそ の手段 としての英会話に 自身がつ き始 めた と ころへ、
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「今年 の4月 、学校 の担任 が英語 の先生 に変わ ってか らは、 この子 の眼の輝 きが

イキイキ してい る」(母 親 談)と い う。

以上 の ように、決 して大 げ さな人 間改革 ではない。 しか し、少 しつつ、そ こに

住む人 々の意識 を、そ してその生活 を変 えつつ あ る何 かが、そ こには存在す るの

ではなかろ うか。 次の よ うな話 もある。

(4)外 国人か ら教 え られた山崎 さん

山崎 ゴム商会 のお隣は、今 どき珍 しい四軒長 屋。そ こに、桐谷逸夫 ・エ リザベ

ス夫妻 が住 んでい る。

大 正時代 に建 て られた、山崎 ゴム商会 さんの家屋 を壊 し、新築 した ときの こと

であ る。 外壁材 に アスベス トを使 うことにな っていた ので、 アスベス ト製材 を裁

断 していた。

す ると、エ リザベ スさんか ら、突然、 ク レームがかか った。 この粉塵は健康 に

悪 く、隣に飛んで くるので、即 刻、中止 してほ しい とのこと。

山崎 さんは、寛大 な性格 のためか、別段、 ク レームの内容には腹をたてなか っ

た。

しか し、 ク レー ムをつけ てきた とい うそ の ことには 、い ささかめん くらわ ざる

を えなか った。 とい うのは、山崎 さんは、 自分 の家 を と り壊す記念に、 エ リザベ

スさんの夫で画家 である桐谷逸夫 さんに慣れ親 しんだ 家のデ ッサ ンを依頼 してい

た ので ある。そ の奥 さんの エ リザベス さんが、日本人 の感覚か らすれば、「ドライ

に割 り切 って」 ク レームをつけて きた。 日本 の社会 ではあま り考 えられ ない こと

であ る。

夫の ビジネス と、個人の生活 とは別。生活に支障 を きたす ものは、排除 しなけ

ればな らない。そ うい うエ リザベ スさん の姿勢 に、 山崎 さんは、教 え られ る もの

を感 じた とい う。

この よ うな考 え方 は、 日本の社会で も取 り入 れて もいいのではないか、山崎 さ

んはそ う考え る ようになった。

(5)町 に魅せ られ て住 みは じめた外 国人 たち

そ の桐谷 ・エ リザ ベス夫妻 が、 山崎 さんの隣の四軒 長屋 に住んで約4年 にな る。
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このエ リザベ スさん のユ ニークな創作活動 は、谷根子界隈 の活性化 に とって、欠

かせない存在だ。

前にいた長屋の入居者が 、店 として使 っていたので、桐谷家 の玄 関には、小 さ

な シ ョーウ ィン ドウが ある。そ こを利用 して、エ リザ ベス さんは、節 分、バ レン

タイ ン、ひな祭 り、 イース ター、鯉 のぼ り、虫歯予防 、夢 、ハ ロウィン、月見 と

い った四季折 々のモ チーフを飾 った りしている。

それが実に華やか であ り、 ときには、桐谷家 の急須 が カニに化 けた り、近所 の

八百屋 さんが特別に用意 して くれ た大 カボチ ャであった りす る。

桐 谷 さんの シ ョー ウィン ドウの一角 は、近所 の友人 、知 人、道行 く人を巻 き込

んで、 さ しずめ ス トリー ト ・パ フ ォーマ ンス ・ゾー ンとい った ところであ る。

この ように、谷根千にい る外国人 は、短期滞在型 ばか りではない。 エ リザベス

さんの ように、 この町の よ さに魅せ られ て、 この町 に住 みついた外 国人 も少な く

ない。彼 らもまた彼 らな りに、 この町 に とけ こもうと努 め、元気 づ くことに まけ

てはいない。

この よ うに、沢の屋旅 館 を核 と して、町 内の人 々を巻 き込 んだ草 の根 での国際

交流 が行われてい る。

一 参考文献 一

大 場泰 博rPART5:地 域が変わ る」PIサ ポ ー ト研究会編rrPI」 を理解

すれ ば時代の面 白さがみえ て くる』(PHP研 究所、1987年)

地域の国際化 一 新潟県中条町での国際化の事例

1.は じめに 一 中条町の概要 一

新潟駅から羽越本線特急に乗 り約30分 行 ったところに、人口約3万 の中条町があ

る。今、この町に、全国から熱いまなざしが向けられている。人口流出に悩む町役

場が、「地域起 こし」の一環として、アメリカの大学の 日本分校の誘致を計画、自治

体としては初めて実現にこぎつけたからである。

新潟県北蒲原郡中条町 一 この町は、新潟県の穀倉地帯である蒲原平野に位置

し、東は、県立胎内川 自然公園の一部をなす櫛形山脈、西は 日本海にそって砂丘が
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連なる。その中央部は、胎 内川扇状地と旧紫雲時潟干地からなっている。昭和30年

以来、い くつかの村 との編入合併をへて、現在の中条町が成立 した。

昭和31年 に町の沖合いに、天然 ガスの鉱脈が発掘 されてからは、中条町は、それ

までの純農村地帯から化学工業の町へと変貌を遂げた。

その 「中条沖油田」はいまなお 日本屈指の埋蔵を誇 り、現在、中条町の中心部に

は、化学コンビナー ト(日 本鉱業中条油業所)が 建設され、また海岸沿いの砂丘地

には、化学工場(協 和ガス、クラレ)、組み立て工場(日 立製作所中条工場)な どが

進出している。このようにして、中条町は新潟県北部の中核的な産業都市をめざし

て発展を続けてきた。

2.米 国大学分校 の誘 致の経 緯

工場誘致 の 目的の一つに、地域 の人 口増加 がある。'しか し、中条町 の場合 、地元

に、進 出企業 の望 む よ うな高等教 育機関 が少 なか った こ ともあって、工場 の幹部社

員お よびその家族 が、次 々と町外に転 出す る とい う事態 が起 きてい たのであ る。 そ

のため、工場誘致 の効果は、期待 され たほ どの人 口増加 はお ろか、それ 以上の人 口

流 出を招 きかねない状況で あった。そ のため、中条町 では、今後 の産業誘致 を進 め

る うえで も、教育施設、医療施設 な どの都市機能 の充実 が求 められ ていたのであ る。

5期 目をむかえ る熊倉信夫町長 は、 これ までに も、北里大学、早稲 田大 学の付属

高校な どの学校の誘致に力を入れ てきた。 しか し、いずれ も、実 を結 ばなか った。

そんななかで、 日米貿易拡大促進 委員会 の米 国大 学 誘致 計 画 は、 中条 町 に とって

「渡 りに船」 とな った ので ある。

以下 は、米国大学 の誘致 のい きさつにつ いて、役場 の資料や担当者 、お よび町の

関係者 な どの ヒア リングか ら、それをた どってみる ことに したい。

1-2-1三 沢 氏 との出会い

昭和61年4月22日 、中条町の熊倉信夫町長 は、㈱環境設計研究室 の川瀬社長 の

紹介 に よ り、 日米貿易拡 大促進 委員会 の委員 で もある ミサ ワホーム㈱ の三沢千代

治社 長 と会見す る機会を得た。その際 、同委員会 が米 国大学 の 日本 分校 に誘致 す'

る計 画を進 めてい ることを知 った。

ところで、 この 日米貿易拡大促進委員会 とは、同61年5月 に貿 易摩擦 の解消を
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目的に 日米の国会議員で組織 されたものである。アメ リカ側は上下両院の議員20

名、委員長は民主党のゲヅパー ト下院議員が就任 した。 日本側は、江崎真澄、倉

成正、加藤六月、鳩山威一郎氏ら10名 の国会議員が委員に就任 したほか、大来左

武郎国際大学名誉学長、天谷直弘元通産省審議官、三沢千代治 ミサワホーム社長

ら6名 の運営委員がいる。委員長には林義郎が就任、名誉会長には国会議員の二

階道進氏を迎えている。

さて、熊倉町長が三沢氏と会見 した 日から約3週 間後の5月13日 、 日米貿易拡

大促進委員会は、米国の大学を 日本の各自治体に誘致する計画を推進 している旨

を、NHKを は じめとした各報道機関を通 じて発表 した。

1-2-2米 国大学 日本分校の誘致プロジェクト開始

これを受けて同年5月17日 、熊倉町長は日米貿易拡大促進委員会 日本事務局に

対し、同日付けで、「米国大学の 日本分校設置に関する協力とお願いについて」の

文章を送付した。添付書類 として、 日本分校の配置計画図ならびにその現状写真、

中条町町勢要覧、同町観光紹介パンフレットが含まれていた。同委員会が、誘致

を希望する各 自治体の紹介 ビデオを、米国大学 向けに作成す るための資料でも

あった。

6月 中旬、同委員会は、各自治体からの資料に基づき、作成 した総論編 ビデオ

を、アメリカのワシントンでの日米合同委員会会議の際に提示 し、その大要を紹

介 した。

同年6月20日 、中条町、同委員会から、再び ビデオ作成用の元資料の提出を求

められた。立候補自治体のプレゼンテーション ・ビデオ(各 論編)や パンフレッ

トを作成するためであった。

同年7月10日 、中条町は、東京の新宿NSビ ルで行われた同委員会主催の 「米

国大学の日本分校誘致に関する説明会」に出席 した。同年8月25日 、熊倉町長は

同町議会に米国大学の日本分校を誘致す る計画の概要を説明 した。

1-2-3米 国大学の中条町への進出意向表明

その翌 日の8月26日 には、同委員会事務局長の片岡佑介氏が現地視察のため、

中条町を訪れている。同年9月5日 、ワシントンで開催の同委員会の 日米合同委

員会の会議報告が、関係自治体を対象に東京の新宿NSビ ルで行われた。その報
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告には、 ワシン トン会議に 出席 した同委員会の林義郎委員長、愛 知和男委 員があ

た った。出席 した中条町の関係者は、同町が、米国大学側の求めてい る好条件 を

もつ有力候 補地 の一つで あることを感 じ取 った といわれて いる。

同年10月1日 、中条町は、分校設置 の候補対象値で あった長橋 、星の宮町、関

沢、つつ じが丘の各 区長な らびに関係者に対 し、設置計画 の説明会を開催 した。

同年10月30日 か ら31日 にかけ て、米国側委員会の大学進 出プ ロジ ェク トの運営

責任者で あるアン ドレ ・キ ング博士 と、 アメ リカ東部 の名門校であ るボス トン大

学副学長ルイ ス ・パ デ ュロ博士 が、 日本側委員会事務局長 の片岡佑介氏 と ともに、

中条町を訪れた。熊倉町長 な らびに同町議会を表敬訪 問 し、それぞれ懇談 を行 っ

た。そ の後、分校設置 の予定地 を視察す る とと もに、 日立製作所の中条工場やそ

の他 の主要企業 を見学 した。 また、ア メ リカ側 の一行 は、帰途、新潟市た立 ち寄

り、新潟県 の君知事 、並 びに、新潟大学学長 を表敬訪 問 した といわれ る。

同年11月12日 、東 京で、パデ ュロ博士 と町長 、助役 が懇談 した。そ の際 、中条

町の印象 につ いては、「少 し遠 い とか、冬 に雪 が積 もる とかは気 に しな い。環境 は

気に入 った」 旨の返 答があ った といわれ る。

同博 士か らは、設 置が決 まれば、仮校 舎でで も開校 す る考 えが示 され たが、 日

本人学 生の確保 と語 学力等については、 まだ調 査が必 要 との判断が示 され た。

1-2-4ボ ス トン大学か らの要望

同年12月4日 には、再び、分校誘 致について、パデ ュ ロ博 士 と町長 、助役 の間

で、詰 めの話 し合いが行われた。 このなかで、博 士か らは、以下7つ の点を中心

に した大学側 の要望 な どが示 された。

① それ までの中条 町 との話 し合いの内容を大学本部 に伝 えた こと。

② 大学本部 は工科 系の分校設置 を要 望 していた こと。

③ 日本人学生 に もアメ リカでの生活体験 を持 たせ たいので、前半 は中条 で、後

半 は、ボス トンで仕上げ るよ うに したい こと。

④ 学生規模 は、は じめか ら大 き くは した くはない こと。

⑤ 学生並 びに関係者 の英会 話 の 力 を上 げて お く必要 が ある こと。(米 国 人 ス

タ ッフも日本 語を覚 えなければな らないか ら、同 じ努力が必要な こ と。)

⑥ 新 潟大学 と提携がで きれば よい こと。
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⑦ ホー ムステイを検討 してほ しい こと。

熊倉町 長は、これ らの話 し合いのなかで、「今は、すべて東京 志向だが、中条町

は北 陸か ら東北にかけての中心的位置 にあるので、 日本学生に もこの範 囲を中心

に集めれ ば よい」 旨の説明 を した といわれ る。 また、 日本人教授 の採用 、教 職員

住宅、 日米 間の授業料の違 いにつ いて も話 し合いが行われた。

この ように して、中条町へ の分校誘致 をめ ぐる状況は、進展 してい るかに見え

た が、年 の暮れ もお しせ ま った同年12月26日 、 アメ リカ出張を終 えたばか りの 日

本側委員 会事務 局長 の片 岡氏が、中条町を含 む 関係 自治 体に対 し、渡 米 報告 を

行 った。そのなかで、片岡氏 は、アメ リカ側 の意 向と して、「日本側の米国大学 の

受け入れにかかわ る基本理念は どこに あるのか、 よく理解で きない とい う意 見が

多い。 また、米国大学の代表者 が訪 日す るたあには、 まだ情報 が不足 してい る。

抽象的 な表現 で誘致条件を示 され てい も、判 断で きないド まだそ うい う状況で あ

る」 旨の報告 が行われた。

1-2-5米 国大学訪 日団 との個別 会談

年 があけた昭和62年1月12日 、分校 の誘致条件に関す る各 自治体 との ヒア リン

グが同委 員会で行 われ た。 中条 町か らは、町長、助役 が出席 した。

同年2月27日 か ら28日 にかけては、来 日していた米国大学 日団 との全体会議 が、

東京で も行われた。全体会 議の あ と、中条町(町 長 と助役)は 、 同委員会 が斡 施

した以下 の大学 と個別に会談 した。

① 中南部 ア メ リカ州立大学協 会代表(ボ ヒー ・G・ ウイ クソン博 士=ミ ズ ー リ

大学)

・工学 系は、施設に金 がかか るので、一定期 間アメ リカで勉強す る ことになる。

・ブラジルに分校があ り、ベ トナムに も分校 があった。

・施設 を含 め、整備は段階的 にや りた い。

・大学運営費 は、州 の補助65%

授業料20%で あ る。

その他15%

② テキサ ス大(ベ イ カー博士)

・我 々は、14の 大学 と連合体 を組 んで い ること。
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・新潟大学 とは競 争ではな く提携 で行 きたい
。 テキサス大学は工学部 が主体で

ある。

・第三 セクターで リース した い。

③ オハイオ大学(フ ェ リックス ・V・ ガ リア ーノ博 士、 ジェームズ ・C・ ブラ

イアン ト博士)

・21世紀の 日米関係を重視 してい る
。

・県及 び新潟大学 と提携 できる とよい。県知 事 と会いたい。

・中条町 の計 画は具体的 で よい
。

・日本 の学生 が集 まるか どうか心 配 してい る。

等が、会談 の主 な内容である。

1-2-6米 国 中部 大学協会一行 の中条 訪問 とボス トン大 の後退

同年3月6日 か ら7日 にかけ て、米国中部大学協会 、オハイオ大学 の一行が、

日本側委員会事務局 の村本氏 と ともに中条 町 を訪 問 した。中 条町 に お け るス ケ

ジ ュールは、 ボス トン大学パデ ュロ博 士の訪 問時 と同 じ形 で行われた。一行 の中

条町訪 問は、必ず しも、同町が希望 した ものではな く、訪 日団の滞在 スケジ ュー

ル に沿 うものであ った。

同年3月 中旬 、ボス トン大学 と日程 が調整 され、3月 末 に町長 と町議会 副議長

が訪米す ることにな った。3月18日 には、その打合せのため、パ デ ュロ博士が中

条町 を訪れた。

同月27日 か ら翌4月2日 にかけ て、熊倉町長 、林 副議長一行6名 が渡米 し、 ボ

ス トン大学を表敬訪 問、学 内視察後、学長並 びに各学 部の教授 と会談 した。

翌5月27日 か ら28日 にかけてに も、 ボス トン大学 のパデ ュロ博 士 とそ の家族が

中条 町を再訪 し、町 内を視察 した後、町長、助役 と会談 してい る。

この よ うに、 同61年 か ら62年 にかけ て、特に進 出可能性の高か った ボス トン大

学 との間で、互いに視察 し合 った り、話 し合い が幾度か もたれて きた。 しか し、

話 が進 めば進 むほ ど、関係 者の間では、不協和音が感 じられていた といわれ る。

大学誘致 は政 治生命をかけた悲 願だ った とい う熊倉 町長 は 、NHKの イ ンタ

ビューに応 えて、「ボス トン大 のOBと いえ ども、やは り、日本人的発想なんです

ね え。OBに 聞けば聞 くほ ど、"東 京 じゃない とダメ"と い う意見が多 く、調査
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に きたパデ ュロ副学長 も、 どうい う報告 を書 いた らいいか苦慮 していた ようだ」

と、当時を述懐 して いる(月 刊 『ウイー クス』、1988年9月 号)。

1-2-7中 部 アメ リカ州立大 の進 出意 向表 明

さて、そ うい う状況のなか で、浮上 して きた のが、 中部 ア メ リカ州立大学協会

か らの話であ った。 同62年6月4日 、 日米貿易拡大促進委員会主催 の中部 アメ リ

カ州立大学調査 団の派遣に 関す る説 明会 が、東京 ・新宿 の同委員会会議室で行わ

れ、中条町か らは、助役 と八幡参事 が出席 した。

これ よ り3日 後 の6月7日 、 同調査 団の派遣 につ いての打 ち合せ のため渡米 し

ていた同委員会の片 岡事務局長か ら熊倉町長へ至急電 の連絡 が届 いた。それは、

「中部 アメ リカ州立大学協会(以 下 、MASUAと 呼称)が 中条町へ の分校進出

を望んでお り、ぜひ、町長 に渡米願 いたい」 旨の連絡 であった。 この時ばか りは、

熊倉町長をは じめ と した中条町 の誘致 関係者に とって 、「捨 て る神 あれ ば、拾 う

神 あ り」の心境であ ったに ちがいない。

同年7月5日 か ら13日 に かけて、熊倉 町長、江 口総務課長 、八幡副参事 は同調

査団に加わ り訪米 し、南イ リノイ大学 をは じめ とす る6つ の大学(分 校 を含む)

を訪問、視察 した。南イ リノイ大学(以 下 、SIUと 呼称)に は、7月7日 に表

敬訪問 した。 この時、一行 は、SIU側 の 日本分校設置 に対す る、か な り前 向き

の姿勢を感 じ取 った といわれ る。 こ うして、分校誘致 をめ ぐる状況は、急転直下

したので ある。

熊倉町長の一行の帰国後 の7月14日 、中条町役場で は、全員協議会 が開かれた。

さらに、翌15日 か ら21日 に かけては、中条 町 と新潟県 の関係部課 間で、米 国大学

分校誘致に関す る行政上 の手続 き、実務 な どにつ いて、かな り突 っ込 んだ話 し合

いが行われた とい う。

7月22日 、新潟県企画課 の城 田課長補 佐 と県文書課 の高辻課長 は、文部省に説

明のため、中条町の熊倉町長 、江 口総務 課長 とともに上京 した。

8月 か ら9月 にか けては、 日米貿易拡大促進 委員会 の事務局長 と江 口総務課長 、

係長 との間で、MASUAと の検討項 目についての協 議が行われていた。

1-2-8SIU分 校誘致 に関す る詰め の接衡 と正式 調 印

9月16日 か ら20日 にかけ ては、 日本分校誘致について の打 ち合せ のため、MA
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SUA代 表 としてSIU準 副学長 チ ャール ズ ・クラセ ヅク博士 と、同大学 国際副

部長 ジ ェラー ド ・ドー ン博士 が 日米委員会 の片 岡氏 と共に、中条 町を訪れ 、滞在

した。

4日 間 にわた るハー ド・スケジュールの話 し合いのなか で、双方 とも分校設置

実現 の感触 を得 ていたい といわれ る。

9月22日 、中条町町長、総務課長、係長は、 日米委員会 事務局 で、MASUA

代表 と再び会談、そ してつ いに双方 の間 で、基本的な合意をみた。会談後 、MA

SUA代 表 と中条町一行 は、全 日空 ホテルで記者会見を行な ってい る。

もちろん、正式 の調 印に こぎつけ るまでには、施設整備計画及びその予算面 な

どで、 い くつか の懸案事項 がなか ったわけではない。

しか し、それ らも、中条町 の大幅な譲歩 と、新潟県 の物心両面にわた る協力体

制で、なん とか解決で きた。

同62年12月8日 か ら14日 にかけ て、熊倉町長、八幡町議会議長 、同林副議長、

片岡事務局長、小泉弁護士 、須 貝係長 、佐藤中条青年会議所 ら一行7名 は、 日本

分校誘致 の契約調 印のため訪米 した。

そ してついに、12月11日(現 地 日)、南イ リノイ大学 カーボンデール校で正式調

印が行われた。熊倉町長 の胸 に熱い思 い入れが走 り始めてか ら、1年8か 月 目の

ことで あった。

3.南 イ リノイ大学 の新潟校 の開校 と町 中の動 き

3-1南 イ リノイ大学(SIU)新 潟校 の開校

3-1-1米 国大学 分校誘致 準備 室の設置

SIU新 潟校 の中条町への設置が正式に決 まると、中条町役場に は、昭和63

年1月1日 付 で、米国大学分校誘致準備室が設置 された。室長 には江 口俊一総

務課長 が兼務 であた り、参与 には 、 日米委員会か ら出 向の藤 田好一 国際室長 を

迎え入れた。 この準備室 は、新潟校事務局 が出来 るまで、事実上のSIU新 潟

校 の事務局 とな った。5月 の開校 までには、誘致準備室 にとってなすべ きこと

が山積 み していた。

3-1-2入 学生の募集
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先ず 、同準備室は、1月11日 よ り、新 潟県下 の高等学校(普 通 課程)を 対象

として、入学 生募集 のための説明活動を開始 した。2月 にはい ると、 日米委員

会 内に東京事務所 を設 けて、全国に 向け て の募集 が開始 された 。募 集 人 員 は

150名 で あった。それ も、2回 に分けての募 集であった。 ところが、大方 の予想

を大幅 に上回 り、第1次 募集では400名 、第2次 募集では308名 、合計708名 の全

国か らの応募 があったの であ る。

2月 中旬 にはSIUか らクラセ ック副学長ほかの6名 の準備 ス タ ッフが来 日

し、中条町を訪れ 、5日 間にわた る連 日連夜の打 ち合せが行 なわれていた。

3-1-3学 校法 人の許 可 申請

学校法人専修学校設置 の許可 申請 も大 きな仕事であった。文部省 では、大学

の設置に関 し、設備面、 カ リキ ュラム、基本財産な どに対 し厳格 な設置 準備を

設 けてい る。殆 どの米国大学 日本分校 と同 じように、SIU新 潟校 も、「日本 の

大学」 としては認 められ ていない。その ため 、最終 的 には、 学校 法 人 「太平

洋」 を昭和64年 度 までに設置す ることに して、当面 の措置 と して、各種学校 の

許 可 申請を した。

3-1-4SIU新 潟校 の開校

そ して い よい よ各種 学校 として開校す る ことな った。合格者 には、第一 次 と

第二次 を合わせて、595名 に達 し、入学者 は450名 になった。仮校舎 に決 まって

いた中条 町勤労青少年 ホー ムとそのわ きに建て られたプ レハブ施設 の準備 も整

い、同年5月12日 、中条 町のB&G海 洋 センターで、SIU新 潟校の開学式 が

行われた。19日 には、中条中学校 の体育館 を会場に、全 国か らの入学生 とその

父兄、関係者を含めた約1200名 の参列 を得 て、SIU新 潟分校 の入学式 が行わ

れ たのであ る。

3-2町 中の動 き

・ 町の 自転車屋

SIU新 潟校の開校 早 々に 目立 った のは 、町 の 自転 車屋 さんの 盛 況 ぶ りで

あった とい う。あ る自転車屋 さんの話 では、「アメ リカ人の先生 は、合理 的 なの

か 、皆 さん、3,000円 程度 の中古 の 自転 車です ね。中古が手 に入 らず 、 苦 労 し

た」 とい う(月 刊rウ イー クス』、1989年9月 号)。
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・ 町 の英会話塾や 公民館の英語 講座

それ まで あま りふ るわ なか った英会 話塾や 英会話 クラブに も、開校 当初 は、

入会者が殺到 した といわれ る。 町の中央公民館の主催 す る英語会話講座 に も、

銀行や商店そ して一般家庭か らの受講 者が押 し寄 せ、い くつか講座 を増設 した

ほ どの盛況ぶ りであ るとい う。63年7月 初 旬に行わ れた大学公 開講座 も大盛況

だ った といわれ る。

・ アパ ー ト建設業 者を中心 とした外部資本 の動 き

SIU新 潟校 の新 キ ャンパ スが立地 され る中条町 つつ じが丘 の周辺 には、 と

ころせ ま しと、建設 中のものを含 めた洋風 タイプのマ ンシ ョン、 アパー ト(部

屋数 に して約500室)が 林立 して、一見、モデルハ ウス付 きの分譲地 を思わせ て

いる。特に、外部 の業者 に よる施工 が多 く、現在 で も、町 内外 の業者か ら、役

場の建設課に は建築確認 のため の申請、 問い合わせ が相次 いで くる。

また近 くの国道7号 線には、東京や新潟 の大手業者 に よる郊外型小売店 の出

店に備 えた土地造成が活発に行われて いる とい う。

・ 商店、ス ーパ ー

あ る商店 主は、次 のよ うな ことを語 って くれ た。 「自分 の歯形 に会 う歯 ブ ラ

シが町の商店にな い」 とい うので、わ ざわ ざ新潟 まで出掛けて いった外国人が

い るとい う。 しか し、そ こで も、 自分に あった ものは、見つか らなか った とい

う。 日本では、商品が意外に画一的、均一的過 ぎる。確かに何で も揃 っていて

コンビニエ ンス(便 利)な のは良いが、それ ぞれの個性に応 じた商品の品数を

揃 えてほ しい。 もちろん、常時 、在庫 にな くてもよい。一寸 した品物 で も、取

り寄せ て くれ る くらいのサー ビスは してほ しい。そ ういわれたそ うであ る。

・ 食堂、居酒屋

外国人の先生 たちが好 んでい く中華食堂 が ある。学生達 の コンパに もよ く使

うそ うだ。居酒屋 な どでは、魚類 が よく好 まれ るとい う。 カーボ ンデイル市は

アメ リカ中東部 の内陸に あ り、海や生魚 は珍 しいそ うだ。

・ 中条駅

中条駅で は、外 国人 の乗降客 も多 くな り、彼 らの便宜をはか ることもあ って、

英文に よる時刻表 も掲示 され た。
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・ 金融機関

中条駅 には、.3、4の 金融機関 があるが、特に銀行では、大学生 の仕送 り送

金や授業料入金、 そ して大学職員 の給料 な どで忙 しくな った といい う。それだ

けでは、珍 しい ことでは ないが、 これ まで と違 うのは、銀行の ロビーや窓 口に、

外 国送 金関係で よ く訪れ る外 国人の姿 が 目立つ よ うに な った こ とだ 。銀行 に

よっては、支店長 以下、全職員 が英会 話の特 訓に励 んでい るところがあるそ う

だ。

以上の よ うに、地域 の草の根 の国際化の中で、中条 の人 々は、必要に応 じて、

身近なつ きあいの 中か ら、 自らを国際化 させてい るように思え る、例えば、商

店 の人 であれば、外 国人 達の買い物が、少 しずつ増 えて くると、ほんの カタコ

トの英会話 が必要 にな り、 自ら、 「英会話 をや ってみ ようか な」 と思 い始 め た

り、挑戦 しは じめた りしてい る。

個 々人の国際化 な どとい うものは、そ ういった身近なつきあいの中か ら生 ま

れ て くるものではなかろ うか。

・ 中条町中央公民館

英会話講 座な どが盛んに 開催 され るようにな った中央公民館だ が、 この隣に

あ る町立体 育館では、63年8月15日 、約300人 の成人を集めて、恒例 の成人式が

行われた。 このなかには行事 として、公民館主催 の 「成人おめで と うフ ォーラ

ム ー 国際社会人への道」 が開催 された。

フ ォーラムのパ ネ ラーには、SIU新 潟校の ク リス さん、学生寮管理担当の

南部 さん、そ して成 人の先輩 としての代 表一 人 を招 いて の フ リーデ ィス カ ヅ

シ ョンが行わ れた。

担当 した社 会教 育主事 のNさ んの話 では、 「文化 の違いはい うまで もな く、

成 人式 とい う日本独特の儀式 と、それに類似 したアメ リカの儀式 とか、家庭教

育、学 校教育、大学入試 な どの話 題の焦点をあてた。準備階段 での打合せは、

ク リス さんた ちと充分 したつ も りだが、本番では、聴 衆か らの反応がいま一つ

で、期待 したほ どに は、 うま くいかなか った」 よ うだ。

しか し、 この ときの経験 をふ まえて 内容を改善 しなが ら、今後 も、町民 とと

もに、地域 の国際化 一 国際交流 のベ ースキャンプづ くりを考 えていきたい
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とい う。

ところで、 この成人式に参 加 した若者た ちの一人 である0さ んは、SIU新

潟校に関 して次 の よ うに語 ってい る。

「家の商売 の関係で、SIU新 潟校の学生 さんや先生方 と話す機会が あるので

す。先生方 とは、片言の英語 と見ぶ り、手ぶ りを交 えて話す ことが貴重な体験

だ と思 います 。だれで もが こ うした機会 を もて る よ うに イベ ン トや 交 歓会 が

もっとあれ ばいい と思い ます」(rま ちだ よ り 一 なか じょう』、1988年8月

号)。
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4.SlU新 潟校 の地域への影響 一 外国大学誘致で何が変わ りつつあるか

「中条町に、 アメ リカの大学がや って きた」 とよ くいわれ るが、そ ういわれ る と、

一瞬、 「アメ リカの大学が学生 を含 めて ワン ・セ ッ トでや って きた」 とい う錯 覚 に

とらわれな くもな い。 しか し、 よく考えれば、分か る ことだが、「アメ リカの教育 シ

ステム として の大学」 がや って きたのであって、教育 を受 け るのは、 日本人学 生で

ある。 そ うい った意味 では、ア メ リカの教育文 化 一 一 い うなれ ば、異 文化(媒

体)と して のSIUが 、中条 町に居住す ることにな った大学 ス タッフの ライ フ ・ス

タイルをつ うじて、 日本人学 生のみな らず 、中条町 の住 民に与えてい く影響は、少

な くないであろ う。

また同時 に、全 国か ら集 まった学生の地域社会 に及ぼす影響 も、無視 しえない も

のがあ ろ う。

そ こで、SIU新 潟校が開校 して一年た と うと してい るい ま、SIUが 地域社会

に与えてい る影響が あるとすれ ば、それは どんな ものか、見 てみたい。 もちろん、

影響、変化、効果 とい うものを論 じるには、時期早 尚な のか も しれない。 しか し、

地域社会に一つ の新 しい学校 が成立 してい くなか で(SIUが 定着 してい くなか

で)、 それをめ ぐる地域の人 々の意識 とか、行動 の変 化(と 思われ るもの)の 過程 に

ついて、それ がた とえ変化 の きざ しであっても、述べ てい くことは、重要である と

考える。

4-1先 生 が変わ る 一 中学校 長の話

SIU新 潟校 が開校 して、先ず変 わ った ことといえば、商店か ら、「買 い物に来た

外国人の言 ってい る言葉がわか らな い、 ど うもまけ うと言 ってい るよ うなんだが」

といって、英語 の先生 に、 よく通訳 を してほ しい といって くる ことだ。町の医院 な

どの先生か らも、「詳 しく症状 がわか らな い」とい って、助 けを乞われ るときがあ る

ようだ。問題 といえば、それ くらいの ものだ。

それ よ り問題 なのは、中条 町 とい う地域社会 で トラブルを引 き起 こしてい る一部

の心ないSIUの 学 生ではな いか。例 えば、豪華 なマ ンシ ョンに住い、高級車 に乗

り、本分を忘れて、夜中 まで遊 びまわ ってい る学 生がい る。そ うい う学生に限 って、

ゴミを出す 日を守 らなか った り、夜 中に騒音を まき散 ら して、近所の住民に迷惑 を
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かけてい る。小 さな町だけに、それが特に 目立ち、生徒に与え る影 響は少な くない。

大学の外人スタ ッフが町に住む ようにな って、生徒たちに どんな影 響を及 ぼ して

いるか といえば、SIU開 校 以前か らこの中学校 の生徒 たちには、 アメ リカ人高校

生たち との交流経験 があ る。 実は、熊倉町長の長男が、 アメ リカでハイ ・ス クール

の先生を してお り、そ この学 校の生徒たちが、毎年夏休みにな ると、町内の家庭で

ホーム ・ステ イを してい る。 滞在中に、小学校 とか中学 校で生徒 たち と勉強 した り、

遊んだ りして きたい きさつがあ る。そんなわけで、わ りあい、外国人は珍 しくない

はずだが、ある とき、SIUの 先生か らこんな ことを言われた。

比較的若い男 と女の先生が、手を組んで歩いていた ところ、中学校 の校舎 の窓か

らその先生たちを、先生たちが回 り角で見えな くな った ところで、はや し立 てた と

い う。言いたい ことがあれば、堂 々と正面か ら言 うべ きだ。 日本人は礼儀 正 しい と

思 って きたが、それ どころ じゃな い。一体、学校 では、 どんな教育を しているのか。

SIUの 先生 いわ く、 日本 の学 校 とい うのは、服装 とか髪型 とか形 、形式 に こだ

わ る。 しか し、遅 刻 とか、授 業中に他の人に迷 惑をかけ るとか、そ うい うことには 、

案外、無頓着だ。 それ は家庭 の しつけ の問題ではないか。 ど うして親 を呼びつけて 、

徹底的に、注意 しないのか。

SIU新 潟校 の別 の先生が毎週一回英語を教 えに も来 るが 、彼 も同様 の感 想 を

もっている とい う。

この よ うに、外 国人 教師の校 長先生に対す る率直な指 摘は、Y校 長 先生を少 なか

らず、感動 させ た。指摘 の内容が、国の文化 とか教育制度 の違 いにあるにせ よ、そ

うい う指摘 の姿勢、正 しい と思えば何で もズバ リ言 う姿勢 それ 自体 が、 アメ リカン

・ウエイなのか と。

ところで、中条町に は、SIU新 潟校 の外 国人 スタ ッフの子弟 が、保育園 に4人 、

小学校に2年 生が1人 通学す る よ うにな った。そ の小学2年 生 が、上級生 としょっ

ちゅ う喧嘩をす るそ うだ。担任 の先 生が、それ を見かね て、外 国人 の親 に注意を し

たそ うだ。す る と、 「なぜ、悪 いのか」 と反論 され た とい う。 自己主張 のため に止む

得 ない喧嘩であれば、抑え るのはおか しいのでは ないか。けが を しない程度 の喧嘩

であれば、多いにや るべ きだ と、 ま くしたてられ た とい う。

4-2若 者達 が変わ る 一 システ ム21と そ の仲 間た ちの話
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「システム21」 とは、中条青年 会議所 の メンバーが 中心 となって、地域 の総合

的な プラ ンニ ングを考え る草の根 シンクタ ンクである。現在 、35～45才 の青年で

構成。7、8名 の実 働部隊 と、50名 近 くの町内外 の登録社員 がいる。米国大学誘

致時 の誘致委員会委 員であ り、その代表世話役 のS氏 は、誘致時 のい きさつか ら

システム21の 設立 、そ してそれが軌道に乗 るまでの経過 を、次 の ように語 って く

れた。

ボス トン大学 の話 が持ち上が った とき、S氏 は中条青年会議所 の理事長 であっ

た。S氏 は、先ず 、ボス トンへは仲間 と、そ して、契 約調 印時には、町 の誘致委

員 として カーボ ンデイルに飛 んでい る。「一体 、どの ような町 にある、どんな大学

なんだ。本 当に来 る気が あるのか」。

南 イ リノイ大学本 校は、 カーボンデイル とい う田舎 の町にあ った。S氏 たちは 、

その町 をみて、「中条町 で も、出来 るか もしれ ない」と思 った とい う。学校 は、都

会 である必要 はない とい うこ とはわか っていたが、中東 部の ど真 ん中に位置 し、

セ ン トルイスか ら車 で、高速道を2、3時 間飛 ば してた ど り着 く町 一 カーボ

ンデイル市 に、SIU本 校 が あるとい うことは、「本 当に勇気 づ け られ た」 とい

う。

現地 では、妙 に度胸 が座 り、S工Uの 学長 と対等の姿勢 で、 カタ コ トの英語を

使 って、質問 した り、議論 して しま った とい う。それ は、結果 として、素朴な議

論にな って しま った。例 えば、中条町では、理髪代が い くらか とか、 中条町では、

自分た ちが暮 らす ことはで きるのか。そ ういった会話 であ った。 しか し、それは

それ な りに、無駄 ではなか った し、特に若者たちの熱意 が相手 に伝 わ ったこ とは

言 うまで もない。

も う一つS氏 たち誘 致関係者に とって、気に掛か っていた問題 があ った。彼 ら

は質問 した。「本 当に、一年 で、英語がわか るよ うになる システ ムが、SIUに は

あるのか」。大学 の首脳 部は答 えた。 「我 々には、移民 に英語 を半年 間で、話す よ

うに させ るプ ログラム ・システムがあ る。 まして、 日本 人は6、7年 もか けて英

語を勉強 しているのではないか。SIU本 校 でな ら半年 だが、 日本 でや るので、

一年間をかけ るのだ」 と。

同行 した町議会議長 さんは、当初、推進派 ではなか った。 いや 、慎重派 とい う
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べ きか。 しか し、彼 らも、現地 に行 って、通訳を介す るに して も、 じか に、大学

関係者 と話す ことで、やがて、推進派 に変わ ってい った とい う。

さて、SIUが 中条町への進 出を決定 し、町がSIUを 受け入れ る本格的な準

備に はい った頃、青年会議所 とか システム21と かの間で、rSIUが 来 るこ とに

関 し、町民は どの よ うな形で受 け入れ てい くべ きか、それ を問か けている段階 で

はないのではないか」 とい う議論 が行 われた とい う。

そ の頃は、すで に、中央 のマス ・コ ミは、外か ら中条町 を 「地方 の国際化 の実

験地 区」 として位 置づけ る とい う傾 向にあった。S氏 らを中心 とす る システム21

は、 その ような流れ を利用 して、 「英語 を よくわか らない人 が 日常話 せ る英 会話

教室」の企 画を打 ち出 して、役場 に提 案 してみた。す ると、「ま った く、相手 に さ

れ なかった」 とい う。

ところが、嘲笑 された 、その英会話教室企画 が、 システ ム21独 自で、実際に参

加者 を募 ってみ ると、200人 近 くの応募者 が集 まって しまった。講 師には、陶芸家

の坂 爪 さん の所 に いる外 国人に依頼 した。その動 きをマス ・コ ミが注 目した。 地

元のBSN(新 潟放送)も 、テ レビ報道 した。地元 の銀行 、 タクシー会社、大手

スーパ ーな どの会社 も、従 業員を一斉に、英会話を研修 させた。

次に考えたのは、SIU新 潟校 との提携であ る。SIU本 校には、大学生協が

あって、直接、そ こと提携で きな いか と考 えたのであ る。

最初、その接点 と して、接触 を試 みた のは当時、SIUの 国際部副部長 で、現

在、新潟校 の校長 であ るJ・ ドー ンさんであった。

最初の頃は、役場 は、あ ま り協力的 ではなか った。連絡用 フ ァックス も、役場

を通 じて送 る ように言われ、 フ ァックス番号 も教えて もらえなか った とい う。

ところが、先方 のSIUか らは 良い返事が送 って きた。 「これ は うま くい くか

も しれない」、S氏 はそ う思 った とい う。そ して、話が スムーズ に進 み 、SIU

グ ッズ(大 学名入 り学 用品)が 販売 できるよ うにな った。そ の商 品の仕入れ も、

貿易に明 るいメ ンバ ーの協力で、個人輸入で出来 るよ うに なった。新 潟校 の学生

たちに も好 評で、SIU新 潟校へ のアイデンテ ィテ ィ(愛 校心)を 高め る結果 と

な ってい るとい う。

当初、周 りでは、 「こん な ことをや る場所がな い、採算が 合わ ない」 とい った、
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否定 的な考 えのほ うが強か った。 しか し、S氏 は言 った。 「我 々がや りたいのは、

学生 と、外国人ス タ ッフとの コ ミュニテ ィづ く りあるいはその場の提供 にあるの

だ。 これ も、SIUを 受け 入れ る側 の、一 つの協力 のあ り方 ではないか」 と。

やがて、SIU新 潟分校 の購 買部が軌道に乗 ると、外 国人 スタ ッフか らも、 日

常の生活に関す る相談 を して くれ る ようにな った。例 えば、 日本で買 う、 ステー

キ肉は高す ぎる とい うので、 シス テム21の あるメンバ ーが東京 のホテル経 由で、

廉価 に牛 肉を仕入れ た こともあ る。その際、仲間 うちで、 コックだ った人が、腕

をふ る った とい う。

こんなエ ピソー ドもあ る。先発隊 として活躍 も し、地元 との係わ りも深か った

SIU新 潟校 の英語 集中講座担 当チーフ ・デ レクターのシーラ女史が、63年 末、

帰国す ることにな った。皆 で、送別 会を開いてあげ ようとい うことにな った。

その とき、仲 間の うちの コ ックさんが、"Good-bye,Sheila"と 書いたケー

キを作 ってあげた。 そのシー ラさんは、たいへ ん感激 して、 「これ を ア メ リカに

もって帰 りた い」 とい った とい う。

この ように して、SIU新 潟校 の外国人 スタ ッフと中条町 の、 システム21を 中

心 とす る若者 たちの間には、心の触れ合いが生まれ始 めているので ある。

4-3従 業員 が変わ る 一 進出工場の庶務課長 さんの話

K化 学会社 の中条 工場 では、熊倉町長の国際化社会 への対応姿勢 に賛 同 し、 こ

れ までに、国際化のための二つ の大 きな活動に協力を して きた。そ の一つ は、熊

倉町長が委員を努めて いる 日中友好協会 を通 じた、 日本へ の留学 生受け入れに対

す る協力で ある。 も う一つ は、故郷 の中条 に窯 を開いた陶芸家の坂爪勝幸 さん と

一緒 に創作活動 を続 け るア メ リカ人 のお弟子 さんへの宿 舎の提供で ある。

ところが、今 回、SIU新 潟校 の外国人 の先生 と学生たちの宿舎 がな く、 困っ

てい るとい うことを熊倉町長か ら聞 き、早速、宿舎提供 の協力を申 し出た とい う。

今 回は、1棟24室 を2棟 で ある。従 って、今 回、SIUが 進 出 して きた か ら と

い って、 こ うい うこ とを してい るわ けではな く、 これ までの国際化活動への協力

の一環で行 って いる ことである とい う。

これ までに、夏 には、従業 員の参 加す る納涼祭 であ るとか、地引 き網大会、秋

に は、運動会 な どに、外 国人の先生方を招いて交流を深めて きた。 この工場 では、
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SIU誘 致以前 か ら定期 的に、英会話教室 が行われて きたが、SIU新 潟校 の開

校以後 は提供 している社宅 に住んでい る外 国人 の先生に、講師をお願 い している

とい う。今回 の場合 は、以前の場合 と雰囲気が少 し違 うとい う。何百万円 もかけ

て、外国人を呼 んで きて、教室を開いたが、つ きあいで、 いやいや なが ら参加す

る空気が強か った。

しか し、今 回の場 合は、参 加者のイ スが 間に合わぬほ ど盛況で、 しか も、教え

る先生た ちのほ うも、いかに 日本を知 り、それ を 自分の もの とす るかで、一生懸

命にな って いる とい う。 それだけに、授業を受け るほ うで も、気軽 に、普段着の

ままで、楽 しく、英会話 を学 んでい る。そ こでは、中条 の人 々が、主役 になって

いる。互 いに、相手 の ことや その生活の ことを知 ろ うと してい るから、みぞが感

じられな い。暖か い雰 囲気 のなかで、英 語はあ ま りわか らない、表現方法 も稚拙

だけれ ども、互 いの人間性 を もろに出 して、互いの文化 とかい ったものが なん と

な くわか りあえ る、そ うい う状況 をつ くりだ してい る。

ところが、今年の5月 に入 る と、つつ じが丘に正式のキ ャンパ スや校舎、そ し

て、宿 舎がで き、そ こがいわゆ るア メ リカ村 とな って、外国人の先生、学生たち

が、 「孤立 させ られ る」 とい うことに関 しては、地域の人 々、従業 員社 宅 の人 々

や、外 国人の先生た ちが残念が っている向 きがあ るとい う。

これ まで、一 年かけて、 よ うや く、地域 、特 に、社 宅の人々 と外国人の先生や

その家族 との、生活 を通 じての結 びつ きをつ く りあげ て きたか らだ。それが皮肉

にも、今年 の新 キ ャンパス、そ して教職員住宅 の完成 と同時 に、せ っか くつ くり

あげて きた結びつ きが、失われ るのではな いか とい うのだ。

例えば、社宅 の周 りでは 、奥 さん同士な どが 「ハ ロー、今 日は、あのス ーパー

のキ ャベ ツが安い よ」 とか、 「あの商店 に行けば、そ うい うものが買 え る よ」 と

い った実 生活を通 じた人間 同士 の結 びつ きであ る。

新 しい教職員 住宅が出来 ることは、それ はそれで大 いに結構 な ことだ ろ う。 し

か し、「生 の生活交 流」 が 出来な くな るな どとい って寂 しが る人 々が い るの も事

実で ある。だか ら、「出来 るものな ら、 このま ま、先生た ちが、この町内に、住ん

でい て くれれ ばなあ」 と希望 してい る人 も少 な くない といわれ る。逆に いえば、

それだけ、外国人 が地元 に定着 しは じめ ている とい うことであろ うか。
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ところで、 このMさ ん は、次の よ うな ことを話 して くれ た。 自分 は、中条で生

まれ、 この町で育 った。勤続25年 、 このかた ほ とん ど外国 に出た ことは、殆 どな

い。 けれ ども、親戚や 同窓 生が、海外、例 えば、 アメ リカ本土、 ハ ワイ、 カナ ダ、

ブラジル にた くさん出てい るとい う。いわいる海外移民 である。 そ うい う意味で、

外 国か らきた人 間については、違和感 とい うものはな く、む しろ、親戚 のいる国

か ら来た外 国人 に対 しては、特に、親 しみ さえ感 じる とい う。

先 日も、ア メ リカにい る親戚 の3世 が、 ヨ一 回 ヅパに行 く途 中、 日本に立 ち寄

り、 「今、新潟 にい る」 とい うので、会 いに行 った とい う。 「言葉は、満足 に通 じ

ないに して も、気持、心は通 じている」 とい う。

4-4家 庭 が変 わ る 一 あ る主婦 の話

中条町の熊倉町長 さん の息子 、熊倉俊樹 さんは アメ リカでハイ ・スクールの先

生を してい る。その息子 さんが進 めているホームステ イが以前か ら行われていて、

去年 も、東京に2人 、埼玉 に2人 、そ して中条 に2人 と、各地域 の各家庭で ホー

ムステイを した。

そ の中条で のホー ムステイ先 とな ったのが、 且さん宅 であ った。 ち ょうど、同

世代 の子供(高 校生)も いて、部屋数 もある とい うこ とで、 ホー ムステイを依頼

され たのがきっかけ で る。

引受 けを承諾 してみた ものの、食べ物 か らは じまって、生活様式 の事 な ど気に

な り出 した。家族 の協力な しでは無理だ と思い、皆 に相談 した ところ、 この よう

な経 験はめ ったにで きない か ら、多少、無理 してで もやろ うとい うことにな った。

熊倉 さんのほ うか らも 「日本 の事 を勉強 しに くるのだか ら、 日本 のその ままを

見せ て くれ」 といわれた。

ベ ッ トは、二人分 も余計 にないか ら、ふ とんで寝て も らうことに し、掛けふ と

んは特別 あつ らえた。 トイ レは、男の子で もあったので、いまの水洗 の和式 のま

まで よい といわれ た。生活 様式 の点での不安 はな くなったが、外国人が くるまで

悩 んだ り、不安だ ったのは、言葉の問題であ った。

「"案 ず る より生むがやす し"っ て諺 があるで しょ。学 校を卒業 して以来、英語

な どあま り使 う機 会がな く、学校で覚 えた通 りのいわゆ る教科書英語で しか、言

葉が通 じない と思 っていた んです」。だか ら今回は、見ぶ り、手ぶ りで、話そ うと
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あ きらめかけて いた。

ところが、 「片言 の英語 で も、通 じるんです よね」 と、 目を輝 かせ て語 る且 さ

ん。精一杯、 自分 の言いたい ことを心を もって語 りかけれ ば、なん とか通 じるも

のだ。言葉 の違 い こそあれ、'心の こもった会話 の大切 さを、 この時ほ ど強 く感 じ

たのは、 これ までになか ったそ うだ。

アメ リカ人の生徒たちが滞在 してい る間、近 くの有名なお寺に行 った り、SI

U新 潟校 、小 ・中学校、高校 の何れ の学校で も、授業参観や英語の授業に飛び入

り参加 させた もらった。BSN(新 潟放送)の テ レビに も出演 した。 アメ リカ人

生徒の うち一人は、 トラ ンペ ッ トが吹け たので 、高校 のブ ラスバ ン ド部で吹 いて

みせた ら、たいへ ん皆 が よろ こんだ とい う。 も う一人 の子 は、中学校 で、 バ レー

ボールの試合に参加 させ て もらって、非常 に感激 していた とい う。

音楽 とか スポー ツも、英 語以上に、世 界に通 用す る、重 要な コ ミュニケ ーシ ョ

ンの手段 である ことを感 じたそ うだ。そ して、い まだに、その子供 たちか らは、

便 りや ク リスマス カー ドが届 き、互 いに文通 してい るとい う。

「アメ リカ人の あの子た ちが来た おかげで、も ともと英語 が好 きだ った私 の子供

たちが、大学で外国語 を学 びたい といっている。それ に、私 自身 も、古 い辞書 を

引 っ張 り出 して、英 単語 を引 くようにな った。何か につけては、辞書 を引 くよう

にな った。彼 ら と接 しなか った ら、"も う、 この歳 にな って、いま さらいいわ"

と思 っていた はず だ」 とい う。

ア メリカ人 のホー ムステイで元気づいてい るところへ、今度のSIU新 潟校の

開校 があった。 この町に も、40人 近 くの外国人が住 む よ うにな った。

SIUの 外国人 ス タ ッフを ま じえた盆踊 り、納涼祭 が昨年の夏に開催 された。

Hさ んの住む地 区で もこの納涼祭への参 加がはか られたが、そ こか らの参加者 は

少なかった。積極 的に参 加す る且 さんに、 「で しゃば り」 と陰 口をた た く人 もい

た。「で も、私、主 人 と結婚 して関東か ら嫁 いで きた。もともとヨソ者 。この町 に

来たばか りは、それな りに苦 労 は あ った が、 い まで は デ ー ン と構 えて い る の。

"で し
ゃば り"と いわれ た って、か まわ ない。 そ う居直 っていないか ぎ り、何 も

で きない」、そ う思 うよ うにな ったそ うだ。

且 さんの家庭 では、も う一つ の大 きな変化 があ ったそ うだ。それは、「うち のな
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かで英語が一番 ダ メなはず の人」(且 さんの発言)で あるご主人が、 「これか ら、

うちで も、夕飯時 には、英 会話だけ の会話に しよう」 と行 った ことだ。

それには少 々、理 由があ りそ うだ。 自営業の ご主人が所属 して いる中条 ロータ

リークラブに、SIU新 潟校 のJ・ ドーン校長が今年2月 に入会 したそ うだ。毎

週水曜 日の例会 に、会員が持 ち回 りで、大学 と例 会場 との間 を送 迎 す るこ とに

な った。そのため、否応な しに 、多少 な りとも英会話 が必要 とな った とい うわけ

で ある。

ドーン校長の方 も、そ のかわ りに、各例会 日ごとに、 ワンポ ン ト ・レクチ ュア

を してあげてい るとい う。

この ように、SIU新 潟校 の開校 は、地域 の身近 な人々を巻 き込 んだかたちの

国際化 一 パ ー ソナル リンケー ジ(国 を越 えた身近 な人 々のむ すびつ き)通 じ

て、 中条町 の人 々の活性化 の きっかけにな りつつあ ることは、確 かな よ うであ る。

5.結 び に代 えて 一 調査 を終 えて考 えたこと 一

昭和63年 の夏 と、平成元年 の春 の2回 にわけ て中条 町での現地調査 を行 ったが、

調査 を終 えて考 えた こ と、感 じた ことについて、若干述べ てみたい。

5-・1中 条町に おけ る明治18年 以来の海外移民の歴史

中条町 には、 明治18年 以来、ハ ワイを筆頭 に、 ブラジル、 カナ ダ方 面への海外

移民 をす る人 々が少 な くなか った。新潟県内で も、中条 町は海外 移民の多い とこ

ろだそ うだ。 それ だけ、貧 しい農村地帯であ った ことを物 語 るのだ ろ う。 しか し、

他方で、その ことが、現在 の進行 しつつ ある国際化 の動 きと、無関係 ではない よ

うに思え る。

例 えば、調査を進 めてい くにつれ て、 「私のおば さんは、 ハ ワイにい る」 とか、

「私 のお じさんは、 ブラジルにい る」 とか、そ うい う話 をい くたびか聞か された。

この ような話 を聞 くにつ けて、海外に 自分の身 内がいた り、親戚 を持 ってい る

ことは、言換 えれ ば、国際 的なパ ーソナル リンケージを もっいてい ることで あろ

う。 その ことは、意識す る、 しないにかかわ らず、外国人 とか、外国その ものに

対 し、身近 な もの として、受け とめていた り、 あるいは、その よ うに受け止あ る

だけの寛容 な土壌 とい うものが、人 々の心のなかに、意識のなかに、存在 してい
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る可能性は充分 にあるのではないか と考 えるのである。

そ の ような人 々の寛容 な土壌 が、中条町 を 「国際交流のベ ース キ ャンプ」(拠

点)づ く りに至 らしめた と、そ う考 えるのは早計であ ろ うか。

もちろん、軽率 な推論 は差 し控えなけれ ばな らない。 しか し、 この ような こと

に関 しては、充分 に歴史 的な検 証をす るだけの意義が ある ように思 える。

5-2パ ー ソナル リンケー ジにおけ る心のふれ あいの大切 さ

現在、 中条青年 会議所 の理事長を してい るSさ んか らのまた聞 きだが、区長を

している農家 のあ るお じさんが こんな話を して くれたそ うであ る。

このお じさんが、つつ じが丘の工事現場の と ころで車 を運 転 していたら、側溝

に脱輪 して しま った とい う。車を動かせないで 、困 っていた ら、 日本人 は見 てみ

ぬふ りを して通 りす ぎって しまった。

ところが、 しば ら くして、SIUの 外国人 の先生 ら しき人が車を止めて、降 り

てきた。そのお じさんは、 自分 は英語が しゃべ れ な い ので 、 ど うした ら よいか

困った とい う。

す る と、「私が車を押すか ら、あなたは運 転 して、引 き上げ ろ」 といわんばか り

に、そ の ことを見ぶ り、手 ぶ りで示 したそ うだ。言われ るままに、そ のお じさん

は、エ ンジ ンをふか す と、その側溝か ら抜 け出 ることが で きた。'

そのお じさんは、その外 国人の先生に、 ど うや って お礼 を言 って よいか、わか

らなか ったが、帽子 を とって、お辞儀 を してお礼を言 った。 そ うした ら、 お じさ

んのや ったこ とが 「通 じた」 とい う。

「日本人同士で助け あ うのは当然だ と思 うが、言葉 も通 じな い、ましてや、見ず

知 らず の外国人 に助 けて もら うなんて事 は、なんて素晴 らしい ことだ」 と、そ の

お じさんは、 目を輝 か して、話 していたそ うだ。

この例 に見 られ る よ うに、言葉 は、人 と人 との コ ミュニケー シ ョン(交 流)に

とって、必要 な条件 ではあ るが、それだけでは充分で はない よ うに思える。 人 と

人 との交流 とか 、結 びつ き(パ ーソナル リンケージ)に とって、なに よ りも大切

な ことは、互 いの心 が触れ 合 う、通いあ うことではなかろ うか。 これは、今後 の

パー ソナル リンケー ジを考 え る うえで、重要な視点 にな るだろ うし、 また、 この

人 と人 との心 の世界 に、国境がない ことは、言 うまで もないであ ろ う。
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今 日もまた、中条 町では、 どこかで、知 らず知 らず の うちに、町民 と外 国人 と

の こころの交流 が生まれてい るのか もしれ ない。
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南 イ リ ノ イ 大 学 新 潟 校(開 学 時)の 概 要

学 校 名 サザ ン ・イ リノイ ・ユニバーシテn(SIU)新 潟校
開学場所 新潟県中条町

馨学時灘 和賢12曝 轟 取得(。.,力 本校搬 による、ア・・力流教育)
② 集中英語課程による語学力の強化(英 語での講義)
③ 個性を活かす教育(小 人数制)
④ リスクの少ない留学体験(日 本における予備体験)
⑤ 奨学金制度(給 費制度)

カリキュラム:
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会
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:鑛 曝 鞠 ≒攻璃 響 芒鶯 キ。ラ・(1989年設置担
(第1学 期)地 球 科 学(選 択 科 目)、 音 楽 鑑 賞 、 英 作文1、 レシ ャ一

難 鵜 妻鱗憎 献 酬 蟹論議嶽 蟻;醐 論
対 人 コ ミュニ ケ ー シ ョン、 有 理 数 学

(第4学 期)気 象学 、会 計 学ll(財 務 管 理)、 経 済 ビ ジネ ス統 計 、
ミク ロ経 済概 論 、微 積 分学

(渡 米)『 ・SIU本 校で履習。会計学、経理学、財政学、ビジネス経済学
マーケティング学などを専攻。 ◎

・その他の専攻分野、SIU以 外のMASUA加 盟校への進級も可能。

150名募集人数:
選考方法:§麟 霧6内職 罷 鞠 糟 とは63年,肺 葉見込の者

8縫 繋 轡 離 鋤 羅 を修了した者、又は63年・月までに
修了見込の者。

学 費:年 間合計120万 円(授 業料、施設充実費な ど)3月18日
募集締切:第 一次2月17日 、 第二次問合

せ先:SIU新 潟校準備室
:中条町役場内☆新潟事務所

☆東京事務所

〒959-26新 潟 県 北 蒲 原 郡 中条 町 新 和 町2-10

儘(0254)43-6111(代 表)

日米 貿 易 拡 大促 進 委 員会 内

〒107東 京 都港 区赤 坂2-4-5国 際 赤 坂 ビル1F

イ ン ター ナ シ ョナ ル ロ ビー 内

合(03)505-5583(直 通)

㈱ ○ 君 編1捻 学;;忌 麗 葺き!ま迷 数22
,672人の総合州立大学であ・.

1869年 設 立 。MASUAの メ ンバ ー校 の 一 つ 。

◎ 粟会皐躍 躍 す。州立大学の齢 協会で加盟校眠 ・ンバ一校間の単位の互換性

※を議 識量㌶難 竃墓欝欝竃 艦 撒 ら東
京 に進 学 す る よ り場 合 に よ って は 、安 くな ります 。
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設立趣意書

二十一世紀における時代を展望するとき、開かれた国際交流を通 じての高等教育に

よる青少年の育成と人材の確保等を図ることが如何に急務であるかを痛感す るところ

であ ります。

国の四全総を受けた新潟県では 「日本海時代を担 う中核県にふ さわ しい県政の発展

を期す」ため、国際交流促進を軸 とした重点施策を表明し、中条町でも、機を同 じく

して 「創造性豊かな国際文化都市をあざした町づ くりの基本構想」を策定 したところ

であります。

二十一世紀は地方の時代 と言われ、それに対応すべ く教育の国際交流を通 じた青少

年育成を再重点に米国、州立南イ リノイ大学の分校開学にむけて鋭意努力 していると

ころであ ります。

よつて特色ある高等教育機関を通 じて個性が生かされ、創造性豊かな人づくりの発

展の場 として、国際交流の機軸を目指 した学校法人 「太平洋」の設立をす るものであ

ります。
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学校法人 「太平洋」設立関係図
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(そ の 他)

国 際 的 ネ ッ トワ ー カ ー 、 マ イ ケ ル ・フ ィ リプ ス 氏 の 事 例

1.マ イケルさん との 出会 い

私たちの場合、小人数 で シンクタンク的活動を してい る関係か ら、仕事上多 くの

人 とのつなが りや協 力を 日常 的に受けた り、持 った りしてい る。

それ と大企業 の仕事の仕方 と違 って、私た ちの場合には沢 山の資料や 情報そ して

人材 を持 って行 って いるわけ ではない。短時 間で、 しか も低 コス トで如何に効率の

良いア ウ トプ ッ トを出すか に 自分達 の存 在性 を賭 けている。

そ うした ことか ら、人 との関係や事 との関係に大変 に気 を配 ってい る。 しか し、

この場 合に も単 に広 が りや付 き合い と してで あれば、表面 的な もの に終わ って しま

う。

私たちの場合 には、常 にお互い の関係 に新 しい可能性を見つけ よ うとす るため、

極力表面的な関係 で終 わ らせな い ように努力 を して いる。そ のた め、 自分たちの主

体性を しっか り持 ち、責任の ある行動 を常 に相手 にとって行 く事 を最 も大切な事 と

している。 と言 って、好 きで も無 い事 や人 と無理や り合わ せ るよ うに努力せ よとは

言 っていな い。

こんな考 えの中 で、 さまざ まな人達 とのつなが りが重 な って行 く。 マイケル さん

については大変 に不思議 な出会い の経緯 がある。最初に マイ ケル氏 につ いて紹 介 さ

れたのは 「佐賀町 エキ ジビ ッ トスペース」 を主宰す るアーデ ィレクターの小池一子

さんで、彼 女がア メ リカで活躍中 に、 ご主人 のケ ン ・フラ ンケル氏 か ら紹介 された

人で した。彼女か らは電話で経緯 と簡単 な経歴 を紹介 され、後 日、正確な資料 と手

紙をいただいた。

手紙にはマイ ケル さんの略歴 と彼 が大変 な親 日家 で、息子 さん達 が 日本 に来 て舞

踊や書道そ して生け花に至 るまで勉強 してい ること等 が書かれてあ った。最後 に彼

の活動(仕 事)を 紹介す るにあた って 「自分 として もど う紹介、説 明 していいか判

りませ んが、 どうも竹川 さんがな さってい るよ うな活 動だ と思 います。是 非彼 の活

動が 日本 で も出来 るよ うにチ ャンスが あ りま した ら宜 し く!」 と、 い うことで あっ

た。後 日わ か った ことであ るが 「私 の ような仕事」 と して紹 介 され た ものの、 マイ

ケル ・フィ リヅプ氏の活動は比較 され るの も恥ずか しい程素 晴 らしい もので した。
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他方 、 も うひ と りの友人か ら全 く別 のル ー トを経 て彼 を紹介 された。 その友 人は

五百木 邑子 さん とい って15年 来の付 き合を してい る人で、 これ また国際 的な翻 訳 と

通訳を して、活躍 して いる友人か らで した。

彼女 は早 くか らエ コロジカルな物 の見方、考 え方に興味を持 ち、海外でそ うした

活動を している人 を 日本 に紹介 した り日本 の人 を彼 等に 引 き合 わせ る機 会 を数 々

作 って いま した。そ んな事情 か ら、海外 で彼女 を紹介す るエ コロジス ト仲間が増 え、

ある 日突然彼女 を訪 ねて くるエ コロジス トも珍 し くあ りません で した。 「日本 に

行 った ら五百木 さんに会いな さい。」 と仲 間か ら教 え られ、彼女の電 話 とFAXの

ナ ンバーを頼 りに 日本にや って くる。五百木 さんは年 に6回 はアメ リカに仕事 に出

かけ る。その都度 、わずかな時間をぬ って古い友人や、新 しい仲間、そ して彼 等の

コ ミューンを訪ねてい る。彼女は ライ フ ワークと して、いつ も素敵な人 との出会い

を楽 しんでい る。 マイ ケル さんともそ うした動 きの中で 出会 ってい る。

彼女に よれば、 マイケル さんの素晴 らしさは次 の ようにな る。

*10歳 以上 も年 が上 なのに 、そ うした差 を感 じさせな い。

*徹 底 したパ ー トナーシ ップを持 ってお り、分 け隔てが まった くない。

*ど んなテーマでも聞いて くれ て、必ず 出来 る限 りの ことを して くれ る。

*大 変 な実績 の持 ち主 なんだけれ ど、権威主義 でない。

*あ らゆ ることにつ いて、その道 のエキスパー トを友人に持 っている。

*白 の胴 つな ぎ服 をいつ も愛用 し、着飾 らない性格 である。

*シ ンプル ライ フを 旨とし、消費型生活を遠ざけ るように してい る。

こ うした マイ ケル氏 につい ての特徴は、別 の意 味 では これか らの新 しいネ ッ ト

ワーカーと して の性格 といえる。 とにか くマイケル さん のような人は アメ リカ人 の

中にも、 日本人 の中に も少 ない人 といえる。肩書 きや形式そ して格式 を超 えて、人

と付 き合 え る人 である といえ る。

そんな彼 を五 百木女 史は、あ る日突然に電話 で 「竹川 さん大変素晴 らしい人を紹

介す るわ よ!会 わない と一 生悔やむわ よ!」 といわれて紹介 された。

その時、マイ ケル さんは 日本に三度 目ではあ ったけれ ど、一人で私た ちの住む小

さな駅(九 品仏)に 時間 ど うりに現われたのには驚か された。

マイ ケル さんが私たちに興味を持 ったのは 、私 た ちが始 めた 高校 生 の サ ー クル
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「高校 生情報 発信 クラブ部」(J且CC)に あ った。このサ ークルがパ ソコンネ ット

でな く、受信専用の メ ッセ ージ録音機能電話(留 守番電話)と インフ ォメーシ ョン

専用の メ ッセージ発信機能 電話(サ ー ビス電 話)を 使 ってパ ソコ ン通 信 の様 な コ

ミュニケーシ ョンを行 ってい ることにあった。

会社に おいて、大いに コ ミュニケーシ ョン問題 で共鳴 しあった。話が進む中で、

改めて彼女か らマイケル ・フ ィ リップス氏 の紹介 を受け ると 「もしや」 とい う気持

ちにな り、小池 さんか らの紹介文 を取 り出す こととなった。 お互 いに驚 くだけでな

く共通 の友人で あった事に不思議 な ものを感 じた。

2.マ イケル ・フ ィ リップスーサー ビス業 における社内企業家 一

マイケル氏 の活動 を世界的 なベス トセ ラーとな った 「イ ン トラブル ナー(社 内企

業家)」 か ら要約 してご照会 してお こ う。

1966年 にバ ンク ・オブ ・ア メ リカの彼 が参画 して作 ったマー ケ ット ・リサーチ部

を辞 めたあ と、 マイケルは、 当時州7位 だ った カ リフォルニア銀行 に入 り、そ この

マ ーケ ット ・リサ ーチの課長 として4年 間勤めた。

マ ーケ ッ ト・リサ ーチ課長 として顧客の ニーズを見つけ出 し、それを報告 し、誰

もがその ニーズを満たす新 しいサ ービスを 開発 して くれ るのを待つ、 とい うだけで

は、彼は満足 しなか った。真の社 内企業家 であるマイケルは、・新 しいサ ー ビスを考

え出 してそれを実現 させ る、 とい う全体 の過程に、終始一貫 して責任を もった。

一般消費者向け譲渡性預 金は、マ イケル の社 内企業活動の性格を よ く表 してい る。

彼が これを開発 した動機は、高齢者に もっと有利 な貯金手段を提供 した いとい う理

想か らだ った。彼 はかな りの預金を持 って いる高齢者の顧客 のグル ーラ.をい くつか

つ くって、 どんな ものに投資 したいか話 し合 って もらっていた。彼 らのなか で譲渡

性定期預金証書の ことを聞いた ことが あるものは多か ったが、 内容を よく知 ってい

る者はほ とん どいなか った。 有利 な投資 ら しいが 、 自分 たち よ りはむ しろク ロウ ト

向けの預金 らしい、 とい った ところがせ いぜ いだ った。

マーケ ッ ト・リサ ーチ担当 と して、 マイケルは これ らの顧客 がなぜ利息5.25パ ー

セン トのCDで な く、4パ ーセン トの定期預金 にす るのか、 とい う点 をまず つ きと

めなけれ ばならなか った。そ して、高齢者 の グループを調査 した結果 、彼 らが 「証
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書」 とい う言葉 に惑わ されて いるのだ とい うことを発見 した。 とい うの も、普通は、

証書や通帳式 の記 録は、 どこか の銀行 の奥深 くに ある元帳に記入 された預金の預 り

証 なので他人 に譲 り渡す ことはで きない ものだ か らだ。 それ に、CDは1万 ドル

(240万 円)と い う大 きな額面 でのみ発行 され るので、多 くの顧客 が恐れ をな してい

た。そ のなかには1万 ドル よ りは るかに多 くの預金を もっているものも大勢 いたに

もかかわ らず であ る。マイケルの職務 の範 囲は ここまでのはずだ が、彼 はここでや

め られず に リサ ーチをつづけた。そ して、 もっ と小額 のCDを だ しては いけな い と

い う法 的根 拠 もなければ、実 施上の理 由もない とい うことをつ きとめた。発行単位

が高額 にな ってい る理 由は、マイ ケルが忌み きらって いる長年 の商業銀行 の伝統 に

よるものだ った。すなわち、一般消費者を相手 に してもあま り利益 にな らない上、

ちゃん とした銀行 の沽券にかかわ るといった感覚 である。 マイケルは、一般消 費者

向けのCDは 、顧客 に よりよいサ ー ビスを提供す ることにな る うえ、高い利息 を約

束す る ことに よ り、か な りの預金 を集 める ことがで きる と考 えていた。彼のアイデ

アは簡単だ った。小額(500ド ル=12万 円)のCDを 創設 してこれを宣伝 す ること、

である。

最大 の難関 にな りそ うな のは、新証書発行 に ともな ってそれを処理す る新 しい事

務手続 きが必要 にな るが、 これ を銀行 に認 めて もらわ なければな らない、 とい う点

だった。額面 の小 さなCDを 利益 の多 い もの とす るためには、 この手続 きは きわめ

て能率 の よい ものでなけれ ばな らなか った。仕 事がス ムーズにい くような新 しい事

務処理 のシステ ムを開発す る必要 があ った。

だが、 もしこの アイデアを高 くか っていなか った り、忙 しすぎる業務 のス タ ッフ

に事務 処理の システムの設計を任せて しまった ら、何 ヶ月 も待た され るか もしれな

い し、へたをす る と 「その よ うな手続 きは不可能 である」 とい う答が返 って くる恐

れがあ る。そ こで、 マイケル はほ とん どの仕 事 を 自分 でや り、 しか も、す べ て を

「マーケ ッ ト ・テス トのため の臨 時的な手続 き」 と言明するこ とに よって、 スタ ッ

フが彼 のアイデアを抵抗 な く受 け入れ られ るよ うに した。その結果 、 もしテス トが

うま くいって も、手続 きに変 更を加え る権利 を保 留す る約 束 を と りつ け た こと も

あって 、スタ ッフはテス トを実施す ることを簡単に認めたのだ った。

次 にマイケルが したのは、素人に もわか るよ うに証書の解説文 を考 える ことだ っ
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た。マイケル と気 があい、気軽 に話 しあえ る銀行の若い弁護士 に新 しい証書 を見せ

た。それが画期 的な新 商品 とい うよ り、たい した ものではない ような軽 い調 子でも

ちかけ ると、その弁護 士はマイケルの文案を見てす ぐに賛成 した。

彼はその証書 を 自分で印刷 にまわ した。新 しい消費者 向けCDを 、 「マ ー ケ ッ ト

・テス ト」 中に ど う扱 うかを説 明 した各支店 向け のパ ンフ レッ トも書 いた。 マイケ

ルに とっては ど うで もよい ような ご く一部の変更は加え られ たが、 この アイデアに

はだれ もケチをつけ ることはで きなか った。

その結 果、銀行は最初の四半期に、新 しいCDに よって4,000万 ドル(100億 円)

の新規預 金を獲得 したのだ った。

この成果に よって、マ ーケテ ィング部門はた い したお誉あの言葉 をち ょうだい し

た、 とみな さんは想像 され る ことだ ろ う。 と ころが、 ボブ ・バース ンに よれば、彼

は銀行幹部に、消費者 の預金 なんかにかかず らっているのか、 と叱 りつけ られ、そ

れ よ りロ ッキー ドの よ うなお客で も見つけて こい、 と言われたのだ った。それか ら

数 ヶ月後 には、 ロ ヅキー ドが経 営危機に陥 り、一方、個人のお客はCDを 買い続け

ていた。 まことに皮肉な ことであ った。

マ スターカー ドやそのほかの新規事業 で、 マイケルが この よ うな大成功をお さめ

ることがで きたの は、ひ とつには、彼 がす ぐれ た政治的手腕の持ち主だ った ことに

もよる。 これは、 おそ ら く彼 が、 サ ンフ ランシス コの共和党青年部会の会長だ った

ことと、あ る州議会議員の参 謀を した経験 に よる もの と思われ る。運が よか ったの

か、彼のや り方が うまか ったのか、 マイケル は大 きなイノベ ーシ ョンを行 うときに、

ほ とん ど妨害 らしい妨害にあわなか った ようだ。

これほ ど奉仕 して、 しか も政治的手腕が あった に もかかわ らず、マイ ケルは カ リ

フ ォル ニア銀行に とって 目ざわ りな存在だ った。彼が生 き残れたのは、 ボブ ・バ ー

スンの絶え ざる助言 と保護 があ ったため と、 ボブ ・デ ューイの大 きな庇護のおかげ

だ った。

マイ ケルが カ リフ ォル ニア銀行を去 るまえに、 ボブ ・デ ューイは銀行 内部の ゴタ

ゴタに巻 きこまれたいた。ボブ ・バ ース ンは それ を知 って銀 行 を辞 め て、 マ ーケ

ティング部門か らも手を引 き、その銀行 の業務部 に移 って いった。 スポ ンサ ーの指

導 と保護がな くな ったマイ ケルは、3ヶ 月 も しない うちに ク ビにな った。
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現在 は、 クーパーズ ・ア ン ド・ライ ブラン ド社 のバ ン ク ・コンサ ル テ ィ ング ・

サー ビス部 の トップにな ってい るボブ ・バ ースンは、マイ ケルが銀 行業界にいない

ことは業 界に とって不幸 な ことだ、 と言 ってい る。金融 機関はふたたび変革 の必要

性に迫 られて苦 闘 してい るとい うのだ。 「も しマイ ケルが まだ銀行 に 関係 していれ

ば、 もっとあ っとい うよ うな斬新なサ ー ビスが生 まれていたはずですがねえ」

社 内企業家 たちは必 要 とされてい る ときに どこに い って しまって い るのだ ろ う

か?彼 らの重要性 に気 づいた ときには、 とっ くの昔に クビにな っていた、 とい うこ

とが あま りに多す ぎるのだ。 ところで マイケルは、サ ンフランシス コ湾地区小規模

企業800社 以上 の、誠実 で開放的な ビジネスをめ ざす運 動の精神 的指 導者 に な って

い る。 この運動 は大成 功をお さめ、1974年 に ブライ アー ・バ ッチ ・ネ ッ トワー クが

創設 されて以来 、潰れ た会社 はわずか10パ ーセン ト以下 とい う成果を あげてい る。

彼は また、 「金融業 のための7つ の法則」 「誠実な事業」 な どの本を書 き、 これ もよ

く売れてい る。

ついにマイ ケルは、 タイ トル に 「誠実」 とい う言葉を使 い、 しか も商売にな る、

と言 うことを証 明 して見せた のだ。

こ うした新 しい コンサル タン ト活動 は、 さらに次の新 しい局面を作 りだ し、現在 、

ます ますマイケル氏 らしい ビジネ ス コンセプ トと領域を広げつつあ る。

3.マ イケル ・フ ィ リップスの 「ウン ・パー ソン ・ビジネス」

一新 しいア メ リカの活力 を生み 出すパ ワー

彼 の活動はア メ リカに限 らず、 ヨー ロヅパの国 々か ら も要請が ある。そ うした

中で彼は市民大学講座に 「ワン ・パ ーソン ・ビジネス」 とい う講座 を持 ち、各地

で活動 してい る。 この活動 は数多 くの成果 を生み、結果 として多 くのパー トナー

を作 り上げ ることにな って いる。

今回私たちの プ ロジ ェク トの中でマイケル氏 に 「ワン ・パー ソン ・ビジネス」

につ いて講演を依頼 した。 以下 はその主な 内容 である。

(1)話 の概要

① アメ リカに おけ る 「ワン ・パ ーソン ・ビジネ ス」 とい うマ ー ケ ッ トが年 間

400万 ドルか ら1,000万 ドル とい う規模のサイズに育 ってい る。
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② 「ワン ・パ ー ソン ・ビジネ ス」 におけ るル ール と具体 例 を紹 介 し、そ のユ

ニー クな着想 と良好な事業結 果を知 って もら う。

(2)「 ワン ・パー ソン ・ビジネス」を生み出すバ ックグラウン ド

① いわ ゆ る"ウ ェスタン"の 精神が アメ リカ人にはあ り、それ が 「ワン ・パ ー

ソン ・ビジネス」を育む土壌 にな ってい る。なに もか も投げ捨 てて、独立独歩

でや ってい く気質が ある。だ が こうした変化が現れ始めたのは、過去15年 位の

間であ る。

② マーケ ッ トに変化 を もた らした3要 素:1.第3次 産 業の増 大2.消 費物

の多品種少量化3.技 術革新

③"ニ ッチズ"を 作 り出すマーケ ットの変化

多様 な ビジネスの受給形態を"ニ ッチズ"と 呼び、 これは蜂 の巣の形状を意

味す る。第3次 産業 は必然的に 「ワン ・パ ー ソン ・ビジ ネス」 を必 要 とす る

"ニ
ッチズ"を 生み出す。なぜな ら、個 々人に合わせた サービスを必要 とす る

か らである。

例 えば、各種 教室、教育、デザイ ン、 トレーニ ング、食物療法、薬餌療法な

どは個 々人に合わせた ものである。

「ワン ・パ ー ソン ・ビジネス」 の中には、 コンサル タン ト、 グ ラフ ィ ックア ー

テ ィス ト、教師、各種 トレーナー、 出版業者な どがお り、大 きなつなが りの中で

個人の実状に合わせ たサポー ト体制 をと ってい る。

(3)「 ワン ・パ ー ソン ・ビジネス」 の5大 要素

① 雇用人を持たな い=上 司はいない。

② 法的なパ ー トナー関係 を持つ。報酬はな るべ く良 くす る。

③ 誠意を持 って仕事 をす る。常 に仕事 の品質 を保障す る。

④ 値段 の付け方が従来 とは違 う。顧客 を どれだけ多 く持 ってい るかではな く、

ど うい うタイ プの顧客 を確実 に持 って いるか でその価格が決ま る。

⑤ 収入源を少な くとも3種 類 以上持 っている こと。例えば、私はスモール ビジ

ネスについて本を書 き、講演 を し、教室 で教 え、 また コンサルテ ィングを して

い るとい うよ うに。

(4)結 果 と して 「ワン ・パー ソン ・ビジネス」 には次 の ような面 白さが ある。
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・新 しい プロジ ェク トに対 して、 よ り創造的な取 り組み方 がで きるユ ニー ク性 を

持 ってい る。

・クライ アン トに対 して分 か りやす く説 明す る際、創造性 の発揮 が出来 る。

・複数の クライ アン トを持 ち、 しか も大企業を持つ ことも可能 であ る。

(5)フ リーデ ィス カ ッシ ョン

Q:① フ リーランサ ー との違 いは?

A:仕 事の範囲を非常 に閉 じた業 態がフ リーランサーだ。 「ワ ン ・パ ー ソン ・ビ

ジネス」 も全て フ リー ランサ ーの意味合を持つが、全ての フ リーランサーが

そ うとは言 えな い。秘 書を雇 った り、諸処 の機 能を フ リーラ ンサーは 内部に

持つか らだ。

Q:② パ ソコンネ ヅ トを利 用す るか?

A:社 会的なつ なが りが重 要で、何 もパ ソコンネ ッ トだけではな い。3年 くらい

前 まではパ ソコンネ ッ トが必ず必要 である'と考え られて いた。 しか し、今や

フ ァクシ ミリネ ッ トが全米に蔓延 している。

Q:③ ザ ・ウ ェル のネ ッ トを利 用 してい るか?

A:た くさん の人 々が利用 してい る。

Q:④ 「オネス ト ・ビジネ ス」 の意味す る ことは何か?

A:ア メ リカでは個 人的な関係で商売を成 り立たせ ることを よしとす る風潮があ

り、 これ は 「ワン ・パ ー ソン ・ビジネス」 に とって クライア ン ト獲得のため

に有利 な条件 で ある。 クライアン トを得 る上 で、 アメ リカでは紹介状が効果

的である。 紹介状を取 るには、そのための情報 を得 る ことが必要である。信

用で きる情 報を得 るた めには 「オネス ト」 な姿勢 が必要 であ る。

Q:⑤ 一人で仕事を して いる人 と、共 同作業型 の人 との割合は?

A:パ ー トナ ーシ ップに よ り作業 を している。いわゆ るフ ォーマルな付 き合いの

タイ プは2～3%程 度 だが、その他 はインフ ォーマルな付 き合 いだ。 フォー

マル とは ビジネスメールに リス ト化 されて いる人達で、 イ ンフ ォーマル とは

時機に応 じて情報交換 す る人達だ。

(6)講 演が終わ って

講演 はお よそ30人 の人達 が参加 して行 われ、質疑応答 も盛 んに行われ無事終了
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した。今回のマイ ケル さん は黒 いスーツでの登場で私 を驚か させた、は じめてみ

るネクタイ姿はなか なか ど うして粋 であった。

終了後、マイ ケル さんは 「今 回は大企業のサ ラ リーマ ンが多 くて一寸刺激的で

したね、で もどの 人も皆大企業 の社長 の ように発想 し、会社 の ことを思 って いる

のですね」 と彼一流 のユーモアのある表現 で今 回の出席者 の印象 を語 った。

また、 出席者 の内の比較 的年嵩 のい った数人 の人達か ら 「日本 とアメ リカの文

化性 の違 いか ら ワンパー ソンビジネスは社会的 に定着 しないだろ う」 との批判的

な意見 も聞かれ たが、その一方 で若手の出席者 か らは 「ど うも世代 間ギ ャップの

問題 の方が文化 問題 よ り大 きいな あ一」 とい う声 も聞かれ るな ど日本 の企業 内の

状況を よく表す一幕 もあ った。

会場か らの帰 りに突然、マイ ケル さんが 「竹川 さん も うお仕 事終わ りま'した

ね」 と念 を押す よ うに聞 くので 「ええ、 もちろん、 ど うもおつかれ さまで した」

と言 った ら、 「ジャー」 と言いなが らやにわにネ クタイをはず し くる くる と丸 め

て、手近 にあった駅 の ごみば こに ポイ と投げ入れて しま った。思わず二人で顔 を

見合わせて大声 で笑 って しまった。

4朝 の さわやか ミーテ ィング

マイケル さんの朝は実に早 い。5時 か らの スター トで ある。昨年 の2月 に約10日

間マイケル さんのお宅に お世話 になった。 サンフランシス コの郊外 にあるマイ ケル

さんのお宅はち ょうど丘 の上 とい った所 で大 きな樹林に囲 まれた 閑静な住宅街に あ

る。木造3階 建 の大 きな家は シ ンプル さを大事にす る彼の ライフスタイルその まま

であった。室 内には極力物を置か ない よう配慮 されていた。荒 く切 られた大木その

ままの柱 がふんだんに使われ 自然 な木 の良 さが十分生か され ていた。階下には大 き

なタブが用意 され、いつで も利用 できる ようにな っていた。

マイ ケル さんは朝5時 に起 き、一人 でそ っと抜け 出 し、彼 のオフ ィスに出か ける。

朝食前のひ と仕 事 とい うわけ である。奥 さんは、7時 過 ぎに起 きて来 て、本当 に軽

い朝食を用意す る。彼女 は弁護士 で彼女 自身 オフ ィスを持 ち、多 くのパー トナー と

仕事 を してい る。彼女に とって大切な ことは ボラ ンテ ィア活動 を続 けなが ら生活や

仕事が うま く行 くことである。彼 女が長年取 り組 んでいるボ ランテ ィア活動 は、子
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供 のエイズ問題 で、社 会的に どの ようにこの問題に取 り組 んで行かなければ な らな

いかを、 自分に問い社 会に問 いなが ら頑張 っている。

彼女に よるとマイ ケル氏 との結婚(再 婚 同土)に おいて も大切 な条件 であ った と

言 う。 この ボランテ ィア活動 が続 け られ ることを条件に した、彼女 の申 し出に対 し

て、マイ ケル さんは ワンパ ー ソンビジネスの ノウハウを教え、 自立性 の高い仕 事の

仕方に させた こと と、 お互 いの ライ フスタイルを尊重す ることを提 案 した。

8時 、ひ と仕事 を終 えて帰 って きた マイ ケル さんを囲 んで、朝の コーヒーが始 ま

る。私 たちは、「日本 では、老人 は朝起 きが早 い」と言 ってか らか った。事務所では

昨 日の うち に入 って きた電 子 メー ルや フ ァクシ ミリに 目を通 し、 そ の 日の ス ケ

ジュールを決 め、お昼 等に会 う約束や依頼を電子 メールや フ ァクシ ミリで、早朝に

出 してお くとの ことであ った。 こうした返事 は午前中に彼 の事務所に入 ることにな

る。夜 は出来 るか ぎ り仕事で埋 めない ように してい るそ うであるが、や は り、仕事

の都合上難 しい様であ る。そ のかわ り、土 、 日曜 日は徹 底 してお り、特別 な ことが

ない限 り、二人の ものの ようであ った。 ジ ョギ ングを した り、 自転車 に乗 った り出

来 る、郊外のち ょっと した セ カン ドハ ウスに出かけていた。

こ うした毎 日の中で、面 白い時間 と空間を二人は共有 していた。それ は週一 回の

朝の 「爽やか ミーテ ィング」 であ る。 二人が一緒に参加す るもので、場所 も時間 も

いつ も決 まってい る。市 内か ら少 し離 れた品のいい酒落たお店で、彼等 の極親 しい

仲間が三 々五 々集 って くる。

こうした朝 の ミーテ ィングは アメ リカでは よくある ようであった。マイ ケル さん

の場合 は水曜 日で、その時に よって人数 は違 うそ うです が、7人 か ら10人 ぐらいが

集 って くる。 同伴 で参 加 して くる人が多か った。私たちはそ うした中で ゲス トとし

て紹介 され 、その 日の話題提供 者になる。

店 の主人 もよ く心得た もので、席や時間をキープす るとともに この仲 間の連 絡 も

取 り継いでい るよ うで、 この グル ープの ことに関 して よく知 っていた。 こ うした グ

ル ープの常連客を持 ってい ることは店の格に もつながっているよ うであ った。 ケー

キやパ ンそ して コー ヒー等 の飲み物を各 自が注文 し、来た人か ら話が始 まる。人の

増 えるに したが って話題 も変 化 してい く。私たちが参加 した時 も、一時間程後か ら

イギ リス人 のジ ャーナ リス トが加わ り、 さらに フランス人 の女性 コンサル タン トが
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ゲス トと して紹介 され た。

それぞれの人が全 く違 う仕事を してい ることもあって、一週間の 出来事が相互に

刺激を与えてい る ようであ った。 こ うしたや り方で、出来事 の報告や意見を求め る

事が され、夫婦に とって もグル ープに とって もお互いの大切な情報 の交換にな って

いる。' .

テーマに よって はその場 で結論の必要な場合が生 じる、そ うした場合必ず鍵を握

る人物 が選ばれ、す ぐに電 話 され ることにな る。私の時 も、そ の場 でテーマ ごとに

キーマ ンが選ばれ、 コンピューターグラフ ィヅク とゲーム開発 の天才 を紹介 された。

この朝食会 で感 じた ことは、お互 いが実に誠実 で、大切 に し合 っていることが よ

くわか った。そ の為 、独特な緊張感 に似た雰囲気が漂い 、仲 間である ことが生 き生

きしていた。 こうしたお互い を尊重 しあい、大切 にす る ことはお互 いの誇 りで もあ

るし、同時 に生 き甲斐 で もあ る ように感 じた。

身 の 回 りの 国 際 化 の 事 例

1.私 のパーソナル ・リンケー ジ

(1)縁 の変遷

私たちは、赤 ち ゃんか ら学校へ行 く子供 にな り、次 第に大人へ と成長 してい く

過程 で、様 々な人間 と人間 の結 びつ き、つ なが りを経験 し、縁を広 げてい く。一

人の個 としての人間を中心 に見 る と、通常 まず血縁関 係か ら始ま り、ついで地縁

関係 、そ して学縁 関係 とな り、社会人 として就職 して社縁 関係を持 つ ようになる。

この ような縁で形成 され る コ ミュニテ ィが、家族 ・親類 であ り、地 域であ り、学

園であ り、職場 であ る。人間同士 の結びつ きとい うのは、それ ぞれ の人間の成長

の土壌 と個性に色 どられ なが ら変遷 してい くもの と思われ る。

多 くの人 のパ ー ソナル ・リンケージは 図のよ うな変遷 を もって形成 され るので

はないだ ろ うか。即 ち、図に ある ように、最初 に血縁 関係 か ら始 まって、 自分 の

生 まれた地域で の人間関係、'通った学校 での人 間関係 が形作 られ 、やがて会社 で

の人間関係 に至 る。一方、結婚 した人に とっては、住 まいを構 えた地域で の最低

限の人間関係は生 まれ るだ ろ うし、それ よ り何 よ り地域社会 に生 きる妻 の人間関

係か ら来 る妻縁や 、子供 の友人 関係か ら来 る子縁 な どが加 わ って くる。 場合 に
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図 私 の パ ー ソ ナ ル ・ リ ン ケ ー ジ

よっては、地域 の カルチ ャーセ ンターや ス クールに通 った りす ると、 カル縁 なる

もの も発 生する。 この ように、私たちの個 人生活に関わ る人間関係は、様 々な縁

の変遷 を経 て きてい る。

(2)縁 の伝播

人間の成長に伴 う縁の変 遷 と同時に、私たちの個人生活 では しば しば縁 の伝播

現象にお 目にかか る。誰 しも経験す ることのひ とつに、ある縁で 出会 った 人の友

人が、別 の縁で の知 り合い とい うこ とが あるが、 これ は縁の伝播 の多重 ルー ト性

と縁 の循環性 の為 である。一人 の人 間 として時 代 とともに年輪 を刻 む程 、 この現

象 に遭遇す る ことが多 くな る。若 い頃の縁 の伝 播はたかが知れてい る。海外留学

す る時 に先生 の知 人を頼 って行 くとか、お じさんの会社 の営業所 が ニ ュー ヨー ク

に あ ってそ この人に世話 にな った とかは よ くある話であ るuだ が、若 い頃 の特 に

社会人 にな るまでの縁 の伝播 は比較 的単純 で、定着性 もよくない ように思われ る。

これ は、若者が変化を遂 げてい る人間であ り、 まだ一人前の人間でな いか らであ

ろ う。

それに引 きか え、社会人に とっては縁の伝播 こそがパ ーソナル ・リンケー ジを

形成 す る重要な要素にな る。 自分 自身や兄弟 の結婚等 による新 たな血縁 関係の発
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生 もないわけでは ないが、 自分 の生 まれ育 った地域 の新た な地縁関係は通常何 も

しなければ何 も生 まれな い。大学等 の学友、先輩、後輩 も社会人にな ってか ら新

たに増 えることは稀で ある。会社で の人間関係 は、 プライ ベー トな面はほ どほ ど

に とい うのが普通 である。一人前 の社会人に なって生 まれ る縁は、 自分の住みつ

いた地域か ら発生 して くる地縁、妻縁、子縁 とみずか らが成す情報交換(あ る目

的 をもった情報 の発信 ・受信を前提 とす る)で 作 られ る 「情縁」 で ある。 「情縁」

は、例 えば学生時代 の文通相手 がそ の良い例 であ り、昨今 ではパ ソコン通信の仲

間がそ うである。 これ以外 にも、学縁 の知人か らの紹介で、 ある 目的を もって情

報交換す る ような人 間関係 はすべ て情縁 である。従 って、一人前 の社会人に とっ

て縁 の伝播 の行 きつ く所 は情縁 である と言 え よう。

以下 の身 の回 りの国際化 の事例 の考察 は、 これ らの様 々な縁 の複 合体 で あ る

パー ソナル ・リンケージが、私 たちの国際化 の実践 に どう関わ っているのか、 ま

た国際化 の実践 の結果 どの ようなパー ソナル ・リンケージが形成 され ているのか

とい う二つ の観点 か ら見 てい きたい。

2.自 身の国際化の足跡 とパー ソナル ・リンケージ

日本の経済社会の国際化 とは裏腹に、私た ち市民 レベルの国際化 、なかで も国際

交流の進展度合は個 人差があ るとはい うものの、経済活動のそれ とは比べ ものにな

らな い程遅れてい る。国際化=国 際交流 とは何か と言えば、一番わか りやすいのが

海外へ出かけその土地の人 と文化 に接す ること、 あるいは 日本へ来 た外 国人 と話 し、

笑い、意志を通 じ合 うことであ る。以下に、筆者 自身の数少ない経験 を事例に国際

化 とパー ソナル ・リンケージの問題 を整 理 してみ よ う。

(1)欧 州 との出会 い

海 外旅行制 限が緩和 され た昭和40年 代後半は、第1次 海 外旅行 ブームの時代で

あ った。当時大学 生だった筆者 も海外への好奇心か ら3ヶ 月間の欧州貧乏 冒険の

旅 を企てた。旅行 手続 きで世話 にな った のは、 旅行 社 に勤 務す る母 の従 弟(血

縁)。 心細 い欧州での1人 旅 に誰か知人は いな いか と探 した結果 、 パ リ大 学 に留

学中の美術学生 とJALロ ン ドンオ フ ィスに勤務す る 日系イギ リス人を紹介 され

た。当時 の連絡方法は手紙で、時間 もかか り心細 い。 ともに学友の知人(学 縁の
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伝播)で あ る。 ソ連、欧州、 アフ リカの14ヶ 国の冒険旅行は観 光の要 素 もあ った

が、苦難 の旅 、 内面 の旅そ して 出会い の旅で あった。そ の内容は本論 か らはずれ

るので省略す るが、海外 の文化 との出会 いは もちろんの こと、やは り人間 との出

会いが最 も印象的 である。 ヒッチハイ クで快 く車 に乗 せて くれた何人かの ドイ ツ

人。ベル リンの森 のキ ャンプを3日 間一緒 に過 ご した ア メ リカ人 、 カナ ダ人、

オ ース トラ リア人。教育 は永遠 である ことを教 えて くれ、毎 日ロン ドンを案 内 し

て くれた ロン ドン大学 の先 生。 ア フ リカまで一緒 に出かけたオース トラリア人 と

アメ リカ人等 々。枚 挙にい とまがないが、 シーズ ンはずれで 日本 人の多 くない未

知 の国を一 人で歩 いていれば毎 日が外国人 との出会いにな らざるを得 ない。 ただ 、

ア ドレス交換 もした数多 くの人達 と帰国後 文 通 等 の交 流 を した か と言 えば 答 は

ノーであ る。紀 行文や小説には書けたか も知 れないが、継続するパー ソナル ・リ

ンケ ージは出来なか った。 まだ若 き筆者には縁の継続 のすべがわ か らなか った。

筆者 の人間形成 と世界観形成の血 肉と して、今 も鮮烈 に記憶に残 ってい るのみで

あ る。

(2)シ ンガポール都市調査団

地 域の問題を アジア地域 との交流 の中か ら考 えて い こうとい う理念 の下に地 域

研究 を行 っている、北陸 のある大学 の且教授 との出会 いは、社縁 の伝播 に よるも

ので あった。 この且教授 は、昭和54年 か ら毎年地域 の行政 、大学 、民間の人 々を

募 ってアジア各 国の都市調査 団を 自主 的に派遣 してい る。縁が あって筆者は、50

年代半 ばにシ ンガ ポール都市調査 団に参 加 した。参加者の縁でシ ンガポール政府

の都 市開発 公団の役人 と'の交流が主 とな ったが、案 内 して くれた中国系L嬢 を招

待 しての夕食では プ ライベ ー トな交流が持て、帰 国後 も2度 ほ ど文通 もした。L

嬢 は中国語、英語、独語、仏語を話す国際人。 父親が 上海か ら台湾を経 て シンガ

ポールに移住 したた めか、彼女が外 国人客 を担 当す る職場にい るせいか、いずれ

に して も国際的 な情縁 が出来かけ たが残念 なが ら継続 しなか った。情縁 とい うの

は、血縁や学縁 と異 な り、継続 的な何 らかの交 流がない と存続 しに くいものであ

る。

(3)韓 国交流

筆者 がかつ てNIRAの 助成 研究で東北の積 雪地域 の研究を した時 の指 導者1
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氏は、典型的な筆者の情縁の人である。韓国の忠清商道(韓 国中西部、昔の百済

地域)の 開発委員会 と1氏 の間には、アジア財団を通 じた縁があ り、昭和59年 訪

韓招請を受けて、筆 者 も1氏 とともに2人 で訪韓した。観光旅行でもな く、旅行

社 も入っていないので先方 との事前調整は自分でやらねばならない。最初は文書

の交換だがやがて直前になると国際電話。出発前から相手との交流が始まってい

る。幸いにも先方が日本語を話せたので出来たことであるが。韓国5日 間の旅程

中、開発委員会の事務局長がつきっき りで世話をして くれ、10数 名の委員、理事

とも2日 間にわたって、日韓の地域開発の情報交換と交流を行った。人々の心か

らの暖かいもてなしが筆者の韓国観形成に強 く影響 したことは言 うまでもない。

事務局長はかつて警察官僚で、朝鮮動乱の時のことを筆談も交えて生々しく話 し

て くれた。公州文化院長は、岡崎駐韓大使の著書を くれて、 日韓の歴史 と将来に

ついて静かにしかし熱 っぽ く語った。おまけに自宅へ呼んで ロースクイのごちそ

うまでして くれた。一緒に 日本の演歌を歌 うと韓国の歌と曲調が実に よく似てい

るのに驚いた。 この韓国との暖かい交流に感激 し、帰国後筆者は 日韓史を勉強 し

た り、手紙での交流をしていたが、翌春突然会長の朴氏が東京にやってきて再会

した り、さらにその後韓国からの訪 日団が仙台を訪れるな どこの国際的情報は2

年程継続 した。

(4)ア メリカ調査旅行

数年前、筆者がある研究機関か ら依頼されて、アメ リカヘシルバータウン調査

と米国大学の 日本への分校誘致調査に出かけた時の事例である。調査の内容はビ

ジネス上の機密事項で明かすことはできないが、筆者の情縁をたどっているうち

に、調査対象の米国某大学に客員研究員で滞在 していたことのある先生、米国西

海岸で建築事務所を開いている台湾系 アメリカ人(彼 は 日本の大学に留学 し、し

ばらく日本のある事務所で働いていた。)に 出 くわ した。単身 アメ リカへ足 を踏

みいれた筆者は、この情縁の人達のおかげでさらに多 くの人 との縁を作 り帰国す

ることができた。アメリカという国は、とても懐が大きく、民族のるつぼと言わ

れるように誰でも受け入れて しまう所がある。特に昨今の日本社会は多 くの部分

がアメリカナイズされているせいか、表面的な所ではアメ リカにほとん ど違和感

を感 じない。公衆電話に しても、筆者の勤務先のロス支店に電話を入れてみたが、
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日本 か らとま るで変わ らない。相手 の声 の戻 りが少 し早いか遅 いかだけ の違 いで

あ る。 現在 の 日米間は、交通手段 も通信手段 も最 も高度に整備 され、 マス コ ミ情

報 もほ とん ど24時 間交換 され ているので、少 し英語が理解 で きさえすれば、 日米

間の情縁 を持 つ ことは さほ ど難 しい ことではな い ように思われ る。

(5)ア メ リカS大 学研究所 との交流

昨年 、筆 者の大学時代の友人(学 縁)が アメ リカの留学先S大 学 か ら戻 り、S

大学 の研究所 が、 日米間で ある分野 の学際的研究を企 てているか らど うか と打診

して きた。 この話は ビジネ ス として捉 え られ る部分 も多いが、当面は 日米間 の技

術交流、 スタ ッフのネ ッ トワー ク作 りが主 である。研究所長や 日本か ら留学 して

い る研究員 との情報交換が始 ま っているが、 この事例は、学縁 か らの伝播が、社

縁 と情縁を国際的に作 り出 している例 である。交流手段は国際電 話、 メール、F

AXだ がいずれ も極めて便利 であ り、中で もFAXは 重宝す る。FAXは 相手が

不在 で も情報が伝達 され、 メール よ りもは るか に速い。 コス トは大量 な文書 でな

い限 り決 して高 くな い。時差 を超越 する国際FAXは 、 これか らの国際的 コ ミュ

ニ ケーシ ョン手段 と して大 いに発展 するであろ う。

3.周 囲の人 々の国際化

次に筆 者の身の回 りの人 々の国際化現象を事例 と して紹介 しよ う。

(1)妻 たちの国際化 ・子供た ちの国際化

地 域社 会に新 しく住 ま うと最初 に容易 に発生す る縁は子供 を通 じて の縁で あろ

う。筆者の妻子 が国際化を突然 身近 に感 じたのは、 日本の有力な国際企業S社 に

勤務 す る且家族 とスイ ミングスルールで知 り合 いにな った時であ る。 とい うのは

H家 は米国 カ リフ ォル ニアに5年 間住んで帰国 したばか りであ ったか らであ る。

筆者の娘 と同級生 のH家 のひ と り娘 はア メ リカ生 まれ、 アメ リカ育 ち。 国籍 は今

の所 日本人だが、 アメ リカ人 の市民 権は取 りやす いとい う。家族 ぐるみの交 流の

中で、娘同士、妻 同士、夫 同士の最近 の 日米生活文化情報の交換を始 めた。彼 ら

が 日本 に な じみ 出 して数年 した 頃、 再 び ア メ リカ転 勤が 決 ま り、 昨春 且家 は

ニ ューヨークに 引越 した。 その時、筆者 が驚 いたのは、 いとも気軽に妻子 が夏休

みに ニュー ヨー クで再会 しようと約束 した ことである。海外に足 を踏 み出 した こ
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とす らない妻 と子が、 アメ リカに何 の こだわ りも持 っていないので ある。 且家 の

転勤後、妻 同士、娘 同士で文通 を した り、国際電話 をかけあ った りしている。

一方
、筆 者の娘が通 って いるバ レエス クール の仲 間に、あ る外資系 の会社に勤

務 してい る人の娘 と、 日米ハ ーフの娘が いて、筆者 の妻子 は彼 らか らも国際化の

洗脳 を受 けてい る。前者の娘は昨年暮、 カ リフ ォルニアへ 引越 したが、 アメ リカ

で もバ レエを続 け、帰国 した らまた一緒 に踊 ろ うと手紙 に書 いて きて いる。娘は

で きた らア メ リカヘバ レエ留学 した い と言 い出す始末。後者 の娘 は、 アメ リカン

・ス クールに通 ってお り、筆者の娘 は彼女か ら も刺激 を受 け、小学生なが ら英語

への興味 が とて も強い。

また、妻 のテ ニスス クール仲間 の夫は、外資系会社 にス カウ トされ、最近3ヶ

月程 ア メ リカへ単 身赴任 してい る。

この ように筆者 の身の回 りでは、地縁か ら くる要録、子縁 が国際化す る兆 しが

ある。今 までの所 外国人 との交 流は至 っていな いが、特 に娘 の場 合 アメ リカへの

抵抗 がほ とん どな く、機会 さえ与 えれば新 しい時代 の国際人 に成 長 してい くので

はないか と思われ る。筆者 も子縁を通 じて国際化 のパ ー ソナル ・リンケージに引

きず りこまれ るであろ う。

(2)学 縁 の友 に見 る国際化

学線 の友 だちは、大学 を卒業 してか ら数多 くの者が海外へ雄飛(こ の言葉は今

や時代錯誤的 であるが)し て行 った。 これを、留学、海外転勤 、文 化交流、外資

系転職 の4つ のタイプに分 けて事例紹介 してい こう。

① 海外留学

筆者が卒業 して16年 の間に同学 科の同級生 の うち、何 らか の形 で海外留学 し

た者は半数近 くにのぼ る。大学 に残 って研究者 とな った者 は100%、 官庁 に就

職 した者は50%、 大企業 に就職 した者がやは り50%。 これ は直接 連絡を もらっ

た り、毎年改訂 され る卒業者 名簿を見てい るとわか る。留学先 は アメ リカが圧

倒 的であ り、通常2年 で帰 って くる。卒業 して10年 前後 の頃 に留学 した者が多

か った。

海外留学におけ る国際交流 で最 も効果的で ある人達は、大学等 の研究者であ

る。彼 らは 自分 の研究 テーマの分野の各国の研究者を知 ってお くことが大事で
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あ る。 しか もで きるだけ有力な研究者 と交流 を持つ ことが重要 であ る。筆者 も、

日本で開かれた国際学会 に参加 したことがあるが、パーテ ィの場 で海 外留学経

験 のある友人達が欧米の研究者達 となつ か しそ うに歓談 してい る姿を うらや ま

しく思 った。そ うい う意味 では、学術研 究を通 じての国際交流は古 くか ら存在

していたのである。

一方 、数年前 にはある中央官庁 に籍 を置 く友 人が アメ リカに留学 し、帰 国後

突然役所 を退職 し、国際 的に活躍 す るあ る証券会社に転職 して しまっ≒ こ とが

あ る。 留学 中にス カウ トされて しまった訳で あるが、そ の友人は アメ リカで世

界の政 治、経 済の システ ムを勉強 してい たら、 日本 の役所 の狭 い箱 の中に入 っ

てエス カ レータに乗 って人生を過 ごす こ とが馬鹿げ ているこ とに気付 いたか ら

だ と言 った。我 々友人は一様に驚 いた。彼 は今、中近東 の王様 を相手 にオイル

ダラーを何百億 円とい う単位 で運用 し、世界 を飛び回 っている。彼 が跳 んだ昭

和50年 代末 は今 に して思 えば経済面 では既にボーダー レス現象 が急速 に進 んで

いる時 であった。

② 海外転勤

現在 の 日本経済 は完全 に国際的な経済 システムの中で動 いているので、身 の

回 りの海外転勤 は 日常茶飯事 にな りつつ あ ると言 って よい。 そんな中で筆者が

学縁 の友の海 外転勤か ら国際的な政治 、経済の動 きを身近 に感 じた ことが ある

事例を3つ 紹介す る。

1つ は、昭和50年 代の半ば、商社に勤務す る友がイラ ンIJPCプ ロジェク

トに携わ るべ くテヘ ランへ 出かけた もの。 たまに帰国 した時 に聞 く話 は もの珍

しい ことばか り。中近東 の文化 、慣 習が何 かあちこちで違 うものだ と実感で き

る(た だ 、 自分 が経験 していないので永 くは残 らないが。)。特 にいわゆ るイ ラ

ン ・イ ラク戦争 の話は マス コ ミを通 じて も知 っているが友がテヘ ランにいた時

の話 は生 々しい。

次に、 マ レーシアへ 土木工事建設に 出かけた建設会社 の友の例。今やNIE

Sと して成長著 しい国で あるが、10年 程前 は こうした国々へのODAが 盛んで

あ った。

3つ めは、今 を ときめ くM&A。1年 少 し前に、 ある信託銀行へ転 勤す る友
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が ヨー ロ ッパの ある国に転勤 した。出かけ る時にはM&Aの 現地 法人を作 りに

い くんだ と聞いたが筆者には内容が よ く理解 できなか った。 しか し、その後 こ

の1年 新 聞にM&Aと い う言葉 が しば しば登場 し、記事を読みなが ら友 を時々

思い浮かべ るので ある。

ここに3つ の例を挙げたのは、身の回 りの人の国際化の動 きに接 してい ると、

自分 自身 もあ る意味の国際化 の擬似体験を しやす くな ると思われ るか らである。

友を通 じて世界を知 り、関連事項 を 自分で学 んだ り、 日頃気をつけてい ると意

外に世界が身近に感 じられ るで あろ う。

③ 文化交流

身の回 りで の国際的文化交流の例を1つ 挙げ る。現在チ ェコス ロバキ ア放送

交響楽団首席 フル ー ト奏者の0氏 は、筆者の大学時代所属 していた ある団体の

後輩で ある。彼は8年 程 前に卒業 してか らは ほ とん どず っとウ ィーンとプラハ

にい るので、た まに帰国 した時のOB会 で しか会え ない。世界各国を演奏活動

していて今春 日本 でも リサイ タルを開 く。 こ うい う音楽活動で、 日本人が外国

の楽団の指揮者、演奏者にな って国際交流を深めて いる例は少な くない。

④ 外資系転職

学縁 の友 の国際化事例の4つ 目は、外資系会社へ の転職で ある。 この10年 程

の間に転職 した友人が4人 い るが、転職先 は 日本へ の定着度の高 い会社 と最近

日本に進出 してきたばか りの会社に分れ る。外資系 の会社は、 日本の会社以上

に企業 内情 報の管理が社 員に まで徹底 してい て、特に後者の タイ プに転職 した

友 人は何を してい るかほ とん どもらさないの で、彼 らを通 じての国際化 の生 々

しい実情 を知 ることはで きない。 パー ソナル ・リンケージの意味 では面 白味に

欠 ける。

(3)社 縁 の国際化

筆者 の勤務す る会社 は情報 ・通信産業 に属す るが、近年 国際通信 事業や ハー ド

・ソフ トの輸入 な どで急速 に海外 との付 き合いが増 えて きている
。 欧米に も相次

いで現地法人 が出来 、既に百名近 い職場 の同僚 が海外 転勤 している。 ア カデ ミヅ

クな所 では、 ア メ リカの著名な研究所 との提携 を してい る。 ドロナ ワ式 に英会話

研修が行われた り、海外法務担 当がで きた りしている。 ビジネス上 の国際情報 は
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ここに紹介で きないが、 日本 と欧米間を往来す る社員 を通 じて、欧米 の生活情報、

遊びの情報が入手で きる。かつて はマス コ ミを通 じて しか知 り得 なか った様 々な

経済事象 が最近 は極 めて身近 に感 じられ る。経営層は、国際的業務活動 の ムー ド

作 りをす るためか、外人 ホステスぽか りのアメ リカンスタイルの社員パ ーテ ィを

催 した り、業績表彰者 にア メ リカ旅 行を加えた りして社員 の国際化へ の意識づ く

りを図 ってい る。

OLが 海外旅行に出かけ る流行はいず この職 場 も同 じと思われ るが、職場 の同

僚や親 しい人た ちが この5年 程 の間 に何人 も欧米で働いてい ることを思 うと、つ

くづ く急速 な国際化が我が職場 にも及 んでいる ことを思 い知 らされ る。 日本の会

社 の社線 とい うのは必ず しも公的側面 だけのつ なが りではな く、意外 と私的なつ

なが りも多いだけに、最近 は社縁 としてのパ ーソナル ・リンケージの国際化の ウ

エイ トが筆者には強 く感 じられ るので ある。

4.パ ー ソナ ル ・リンケー ジの活性化

以上、 自分 自身及び身の回 りの国際化事例 をパ ー ソナル ・リンケージ との関係で

見て きたが 、各種 の縁 の行 きつ く先 である 「情縁」 とい うのは、 ニュー ロ組織 体の

ように刺激 を与 え、繰 り返 し訓練すれ ば際限 な く拡大 して い くものであ ることに気

が付 く。 ただ、筆者 自身 の例 で も明 らかな ように、 この情縁を国際的な部分で活性

化す るすべ が明確 にな っていないのが実情 であ る。 この活性化の課題でバ リアーと

思われ るのは、1つ は言葉の問題であ り、 も うひ とつは コ ミュニケーシ ョン手段の

問題で ある と考 える。

89'フ ォ ー ラ ム の 事 例

いまや 国際通信時代 といわれ て久 しいが、個 人 レベルにおけ る国際通信、なかで

も最近 発展 の著 しい 「電子 ネ ッ トワー ク」 に よる国際 コ ミュニケーシ ョンの実態 は

ど うな って い るのか 。 お り しも1989年4月 の開 催 を 目指 してネ ヅ トワー ク国 際

フ ォーラムの準備が進め られてい る。 この章 では この フ ォーラムの プログ レス ・レ

ポー トを中心 に電子 ネ ッ トワークに よる国際化 の現状 を レポー トしてみ る。

1.わ が 国における電子 ネ ッ トワー クの現状
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1-1電 子 ネ ッ トワークとは

通産省機械情報産業局 において1988年6月 に まとめ られ た 「電 子ネ ヅ トワーク

委員会 中間報告」 に よる と 「電子 ネ ッ トワー クとは現在広 く普及 しつつ あるパ ソ

コン又は ワープ ロに通信機能 を持 たせ 、公衆 回線等 を介 して、パ ソコン及び ワー

プ ロ相互 、あるいは遠隔地 にあ るホス トコンピュータとの通信 を可能 にす ること

に よって、文書転 送、プ ログラム転送 、画像伝送 、デ ータベース検索 な どの アプ

リケ ーシ ョンを実行で きるように した もの」 とある。 また同 じ時 期に まとめ られ
ぺ

た郵 政省におけ る 「パ ソコンネ ッ トワーク研究会」 の報告書に よると 「パ ソコン

・ワープロを電 気通信回線 で結 んで通 信を行 うパ ソコンネ ッ トワークは … 」

とあ ってほぼ同 じ定義づけを行 ってお り、 この新 しい コミュニケーシ ョン手段の

誕生を両省において も初 めて認 め る結 果 とな ってい る。 しか しなが ら、 どちらの

定義 もあ ま り積極 的な意味づけを持 つに至 っていない ように思われ るの は、その

中身 にまで踏 み込 んだ定 義づけを していない ことにひ とつの原 因が ある。

1-2電 子ネ ッ トワークを構成 す る4つ の要素

(1)ホ ス ト(局)

基本的に電 子 ネ ッ トワークはス ター型の ネ ヅ トワークと して構成 され てお り、

要 とな るところには 「ホス ト」 あるいは 「ステーシ ョン」 と呼 ばれ る ものが存

在す る。 ここに ス トックされ る情報量や 同時 にアクセスできる端末数 な どに よ

り、大型 の コンピュータ、 ミニ コン、 ワークステー シ ョン、パ ソコンにいたる

までの様 々な機器 が用い られ る。

(2)回 線

通常は電話で話すの と同 じ一般公衆回線 が用 いられ るが、最近 はVANな ど

に より品質の高 く料金 も安いデ ータ通信 専用 回線 も個 人 で利 用 で き る よ うに

な ってい る。 また国際間にお いて も一般 回線 よ りは安価 なデータ通信 専用回線

の普及が進んで いる。

(3)端 末

パ ソコンや通信機能付 きの ワープ ロに通信 ソフ トウェア、そ れに回線 との接

続機器 であるモデ ムで構成 され る。表示 について もアル ファベ ッ トや数字につ

いてはある程度 の国際標準が 出来 てお り、英語 な どのや りと りに限ればほ とん
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ど支障はな くな った。

(4)人

コン ピュータや ワープ ロを 日常的に使用す る人だ け で な く、近 ごろ は電 子

ネ ッ トワークを利用す るために機器を購入す る人が増 えて きた。利 用局面 では

個 々人 の仕事や生活に おけ る個性化の動 きと相 まって様 々な動 きがみ られ る。

1-3電 子 ネ ッ トワークの機能

わ が国におけ る電子 ネ ッ トワークはい くつかの全国規模 に展 開 した事業者 と、

特定 の地域 をサ ポー トす る地域 ネ ッ トワーク、 さらに比較 的手軽 に始め られるこ

とか ら個 人あるいは グル ープ レベル におけ るBBSと 呼ばれる千に ものぼるネ ッ

トワー ク ・サー ビスが存在 している。 ここでは会員数 が数 千人か ら数万 レベルの

比較 的大規模な事業サ ー ビスか ら電子 ネ ッ トワー クの代表 的な機能 を あげてみる。

(1)コ ミュニケーシ ョン ・サー ビス'

電 子 メ ー ル

電 子 掲 示 板

電 子 会 議

チ ャ ッテ ィ ン グ

(2)イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・サ ー ビ ス

デ ー タ ベ ー ス

PDS

オ ン ラ イ ン ゲ ー ム

(3)ト ラ ン ザ ク シ ョ ン ・サ ー ビ ス

オ ン ラ イ ン シ ョ ッ ピ ン グ

ホ ー ム ト レ ー デ ィ ン グ

オ ン ラ イ ン リザ ベ ー シ ョ ン

(注:

に よ る も の で あ る)

1-4電 子 ネ ッ ト ワ ー ク の 特 徴

(一対一または一対多の郵便機能)

(多対多の情報交換機能)

(多対多の意見交換機能)

(リアルタイムの多対多の会話)

(情 報 検 索/分 類)

(PublicDomainSoftware公 開 ソ フ ト)

(対 他/対 コ ン ピ ュ ー タ 知 的 ゲ ー ム)

(通信販売)

(株価情報/売 買)

(航空券予約)

以上の分類は 「通産省機械情報産業局電子ネットワーク委員会中間報告」

電 子ネ ットワー クとはす ぐれてまず メデ ィアであ るが、従来の メデ ィア と異な

る点は次の ような ものであ る。
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(1)情 報の発信者 と受信老が双方向的でかつ多数 であ ること。

(2)情 報の加工 が容易で あること。

(3)い つで も、 どこか らで も情報を受信/発 信 で きること。

このよ うに電 子ネ ッ トワークには これ までの メデ ィアに比べ多 くの利点 があ る

のだが、その最 も大 きな ものとしては利用者の 自発 的 ・主体的な参加 に よる相互

作用 を導 き出す効用 のある ことが あげ られ る、つま り電 子ネ ヅ トワー クは 「情報

パー ソナル化の最重要 フ ァクター」 とい って もよい ものにな りつ つある。

電子 ネ ッ トワークはい ま情報化の最先端分野 として、その利用者 が着 実に増 加

してお り、先進 国 のアメ リカでは数百万人、 日本で も10数 万人が利用 してい ると

いわれ る。 日本では これ までいわゆ る 「草の根」 的中心に普及 して きたが、最近 、

企業利用への関心 も急速 に高 まってい る。 また、地方 自治 体に よる地域情報化 プ

ロジ ェク トとして、 あるいは医療や教育な どの社会 的な利 用 もひろが って きてい

るの である。

2.国 際化(脱 国境)へ の動 き

電子 ネ ヅ トワークは通信回線 さえあれば世界中 どことで もコ ミュニケー シ ョンが

で きる とい う、 まことに便利 なものであ るが、実際に行 な うにあた って様 々な障壁

が存在す る。ひ とつ は国際通信回線の使用料で ある。普通に電話をかけ るの と同 じ

音声回線 を用いた場合、USAへ かけ ると現在は昼間3分 あた り1,240円 かか る。

海外の オンライ ンデ ータベ ースを利用 してみ るとわか るが、 この通信料金 は馬鹿 に

ならな いどころか、 と くにパ ーソナルな レベルで国際交 流を しようとす る ときには

きわめて重要 なフ ァクター とな る。 もちろん、 この ような事 態を考慮 して国際通信

の事業 者は 「電子 ネ ッ トワーク」 向けに新 しいサー ビスを行 な っている。KDDは

Venus-Pと よばれ る個 人向けのデー タ回線 サー ビスを行なってお り、音声 回

線に比 しておおむね数 割の負担でUSAに はア クセスで きる。また1988年10月 末 に

は、懸 案の 日米間の国際VAN事 業 に関す る合 意 も成立 し、 これ を契 機 に、 国 際

ネ ッ トワー クの利用 の一層 の普及 も期待 され てい る。

さらには電子 ネ ッ トワー クだけの問題 ではないが、言語障壁 とい う問題 があ る。

しか し電 子ネ ヅ トワー クには時間差 とい うものがあるので、 相手 の発言 を じっ くり
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検討で きる余地 が存在 し、 この点 でさ らに将来 にむけて機械翻訳 な どい っそ うの進

展が あれば、国際 コ ミュニ ケーシ ョンの手段 としては電子 ネ ッ トワーク こそが本命

とな るのではないか と思われ る。

こ うい った国内か ら海外へ の ア クセスだけではな く、東京には英語 のみのユニー

クな在 日外 国人 向けの電子 ネ ッ トワー クサ ービス もある。そのTWICSに おいて

は在 日米人間の コ ミュニケー シ ョンを中心に様 々な会議が進め られ ている。そ こに

英語に堪能 な 日本人 が加わ り、 または るか海外か ら 日本 の情報を求め てアクセス し

て くる人 もいる。

また これ とは別 に、海外在 住の 日本人が国外か ら 日本のネ ッ トワーク ・サ ービス

へ とアクセス して くる例 もあ り、電子ネ ッ トワークにおいては文字 どお り国境がな

くな りつつ ある。

この ように従来 の国際交流 が中央政府あ るいは企業な どの組織 を中心 とす るもの

であ ったのに対 して、 これか らの国際交流は地域 と地域 あるいは個人 と個人 との レ

ベルに移ってい くもの と思わ れ る。 こ うして地域 も個人 も自分の伝 統 とは異な る多

様な言語 、風俗 に接触 し、相 互に影響を及ぼ しあ うと同時に、あ らためて 自分 自身

の アイデ ンテ ィテ ィを追及 し確立 しよ うとする努力 も広 く見 られ るよ うにな るであ

ろ う。

◎
〃

魯 ⇔

嘉

「従来型の国際交流」

↓
「これか らの国際交流」
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来 るべ き21世 紀 の社会は 国家主 義や個人主義を超 えるネ ッ トワー クのノー ドあ る

いはホ ロンと して の 自己意識 の形 成 と展 開を前提 として組織 され てい くことにな る。

そ こでは地域 コ ミュニテ ィの形成 を志向するの と同時 に、開放 的で グローバルな展

開を志 向す る多様 なネ ッ トワークが相互に緩や かに結 びついて、その全体 が一個 の

巨大な メタネ ヅ トワークを形成す る ことにな る。その よ うな社会で はネ ットワー ク

と りわけ電 子ネ ッ トワークを通 じた コ ミュニケーシ ョンが様 々な障壁、時差の制 約

な どを越えて活発に展 開され る ことにな るであ ろ う。

3.ネ ッ トワーキ ング ・フ ォー ラム とは

ネ ッ トワーキング ・フォー ラムとは普及 ・拡大 しつ つあ る電子ネ ッ トワー クの関

係者つ ま り、利用者 、事業 者、行政担当者な どが一同に集 ま り、お互いの情報交 換

をはか るとともに一 般市民へ のネ ッ トワークの普及啓蒙を 目的 とす るイベ ン トであ

る。1987年4月 に東京 におい てわ が国最初の フ ォーラムが開催 され た、その ときの

テーマは 「ワープ。ロ/パ ソコン通信 の ビジネス利用 の可能性」 であ り、 シンポジウ

ムには400名 が参加 、会場展 示には1000名 が来場 した。 同年秋 の第2回 フ ォー ラム

は 「ワープ ロ/パ ソコン通信 に よる地域社 会の活 性化」 と題 して大分で行なわれ 、

シンポジ ウムに は全 国か ら600名 が参加 した。そ して第3回 の1988年4月 の東 京 、

2000名 参加 、同年8月 富山で の1200名 参加をへて、89年 国際 フ ォーラムは仙台 と東

京を結 んで海外 よ り著名 ネ ヅ トワーカーを招いて の国際 シ ンポジ ウム開催が予定 さ

れ てい る。

今回 のネ ッ トワーキ ングフ ォー ラムは、米国 以外では世 界で も初めての本格 的な

国際シ ンポジウムで、地域情 報化に熱心な仙 台市 と東 京 の共催 で 開催 す る こ とに

な った もので、仙 台市 は来年 政令指定都市 に制定 され ることが既 に決 まってお り、

国際化 と情報化政 策推進の一環 と して、積 極的に取組む こ とにな ったもので ある。

東京ではイベ ン トお よび展示会 を開催 し、ひ ろ く一般市民 に関心 を もっても らう

ために、電子ネ ッ トワーク利用 の意義 についてPRに つ とめ る。 さらに、 とか く情

一84一



報発信 の不足が指摘 され てい るわが国だが、 これを機会に 日本のネ ッ トワークの普

及の現状 につ いて、世 界各 国に対 して発信す ることも、 このフ ォーラム開催の大 き

な 目的の一つ であ る。

日本において この よ うな国際 的な催 しを開催す る ことは、 日本 の電子 ネ ッ トワー

ク利用の現状を世界に 向けて発信す る絶好 の機会 で もあ り、また先進 国、発展途上

国を問わず、ひろ く世界か ら参 加を求 める点 では、あま り前例 のない貴重 な試 みで

もあると評価で きる。

これ まで見て きた ように電 子ネ ッ トワー クは じつは単な る道具にす ぎず、それの

みで完結す るメデ ィアではな く、他の メデ ィアやイベ ン トと結合す るときに本 当の

力を発揮す る。そ して この よ うなネ ッ トワーク関連のイベ ン トを開催す るときには

その準備段階か ら電子 ネ ッ トワークの活発な利用が行なわれ る。企画/実 行委 員の

役割 分担、各 セ ッシ ョンのテ ーマ設定、 ス ピーカごやパ ネラーの選定、討議 内容 の

検討 な どが まず セ ンターとな るホス ト上 の電子会議 で打 ちあわせ され、 その結果 が

他のネ ッ トへ と海 外 も含 あて転送 され る。準備 がすべ てオ ンラインで行 なわれ るの

で 自分の持 ち分の進行状況だけ でな く他 の進行状況 もただ ちに傭鰍 で きるのである。

ネ ッ トワークを利用 した国際 シ ンポジ ウムは1986年10月 に行 な われ た 「多 摩 ル

ネ ヅサ ンス ・シンポジウム」 において、USAス タンフ ォー ド大学 と日野市 の都立

科学技術大学を結 んで行なわれ た 「多摩川 ネ ットワー クウイバーズ フォー ラム」 が

わが 国にお いて電子 ネ ッ トワークを利 用 した交流会では初 めての ものであ る。

そ の際 には今回 ほ ど電子 ネ ヅ トワークの利用は強 く打ち出 さなか った ことか ら音

声 回線 に よる電話音声 を会場 にい る数百人に聞かせ る電話会議PAシ ステム と、 同

じく電 話回線 を利 用 した 白黒 の静止画像 を用 いての 日米二極 の国際会議 が行 なわれ

た。 もちろん事前には シ リコンバ レー と東京 を結 んで準備 のための電子会議 が行 な

われ、当 日の裏方の機器の制御 に もネ ットワー クのチ ャ ッテ ィング機能 が活用 され

たので はあるが、 この多摩 フ ォー ラムでいちばん画期的な ことは"一 般人"の 国際

会議へ の参加 が行 なわれた ことで ある。通常は共通す る話題 もない太平洋 の両岸 で、

この ような会議 を可能 に したのはやは りネ ッ トワークの利用が あった。 ここで はオ

ンライ ンの電子会議 において各 自の公開 日記 の ような ものの発表が行 なわれ、それ

に基づ いた意 見交換 を行な って、 日米 の生活 の違 いを実感で きる ような仕掛 を した
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のである。 この際 には一回 き りの試みであ り、 フ ォローも しなか ったのでおお よそ

一過性 の コ ミュニ ケ ー シ ョンで終 わ った の で あ るが
、 そ の後 の ネ ッ トワー ク ・

フ ォーラムにお いては特定のテ ーマの基で様 々なネ ッ ト上において事前、事後に活

発 な議論 が行なわれ るのが恒 例にな ってい る。

4.国 際 フ ォー ラム=オ ンライ ン ・シンポ ジウム開催へ

今回のフ ォーラ ムは海外か らは、米国を中心に、イギ リス、 フランス、 ドイ ツ、

ソ連 、カナダ、韓 国、 ブラジルな ど10カ 国以上か ら、各国 のネ ッ トワークの利 用者 、

事業関係者 な どを中心 に、最 大100名 が参 加す る見込みで あ り、 ネ ッ トワー クの利

用面 に関連す る国際会 議 としては、最大規模の ものにな るとみ られ るが、実際に集

まれ る人た ちに加 えて今回 もネ ッ トワーク上で参 加す る人たちのためにオ ンライ ン

=シ ンポジウムを準備 してい るが、問題 は共通す るデ ーマの設定であ る。

テーマ案 と して国際 間のネ ッ トワーキ ング利用 の推進 、様 々な国の状況 ・情報 の

交流、 日本の状況 のプ レゼ ンテー シ ョン、ネ ヅ トワーク利用の発展、ネ ッ トワーク

システムの新潮流、電子 メールの標 準化動 向、ネ ッ トワーク ・セキ ュリテ ィ(ウ イ

ル ス問題な ど)、 知 的所有権 、著作権 、 プライバ シー、国際VAN事 業 の展望 と課

題、 データベ ースの国際化 の問題 、産 業空洞化問題な どな ど様 々な ものが提案 され

ていたが、国際 フ ォー ラムとい う性 格 と社 会への啓蒙 とい う目的をふ まえて2つ の

テーマで開始す る ことにな った。

ひ とつ はいわゆ るプ ロフェ ッシ ョナル向 きに 「グ ローバル ・ネ ッ トワーキ ングの

夢 と課題」 と して、 で きれ ばフ ォー ラム当 日には大会宣 言選 定まで もっていけ るよ

うな格調の高い もの、それ にも う一つ は世界 中の誰 で もが発言で きるよ うに 「地球

の暮 らし、私の暮 ら し」 とい う構成 である。後者 では生活 レベルでの収入構造 、費

用比較 を通 して、諸外 国並び に国 内各地 での交流 の基礎 にな る相互 の理解 を深 め、

交 流の促進 に寄与 す ることが狙 いである。 フ ォー ラムの開催 をは さんで約2ヶ 月間

の長丁場 の電子会 議、 モデ レーターの力量 もあるが うま く息切れせず に続 けば よい

とい うのが現在 の状況で ある。
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コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 技 術第3章



`



第3章 コ ミュニ ケ ー シ ョンの 技術

1.日 本 に お け る 国 際 化 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

(1)日 本に おけ る国際化の現状

① コミュニケーシ ョンの3つ の捉 え方

国際的 あるいは国内的を問わず、 コ ミュニケーシ ョンの捉 え方 として次 ぎの

3つ が あろ う。

・コミュニケーシ ョンの 内容

コミュニケーシ ョンは まつ何か を伝 える ところか らス ター トす る。 メッセー

ジの内容であ る。何かの 目的が あ り、そ のために何かを伝 える。

・コ ミェニケーシ ョンの道具

コミュニケーシ ョンは 内容を あるツールに よって伝 え る。言葉だ けでな く、

言葉以外の身振 りや ジェスチ ャーも コ ミュニケーシ ョンの道具 である。

・コ ミュニケーシ ョンの制度 ・枠 組み

コ ミュニケーシ ョンの 内容、道 具を規定す る制度 ・枠組み をさ している。

これ ら3つ の捉 え方 は この後 の議論 の フ レームとなるもので ある。私た ちは、

この3つ の レベルで もって、第2章 で述 べた事例につ いて分析を試みてみ よう。

② 日本 におけ る国際化 の捉 え方

ここで まず 、 日本 の国際化を コ ミュニケーシ ョンの側面か ら捉えてみ よう。

まず 、 日本において国際 化はそ う新 しい ことではな く、 日本 の歴史 におい て中

国、朝鮮 との長 い歴史 的関係が古 さを物 語 ってい る。 日本 の歴史に おいて 国際

的 コ ミュニケーシ ョンといえば中国 との関係を指 し、文化 は中国か らもた らさ

れ 、あ るいは朝鮮か ら伝 来 した。江戸時代において、洋学 がつた え られ るまで

日本 の学 問は中国の四書五経 を中心 と した儒学であ った。 当時 の著名 な学者は、

中国語 がで き読 める ことが条件で あった。た とえば、荻生御練が中 国語に有能

であった ことは有名 であ る。 しか し、 自由な渡航が不可能 であった 当時 の時代

のため祖裸 の語学 は専 ら読解 中心 の語学 であ った といわれ る。

幕末 か ら国際的 な コ ミュニ ケー シ ョンが変 化 し、 日本対中国だけでな く欧米

の諸国家 との関係 も加わ って きた。 明治 政府 は欧米 にキ ャッチア ップす るため
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法律、政府、議会 な ど近代国家 の基礎 となる制度 を とりいれた。 このため、 日

本の学問に欧米 の学問が輸入 され、言葉 も英 、独、仏な どの言葉が尊重 される

ようにな った。 この伝統はい まで も生 きてい る。脱亜欧入の伝統 は ここに 由来

す る。

この ように 、 日本 にお いては 国際 的な コ ミュニケーシ ョンの対象が時代 とと

もに変化 して きた ことが特徴 とな っている。

③ 現在 の国際化

現在 の国際化 は時代的 に とらえれぽ、 これ まで 日本がか って経験 した ことの

ない国際化 の時代であろ う。 その特徴を示せば、次 ぎの ようにな ろ う。

・国際化の大 衆化

これ までエ リー トたちの国際化が中心で あったのが、誰 で も国際 的な交流、

諸外 国への旅 行を経験 す るよ うにな った。留学 とい えば 日本 の選 ばれ た人 々の

ものであ った し、海外旅 行 といえば まだ まだ数はす くなか った。 むか し、海外

への渡航は移民にみ られ るよ うに 日本 では生活 できない貧 しさの象徴 であ った。

ところが、現在 の国際化はエ リー トだけ の もので はない。海 外 旅 行者 が800

万人 をこえ、国際 的に 日本の地位 がア ップ したため海外か らの訪 問客 も増えて

いる。留学 も容易 にできる ようにな った。つ ま り国際化が私たちに とって身近

になったのであ る。第2章 で もみた ように、職場 、学校、地域な ど至 る所で諸

外 国の文化 に出合 うようになった。 ある筆者 は 自ら学 ぶ ビジネ ススクール で留

学生 と普段 ど う りの付 き合 いをお こな ってい る。ある筆者 は仕事で付 き合 った

米 国人 の生 き方 に感銘 している。 またあ る筆 者は 自分の娘 の友人が アメ リカに

行 ってす っか り感化 された こ とに驚 いている。

・欧米化では ない国際化

これ まで の国際 化が、欧米化 であ ったのに対 し、現在 の国際化 は欧米 だけで

はな く、アジア、オセアニア、 ア フ リカ、南米 までひろが っている。つ ま り地

球化 といって もいいであろ う。例 えば、第2章 でみ る と横 浜 市役 所 の場 合 は

オース トラ リアか らの来 日客 であ る。西武百貨店の場合は外国人社 員の国籍は

バ ラエティに富 んでい る。 ビジネス スクールの場合 も韓国か らの留学生の話が

あ った。 日本 の国際的な地位 の上昇につれ、国際化 の内容 も欧米一辺当ではな
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くな りつつ ある。

以上 の諸特徴を持つ現在 の国際化 の も とで、 では一 体 どん な コ ミュニ ケー

シ ョンが実際 おこなわれ てい るのだろ うか。

(2)日 本 におけ る国際化 の コ ミュニケーシ ョン レベル

① 第2章 の コ ミュニケー シ ョン レベル

第2章 でみたいろいろな コiユ ニケーシ ョンの事例 を、内容か らみ ると次ぎ

の よ うに まとめ られ る。

・日常的な儀 礼、挨拶の レベル

中条町の事例、沢の屋(谷 根千)の 事例な どが これに あた る。中条町では、

SIUの スタ ッフと地域 の人 々との最初 の交流は、隣 の部屋 に住む 人 と人 の普

通 の挨拶か らは じまった。

「あそ このスーパ ーは安 いわ よ」

「それな らそ この店 で売 って るわ よ」

これが最初の コ ミュニケーシ ョンであった。

沢の屋では、店 の人 々との コ ミュニケーシ ョンがス ター トで あった。寿司屋、

下駄屋 、はん こ屋 な どでの店先で まつ、「いらっ しゃいませ」か ら始 ま り、そ し

て 「有 り難 うござい ます」で おわ った。

ここまでは よ くあ るケースであろ う。次 ぎは さらに高次の レベル である。

・インフ ォーマルな交流

横浜工業館 の仕事 を離れ た付 き合い、沢の屋 での交流会 な どが これにあたる。

国際的なネ ッ トワーカーであ るマイ ケル ・フィ リップス氏 との付 き合い もそ う

であろ う。身 の回 りの国際化 の中で、家族の要録 、子供縁が国際化 してい った

事例 もこれにあてはま る。

いつれ も次 第次第に ネ ッ トワー クが広が り、ネ ッ トワー クが 国境 の壁を越え

て いったのであ る。

・意識的な 目的を もった コ ミュニケ ーシ ョン

これは交流 とい うよ りは 目的を もった メッセージの交 換に特徴 があ る。例 え

ば 、横浜工業館 の事例 では仕 事についての コ ミュニ ケー シ ョンが行 なわれて い

る。最初 は上手 くいか なか ったが、 シ ェリルの積極 的な コ ミュニケーシ ョンが
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奏効 し、彼 女は逆に仕事 の改善の提案を行な う。 ビジネススクール の事例 も学

問 とい う同 じ目的 をもった者同士の コミュニ ケーシ ョンである。 また、沢 の屋

の事例では隣に住む外国人が住宅工事につ き文句 を言 いに きた とい う。

この レベルにな る と衝突や コンフ リク トも生 じる。 しか しなが ら ここで重要

なのは、そ こか ら互 いの創造的な コ ミュニケーシ ョンが生れ、違 いは違 い とし

て認め あ う寛容な価値観 を持て る ようにな ることであ る。沢 の屋 の事例 では、

隣人 といいなが ら言 うべ き時は言 うそ の態度は、まわ りに影響 をあたえている。

また、中条 町 の事例 で も外国人 の合理的な買物態度 が、町民 にイ ンパ ク トを与

えつつ ある。横浜工業館 の事例 もそ うである。

つ ま り、 この レベルになる とコ ミュニケーシ ョンが教 育効果 を持 ちは じめ、

創造力を持 ち始 めるのである。

以上 の整理 を通 じて言 える ことは、私 た ちは次 第次 第 に最後 の レベ ル の コ

ミュニケーシ ョンを持 ちつつ ある とい うことであろ う。そ こでは当然の ことな

が ら、文化 と文化 との衝突 が さけ られ ない とい う、 しん どい重 たい作 業が前提

としてあるのであるが。

② 日本 の今後 の国際的な コ ミュニケー シ ョン

前節 で述べ た よ うに 日本の国際化 が不可避 であ り、 しか も大衆化す るとすれ

ば コ ミュニケー シ ョンのあ りかた も変 わ って こざるをえな い。つ ま り、言葉が

で きるできない とい うことではな く、言葉 がで きな い隣人 ともメ ッセージを交

換 し、意見 をぶつ けあい、互 いが共生 するすべ を探 る しかない とい うことで あ

る。言葉はや は りで きたほ うがいいであろ う、でもそれだけでは十分ではない。

それだけでな く、 自分の哲学 を持 ち、偏見 な くものが見え、 きちん と自分 の意

見が言 える、 とい うことが必要 なのである。

沢の屋の事例か らみる ように、仲 よくして いた隣 の外国人夫婦が住宅工事に

は、文句を言 いにや って きた。悪 い ものはや は り悪 いとい う態度は、 ともす る

と集団主義になが されや すい 日本人 に とってはか どがた ち、誰 もがおそ ら く驚

くで あろ う。そ して 自分が偏見 を もっていては この夫婦 の話を素直に聞けず、

ついにはお こって しま うであろ う。 「この恩知 らずめ」 と。

それでは互 いが生 きてい くことは困難 になる。や は り、 こころをオープ ンに
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し、共生 してい く立場に立 たざ るをえないのである。 日本 は ようや くこの こと

に きず き始めたの である。

21世 紀に 向か う私た ちに とって、今ま さに国際化 のな かで の コ ミュニケー

シ ョンを学ぶ時代 にはい ったので ある。 と同時に一 人一 人が国境 の壁を越えて

と り結 ぶネ ッ トワー クつ ま りパ ー ソナル リンケージが ます ます必要 にな って く

るのである。

2.パ ー ソナル リンケージのための コ ミュニケーシ ョン技術

個人 と個人 との リンケー ジはなん らか の コミュニケーシ ョン方法 に よ り、様 々な

情報や知識 を伝達 して成立 して いる。 しか し、 コ ミュニケーシ ョンの内容 と方法は

必ず しもル ール化や構 造化 され てお らず、正確に伝達 され るか ど うか が課題 である。

つ ま り、送 られて きた メ ッセ ージを理解す るには、 メッセージだけ では不十分で、

その周辺情報 も必要であ る場合 が多 いか らである。 コ ミュニケー シ ョンが フェース

・トゥ ・フ ェースを最良 とす る、近接 した状況に よって行われ る場合 は、不足 ・確

認情報を直ちに求め ることがで きる。 しか し、遠 隔 地 とのネ ッ トワー クに よる コ

ミュニケーシ ョンでは、伝 達 され るメ ッセージのみに頼 らざるを得 ない場合が多 い。

現代で は、 コンピュータやネ ッ トワー クに よる情 報技術 が進展 してい るが、知識 と

い う情報の伝達に十分対応 出来 るのであろ うか とい うのが本論 の課題 で ある。

(1)社 会の進展 と コ ミュニケー シ ョンメデ ィア

情報を伝達す る コ ミュニ ケーシ ョンメデ ィアの進化 と、社 会の進展 の関係につ

いて、振 り返 ってみる と、次の表の様にな る。つ ま り、狩猟社会 においては、 コ

ミュニケーシ ョンの範 囲は、部族の 中のみに限 られ、そ のメデ ィアは もっぱ ら話

言葉 であ り、記録 は人間の頭脳 のみ に頼 った。従 って、知識 の伝達 は 口伝 えのみ

であ り、その範 囲は 自ず か ら極 く限 られた もの となった。農業社会 に入 ると、 コ

ミュニケ ーシ ョンの範 囲は部族 を越 えて地域 とな り、 コ ミュニケ ーシ ョンは書 き

言葉、つ ま り文章 に よって行われ た。文章化に よ り正確 な記録 が可能 とな り、知

識を広い範囲の人 々に伝達す る事 が可能 となった。

[社 会の進化 とメデ ィアの進展 コ

社 会 組 織 技術 革新
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狩 猟

農 業

工 業

↓情 報 ル。ハ

族

域

内

一口

部

地

国

グ

言葉(話 す)

文章(書 く)

印刷、放送

エ レク トロニ ヅク

工業社会 では、 コ ミュニケー シ ョンが国全体 に行わ れ る様 にな り、印刷や放送

等大量 でかつ広範 囲に伝 達が可能 な メデ ィアが活用 されて きた。 いまや情報 はあ

ふれ んばか りであ り、無秩 序な流通が行われてい る。 では、い ま、正に入ろ うと

している情報社 会では どの様にな るのであろ うか。様 々な活動が地球規模 におい

て行わ れてい るのは、多国籍企業において は現 実 の もの で あ り、 コ ミュニ ケ ー

シ ョンの メデ ィアと しては既にエ レク トロニクスがな くてはな らない もの とな っ

てい る。

ここで、 コ ミュニケーシ ョンの情報表現 と して使われ ている手段を考 えてみ る。

現在の コ ミュニケーシ ョンでは音や映像 も使われ ているが、話言葉 と書 き言葉 で

表現 されてい る メデ ィアが多 い。 この表現方法 は次 の特徴 を持 っている。

話 し言葉

書き言葉

個 人間の コ ミュニケーシ ョンに使われ てお り、その背後 にあ る

文化 に依存 してい る。つ ま り、文化 を理解 していない とコ ミュ

ニケーシ ョンが十分に行われない。

組織間等 の公式の コ ミュニケーシ ョンに使われてお り、あ らか

じめ定め られた手続 き、つ ま りプ ロ トコルに依存す る。従 って、

プ ロ トコルにそ って コミュニケーシ ョン しな いと 目的を達 しに

くい。

この ことは、従 来か ら我 々が使用 してい る話言葉に よる方法 も、書言葉に よる

方法 も情報 の伝 達 と しては十分ではな く、使い分けた り補 い合 う必要 ある事 を示

している。

また、 コ ミュニケーシ ョンの方 向性を考 える。狩猟社会 や農業社会 では1対1

の コ ミュニケーシ ョンが主体 であ り、1対 多 の コ ミュニケ ーシ ョンは領主か ら領

民への 「お触れ」等限 られ た ものであ った。現代 の工業 社会では、様 々な コ ミュ

ニケーシ ョンが行われ てい るが、そのモデル として放送 を考え ると下 図の様 にな

る。情報源か ら発 生 した情 報は、 コンピュー タに よって コン トロール され、放送
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とい うメデ ィアに よって受 信者 に伝 達 され る。 この コ ミュニケ ーシ ョンは、一つ

の情 報源か ら多数の受信者 にいかに効率 よ く供給す るか に重点を置いた もの とい

え る。つ ま り、工業社会で は、他の人が知 ってい ることを自分 も知 ることに ニー

ズが高い とい う事が 出来 よ う。

噸 一 ・ンピ・一・ 一 ・デ・ア ーE藁 量

今後 の情報社会 では どの様 な コ ミュニケー シ ョンが必要であ ろ うか。そのモデ

ル と して知識 の伝 達を考 える。知識 として必要 な ものは人に よ り様 々であ り、そ

の知識を供給 しうる情報源 もバ ラバ ラであ る。従 って、様 々な情報源か ら必要な

相手 を見つけだ し、必要 な知識 のみを引 き出す ことが重要 とな る。つ ま り、工業

社会 に比べて、多対一 の コ ミュニケーシ ョン需要が高 くなる と考 えられ る。

騰 三ilii≡1ヨ ー一 ・ジピ・一・ 一 受信者

(2)ビ ジネスにおけ る コミュニケ ーシ ョンの課題

現代の ビジネスでは コ ミュニ ケーシ ョンの比重 が増大 してお り、 この対応 策 と

して様 々な調査 や技術開発 が行 われてい る。 アメ リカの調査に よれば、オ フィス

におけ る事務労働者 が費や して いる時間の うち、管理職 の時間の半分以上は打 ち

合わせ とそ のた めの移動 に消費 されて いる。 さ らに、管理職 の コ ミュニケーシ ョ

ンの相手 としては、社 内が半分 以上 である。つ ま り、現代 ビジネスでは組織 内 と

の コ ミュニ ケー シ ョン比重 が高 く、管理職 はその典型 として、会議の渦 の中にい

ると言え よ う。

それでは、会議 に よる コ ミュニケーシ ョンは効率的 と言 えるのであろ うか。次

の図 は会議 に よるデ ィス カ ッシ ョンにおけ る知識 の伝達過程 を示 した ものである。

20人 出席 した会議 で も話 せ る、つ ま り情報 を発信 できる人は一 人のみである。 ほ

かの人は、発言 者の話が終わ るまで待 っていなけれ ばならない。会議 は1時 間で

あろ うとも、その コス トは出席 者の時間当た り単価 を乗 じた もの とな り、非常に

高価 な伝達 方式 と言 える。
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ディスカヅシ ョンの流れ

人間a人 間b人 間c人 間n
考え

↓
時 考え →考え ↓
間 考え

↓
考え

↓ 考え← ←

ところが、会議で交わされる考えは発言者の意図と聴 く方とでは、必ず しも一

致 しない。次の図の様に、会議では発言 している内容の掻 く一部しか伝わ ってい

ないことは、日常実感する事である。発言者の考えている事を確実に理解するた

めには、その人の文化的背景や業務上の役割、仕事の内容等を理解している事が

必要 となる。

会議で交わされる考えとその理解

一人の人間の 他の人が

考えること 聞 く事こと

時 考予一[毒 「 「間ぱ 露ユ 妄

以上の様 に、現 在 ビジネ スに おいて多用 され ている会議や 打ち合わせ とい うコ

ミュニケーシ ョン手段は、 内容 の伝達程度 が高 くない割 りには、スケ ジュール調

整や参加者 の時 間単価を考 える と非常 に コス トが高い とい う事が分か る。 また、

電話 に しても相手 を捕 まえ るた めに費やす時 間の コス トは大 きい。つま り、話言

葉 に よ りコ ミュニ ケーシ ョンを 同時 に行 う費用 が現代 では非 常に高 く、今後 も増

大 の一途 である と考え られ る。

一方 では、電子 技術の進展 に よ り、時 間差型 の コ ミュニケーシ ョンの コス トは

減少 しつつ ある。 この時間差型 コ ミュニ ケー シ ョンとは、情報 の伝達を同時間帯

において行 う事 を前提 とせず、発信者 ・受信者 の都合 の良 い時間に行 うことであ

る。 その例 としては電子 メールや電 子会 議、デ マン ド ・パ ブ リッシング(個 別要

求に応 じた出版)が ある。 しか し、その伝 達技 術は会議 の代替 としては必ず しも

十分 とは言えず、従来 の文 書処 理に準 じた レベル にある と言 って よい。

以上 より、 ビジネスにおけ る コミュニケーシ ョンの現状 は以下 の様 に評価 でき
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る。

① 情報 を扱 う労働者 の コス ト上昇 と共に、話言葉に よる コ ミュニケーシ ョンの

機会 も増 大 し、 コ ミュニケー シ ョンの コス トは増大す る一方で ある。

② 確実な コ ミュニケーシ ョンには、発信者 ・受信者が相互に、個人的な理解や

価値を共有 し、共通 の言語 を持 ち、相手 の伝 えたい 内容 を理解で きることが鍵

とな る。

③ 情報技術 の進展 に よ り、データ処理や通信 の コス トは低減 しつつ あるが、話

言葉に よる コ ミュニケー シ ョンの手段 としては適切 な もの とはなっていない。

(3)知 識の認識 とその支援 システ ム

知識 とは どの様 に認識 され るのであろ うか。人工知能 の分野 で 著名 なMarvin

Minskyは 「あ る事 の意味を理解す る秘訣 は、それ を知 ってい るかぎ りの他の あら

ゆ るもの と うま く結 びつけ るこ とだ」 と言 ってい る。つ ま り、新 たな ものの理解

には 自分 が既に認識 ・理解 している事項 との関係を作 り上げ ることに よ り、 その

ものが理 解 され知識 とな るのである。現実には、頭のなか で、一つの事項 は様 々

な事項 と結びつ いてお り、 この結びつ きは強い ものも、 弱いものもあ る。強 い も

のはす ぐ思い 出せ るが、弱 いものは雑然 と してお りなにか のきっかけがない と結

びつかない。

この様 な 「関係 がか らみあった網」 の コンセプ トを メンタル ウ ェブとい う。あ

る人間の知識 とは、経験 した記憶 と、そ の相互関連 に よる メンタル ウェブで構 成

され てい る と言 え るのであ る。 メンタル ウェブがか らみあ ったままでは、 もや っ

とした状態 で、まだ アイデ アや知識 とはな らない。関連が整理 され ると、す っ き

りとした知識 とな る。 ここで、 このか らみあ った メンタル ウ ェブを役 にたつ知識

へ と転換 す るサ ポー トを行 う、つ ま り思考を整理す る ソフ トウェアが最近注 目を

浴 びてい る。

この思考を整理す る技法 は、複数の人が ある 目的 のために協力 して仕事 を進 め

てい く為 の システム、共働 システムの研究 より生 まれ て きた ものであ る。 この様

な作業の実施には メンバ ー相互 が考 え(ア イ デ ア)や 知 識 を共有 し、 相互 に コ

ミュニケーシ ョンす る必要 があ る。 この ような共働 システ ムの研究は既に15年 以

上の歴史が あ り、 以下 の研究が行われ ている。

一97一



電 子 会 議

グ ル ー プ ウ ェ ア

グ ル ー プ 討 議 支 援 シ ス テ ム

グ ル ー プ ワ ー ク シ ス テ ム

コ ミ ッ トメ ン トネ ッ トワ ー ク

コ ン ピ ュ ー タ支 援 共 同 作 業

コ ン ピ ュ ー タ支 援 コ ー デ ィ ネ ー シ ョ ン

個 人 間 コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ

Turoff,1972

Johnson-Lenz,1982

Huber,1984

Wilson,1985

Winograd&Flores,1986

01son,1987

Malone,1987

01son,1987

これ ら、・共働 シス テムは次の基礎的な理論や技法を元に発展 して きた ものであ

る。

① 応用言語学

② ハイパ ーテキス トシステム

③ 認知 マ ッピングと意志決定 ツ リー

④ メッセージ ング ・システム

⑤ 文書作成 ・出版 システム

⑥ 構造化デザ イ ン

⑦ イ コン型表現法

⑧ オブ ジェク ト志 向プ ログ ラ ミング

⑨ リス ト志 向プ ログ ラ ミング

これ らの研究 に よ り、知識 を整理 ・認識 す るには次の手順 で行 うのが有効であ

る事が分かっている。

① 現存 する コネ クシ ョン、つ ま り事項や事実の関連を観察す る。

② 次いで、新 しい コネ クシ ョンを発見す る。

この様な処理 は コンピュータの応用分野 として大変適 してい る。つ ま り、バ ラ

バ ラな情報のなかか ら関連す る情報 の候補 を見附だす、つ ま り情報検索 と、 この

なかか ら人間が新 たな関連を創造 した後 の、情報整理 ・編集は コンピュータの得

意 とす る所であ る。

(4)ネ ットワークを介 した共働作業 を支援す るシステ ム

現状で複数の人 々がある 目的のために相 互 に助 け 会 いな が ら作 業 をす る(共
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働)に は様 々な制 約が あ り、その制約 の下 で成 立する ものが実施 されてい る。例

えば、地理的な制約のた めに相互 にや る気 はあ って も実施に至 らない、 もし くは

限定 された情 報交換 のみ に終 わ った りして いる。 しか し今後は、 ある 目的のため

に、人 と人を ロジカル に結 びつけ るシステ ムが発達す る と考 えられ る。 この共働

システムが成立す るた めの条 件は次の様 に定義す る事が 出来 る。

① 共同作業へ の参加者 が、事前、最中、事後にわた って電子的 に結 ばれて いる。

従 って地理的 な制約等 は障害 とな らない。

② 参加者 はネ ッ トワークを共有す ることに よ り、それ ぞれ の知識(考 え)が 表

示 され たマル チ ・メデ ィア ・リング(様 々な知識 の関連)を 見 ることがで きる。

単 にテキス トの交 換では現在 のパ ソコン通信 がかか え る問題 の様 に読 むのに疲

れ て しま うが、 アイデ アが体系的に関連付けて表示 されれ ば、最初 か ら全 てを

読 まな くて も、理解に したがって関連情報を読 んで行 けば よく、理 解は容 易 と

な る。

③ 情報 の交 流は リアル タイム(同 時的)か あ るいは、 オフライ ン(時 間差 型)

のいず れにおいて も可能 とす る。従 って時間的制約 は障害 とな らず、可能 であ

れぽ会 議の様 に同時 間 コ ミュニケーシ ョンが出来 ると共に、都合がつかなけれ

ば手紙 のや りと りの よ うに時間差 コ ミュニケーシ ョンが 出来 る。

この様 な共働 システムの活用が有効 な分野 と して次の作業が考 えられ る。

① 委員会活動

② 共同調査

③ ビジネス交渉

④ コンサル テー シ ョン(医 療、技術)

⑤'プ ロジ ェク ト管 理(特 に外注管理)

⑥ 販売 、マーケテ ィングサポー ト

⑦ 代替 手段 の開拓

⑧ 学生 の学 習作業への指導 と評価(特 に成人教育)

共働 システ ムの ソフ トウェア としては以下の機能を有 してい る必要が ある。

① メ ッセ ージ伝達、会議用 ネ ッ トワーク

② 会議 デ ータベ ース

一99一



③ 情報検索、 自由語検索 ソフ ト

④ メッセージ 「フ ィル ター」

⑤ 議題 の設定(構 造化)、お よび イベ ン トスケ ジュー リングの支援

⑥ 「アイデ ア検索」 のための一覧表作成機能

⑦ 「デルフ ァイ法 」等の合意形成 の支援

⑧ 参加者に よる票決(検 討事項 につ いての賛否、お よび集計)

⑨ 無記名に よるアイデアのイ ンプ ット、及び投票

⑩ スケール評点、 ラ ンキ ング手法、スケー リング手段

⑪ 投票、選 択、参加 の統計 的集計

⑫ 意見不一致 の表示

⑬ 相互に矛盾す る情報 か ら結 論を導 く方法

⑭ 効用 と確率 の事 前評価 モデル

⑮ 意志決定 ツ リー、 リス ク事前評価 モデル

⑯ 共同計画、予算 作成モデル

⑰ 予測、推計 のための モデ リング ・ツール

⑱ ル ールの記述 、選択、応用 のためのルールベ ース ・システ ム

⑲ 外部情報 との比較 のたあの診断 フ ィル ター

⑳ ゲームお よび シ ミュ レー シ ョン ・モデル作成 ツール

ネ ヅトワークに よる共働 シス テムと しては、次 の特性 を有 して いるこ とが必要

であ る。

① マル チプル ・グ ラフィ ック ソース

② ダイナ ミヅク ・イ メージ(動 画:ア ニメーシ ョン、 ビデオシーケ ンス)

③ 対話能力(対 象 の移動、 コマ ン ドシ ミュ レーシ ョン)

④ サ ウン ド(コ ンピュータに よる音声、音楽の生成)

⑤ 人間の 「イ ンフ ォメーシ ョン ・ウェブ:情 報網」 の多 元的な視覚化

⑥ 「知識獲得 コネ クシ ョン」 の 自動生成(グ ラフ表示)

(5)共 働作 業支援 システムの実例

共働作業を支援す る ソフ トウ ェアと して実用化 されてい るもの は、我 が国に お

いては殆 ど無い のが現状 であ り、 アメ リカの製 品を紹介す る。な お、ハイパ ーチ
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キス トにつ いて はそ の詳細 を後述す る。

1)思 考 ア ウ トライナー

これ は思考整理 をサポ ー トす る ソフ トウェアで、関連す るアイデ アを結 び付

け ることに よって情報 を整理 し、情報を知識 として操作 ・表 示で きる ようにす

る。 この ソフ トウェアは、考えが どの よ うに整理 され るかを表 示す るので 、理

解 が容易 とな る。

[ThinkTank]

思考 内容を視覚 的に示 す。

[MAXTHINK]

評価が高い ア ウ トライナー思考 整理 ツール。 ブ レーンス トー ミング用の ツー

ル でメンバ ーが10キ ーを持 ち、反 応を表 示 しながら会議を進 め る。

[THEMORE]

アウ トライ ナー、思考整 理 ツール

情報 を階層 的 に格納 し、その構 造や内容を階層的(上 位構造 のみ、詳細構造、

内容文書や グラフ ィックス)に 表示 かつ ダイナ ミックに表示 で きる。 また、"

CONECTIONSGENERATOR"に よ り、 アイデ アの図式表示が 出来 る。

2)ハ イパ ーテ キス ト・プ ロVヅ サ

ハイパーテ キス トとは、 テキス トをテキス ト間の関連情報 と共に収録 し、 こ

の関連情報 に よ り表示す るもので ある。思考は シー ケンシャルでは ないが、印

刷 や出力等 の情報表示は シーケンシ ャル なので、その仲介を行 うのが この プロ

セ ッサ ーであ る。

これ ら、ハイパ ーテキス ト ・プ ロセ ヅサの機 能的特徴 は以下 の通 りであ る。

① バ ラバ ラ状態の情報の固 ま りを結合す る

② 単語 、文 章、 グラフ ィックス、 データテーブル、音声 メ ッセー ジ、音 楽、

ビデオ ・静 止画面、 アニメーシ ョンを 同一 メデ ィアに結合す る

③ 情報 の関 連図(lnformationWebs)を 表示す る

④[ウ ェブコ よ り思考のパ スを再形成す る

⑤ パ スへ の アクセス頻度を示す

⑥ 注釈 を付 け られ る
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[HYPERCARDコ

最 も普及 してお り(100万 以上?)住 所録、プロジェク ト管理、カ レンダー ・

メ ッセー ジ管 理等の機能持つ

この他 に も以下の様に多数 のシステムがある。

Boxer

CREF

EmacsINFO

IBIS

Intermedia

KMS

Neptune

NLS/Augment

NoteCards

PlaneText

SymbolicsDocumentExaminer

SYNVIEW

Textnet

Hypertires

WE

Xanadu

ZOG

出 所:J.Conklin:Hypertext:AnIntroductionSurvey

3)共 働 システ ム ・アプ リケーシ ョン

[FORCOMMENTコ

共同執 筆用 。特に技術文献。契約、交渉 に も使わ れてい る。

[NoteCards]

他の メンバ ーが作業 しているス ク リーンを同時に表 示で きる。

[ANALYST]

高度なネ ッ トワーク設計用。AIを 含 みWorkstationで 稼働す る。

[T且ECOORDINATORコ

国際 プ ロジ ェク ト等 の協 同作業 用に適す。会話 と取 り決 めの管理 を行 う。

答 える機能 の例

① 回答中 の もの との連絡 内容を表 示す る。

② 会話 を さか のぼって調 べ る。

③ 連絡 ・会話 内容 を転送 す る。

④ 注意 ・返事 ・完了 日付を付加す る。

⑤ 連絡 内容 にバ ヅクア ッフ.ファイルを付 加す る。

ファイ リング機 能の例
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① 出来事 、作成者、 トッピ久 プ ロジェク ト別 に 自動的に フ ァイ リング

② 自動 的に文書保存

(6)ハ イパ ー メデ1ア

ハイパ ーテキス トや マル チ メデ ィアとい う言葉がパ ソコン雑誌等に頻繁に登場'

す る様 にな った。ハイパー メデ ィアは このハイパ ーテキス トとマル チメデ ィアが

合体 した意味 として使われ てい る。 ハイパ ー テ キス トとは、 従 来 のテ キ ス トが

シーケンシ ャルで あった ものを構造化 した ものであ り、ハイパ ー メデ ィアとは文

字のみではな く画像(図 や写真)、 音(声 、音楽等)、 動画まで も一つ のメデ ィア

で取 り扱 お うとい うもので ある。 ハイパ ーテキス ト ・システ ムの製 品の多 くはテ

キス トの みでは な く画像や音 な ども扱 って お り、ハ イパ ー メデ ィアは 同意 義 と

扱 って良 いであろ う。

ハイパ ーテキス トの基本 は情報 を小 さな単位 に分割 し、これを関連付けて整理

す る ことであ る。 この方法 は昔 か ら利用 されてお り、古 くは ア リス トテ レス の作

品に も注 釈や何 重に もネス トした引用が見 られ る。現代 でも知識 の整理に使用す

るイ ンデ ックス カー ドやKJ法 な どが利用 されてい る。

ハイパ ーテキス トを情報処 理の分野に導入 した最初は、ル ーズベル ト大統領 の

科学補佐 官であ るVanneverBushに よるMEMEX(1945)で あ った。 これ は科

学 関連の著作物や スケ ッチ、写真、個人的な ノー トまでを取 り扱 い、 関連す る情

報 との リン クを設定 してお くこ とで、情報を 自由にた どって参照 で きる よ う考え

られていた。 以来40数 年を経て ハイパ ーテキス トは研究の域 を脱 し実用化 へ と向

かいつつ あ る。我 が国に おいて も様 々な製 品が登場 しは じめてい るが、パ ソ コン

上で簡単 に使 え るものと しては、マ ッキ ン トッシュで動 くHyperCardとIBM-

PCで 動 くGUIDEが あ る。

ハイパ ーテキス ト・システ ムを利 用す るに はまず情報を小 さな単位 に分割す る。

これ を ノー ドと言い、 ノー ドには一つの アイデア又は概念 を収め る。 ノー ドには

定型 と非定型が あ り、定 型の場合は課題/立 場/議 論等の収め られて いる情報 の

種類 を区分 し、 ノー ドに対す る操作を しやす くす る。次に関連 したノー ドを リン

クで結ぶ。一般 の書 籍等におい て関連箇所 や注 意 事項 を示す の と同様 に 、そ の

ノー ド、つ ま り情報に関連 した ノー ドを定義 す る。 ハイパーテキス トを利 用す る
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ときは この リンクを辿 りなが らノー ドの情報を読 んで い くことにな る。 この リン

クを辿 るには、 テキス ト中に設定 された ポイ ン トを指す ことに よ り関連 した ノー

ド(情 報)の 表示を行 う。 しか し、 この ノー ドと リンクの関係が膨大 にな ると利

用者は今 どこを読ん でい るのか方 向音痴 にな って しま う。 これを回避す るのが グ

ラフ ィカル ・ブ ラウザ ーと呼ばれ るツールで、 ノー ドと リンクの関係つ ま りネ ッ

トワー ク ・ダイヤ グラムを表示 し、位置 関係 を理 解 しや す くす るもの で あ る。

ネ ッ トワー クの辿 り方 は利用者 に よ り自由であ るが、その道 案内をす るパスを設

けた もの もあ る。 このパスを使 えば作 った人の意図通 りに ノ.一ドを辿 っていける。

また、細 部をのぞ き大筋 のみを見せ る ビューイ ング ・フィル ター とい うツール も

ある。

ハイパ ーテ キス ト・システ ムは、近年 の コン ピュータ技術の進 展、つ ま りウイ

ン ドウ ・シス テム(一 つの画面 上に い くつ もの画面を多重的に表 示 し、そ の表示

範囲を 自由に動かせ る)、 高解像 デ ィスプ レイ(文 字 のみでな く細 か い 画像 も表

示で きる。 このため ウイ ン ドウも可能 とな った)、CD-ROM等 の大 容 量 ・低

価格記憶装置 と これ らを組合わせ た低価格 ワー クステーシ ョンの登場 に よ り製品

として実現 した ものである。 ハイパ ーテキス ト・システ ムは 目的 に よ り次 の4つ

に分類 で きる。

① 問題解決 システ ム

非構 造的な問題 を体系化す るため、概念 ・アイデ アの相 互関係を示す リンク

を簡 単に設定 した り変更 した り出来 る。大筋のみで詳細 は見な くて もよい フィ

ル ター とい うツールが付 いている。ば らば らな事項 を整理 してい くアイデ ア ・

プロセ ッサーに適 している。

② ブラウジング ・システ ム

ドキ ュメン トの読解 をサポ ー トす るシステムで、CAI(コ ン ピュータによ

る操作支援)や オンライ ン ・マ ニ ュアル(コ ンピュータに よるマニ ュアル)を

目的 と してい る。編集や リンク作成 のツール はあま り備 えてお らず 、非常 に使

いやすい操作で本をパ ラパ ラめ くる ように ドキ ュメ ン トを表示 できる。

③ 図書/文 献交換 システ ム

図書館、出版者、著者、批評家 、読者 な どをオ ンライ ンで結 ぼ うとい うもの
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で、原稿や読 者の感 想、 メモ、資 料な どの膨大 なや りと りを管理す る。様 々な

課 題 が あ り実現 に 至 る までは 時 間が かか る と言 わ れ て い る が 、Nelsonの

Xanaduプ ロジ ェク トが有名であ る。

④ 多 目的 システム

NoteCard,HyperCard,GUIDE等 は汎用 システ ムと して様 々な 目的に使 用 で

きる。

以上の よ うに、ハイパーテキス トは知識 の整理や伝達 に有効な ツールであ るが、

残 された課題 はその表 現の標 準化であ る。 システムがいかに優れ ていても他 の人

と交 換で きないのでは伝達 の しよ うがない。 この問題 で注 目され ているのが 国際

標 準化機 構(ISO)で 標 準化 されてい る汎用マー クア ップ言語SGMLで ある。

SGMLは 電子 出版の標準言語 と して ドキ ュメン トの フォーマ ッ トや レイア ウ ト

を記述す るために設定 されたが、 ドキ ュメン ト構造の クロス ・リファ レンスや索

引作成な どの機能 を備えて お り、ハイパ ーテキス トの表 現能力を有 してい る。S

GMLが 標準言語 として ハイパ ーテキス ト ・システムに採用 されれば異な るシス

テム間で知識 の交換 が可能 とな る。
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ハ イパ ーテキス トの概念 と特徴、 ジ ャネ ッ ト ・フィデ リオ、 日経 バイ ト、1989
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第4章 結びにかえて

[個人の生活空間の国際化]

近年は毎年2月 にはいると成田空港には若い女性の姿が 目立つようになった。卒

業を控えた女子大生が申し合わせたように海外に出掛けるのである。彼女らに限ら

ず現代の若者では海外に行ったことが無い方が少ないであろ うし、中年、老年でも

海外経験者は身の回 りにた くさんいる。東京の街に出れば六本木でな くても外人が

歩いているし、飲み屋や食べ物屋の裏を覗けば東南アジア系の人がまちがいなく混

じって皿洗いを している。住宅の建設現場に行けば、これ もまちがいな く資材を運

んだ り掃除 した りしている。我々の日常の品々に しても、食料品を始めとして様々

な輸入品が食卓や部屋の中に見受け られる。

このように、我々個人の生活空間はまちがいな く国際化 している。海外の体験は

程度の差はあるが、もはやめず らしいものではな く、極 く普通の事であ り、海外の

物や人は日常生活に組込 まれているといえる。

[従来の地域に依存 した社会組織の限界]

しか し、我々の社会の仕組みは国際化以前のままであるばか りでなく、現代の広

域経済圏にも対応 しているとは思えない。人、金、物、情報の東京圏一極集中と言

われながら、その地域行政の区画は戦前とかわ りない。戦前の地域行政区画は住民

の生活空間とかな りの部分が一致 していたと思われるが、現在ではどうだろう。会

社の同僚と同 じ給与を得ながら、下水等の社会的インフラの差がいつまでも変わら

ないのに不満を抱 くのは千葉県住民のみでは無いであろう。海外 との関係について

も、全てを政府に託すのはなんとな く不安な感がする。チリの妻入 りブ ドウでは現

地で通報があったにもかかわらず、政府が対応 したのは新聞報道があって後のこと

であった。教育は私学があるとはいえ殆 ど政府の独占であるが、様々な問題点が指

摘されながらどうして改善 されないのだろうか。

これらの問題の根本には、 日常生活の空間が脱地域化及び国際化 しているにもか

かわらず、行政等の社会サービスを行 う機関が依然として従来の形態にとどまって

いる事があると思われる。我 々の空間ではその地域独特の問題ではなく、他の地域

'
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も しくは海外 と共通 の問題 に もかかわ らず、その処理機 関は地域に依存 したままで

あ り、対応にギ ャ ップが出て くる。例 えば、い くら世界的に重要で あろ うとも、そ

の地域住民の比率か らすれば極わず かな人 々の問題を、行政 は と りあげ ては くれ な

いだろ う。地域や国 が住民 に とって単一 の生活空 間であ った時代 は これで よか った

ろ うが、現代 は隣家 の住人 の問題 意識はニ ュー ヨー クの住 人 と同 じか もしれないの

で ある。

[国際社会における新たな生活の知恵を探 して]

地域社会が個人空間に占める割合が大きかった時代に隣組を生みだしたように、

国際社会に突入 している現在にも、われわれは生活の知恵を見い出 してい く必要が

あるのではなかろ うか。個人の力は限られてお り、様 々な問題の解決に当たって他

人と共同しなければならないのは 自明である。かっては隣人 と協力 した。それは、

相互の利益となった、もしくは問題が隣人との協力によって対処出来る性格であっ

た。現代の日常的問題には、原子力発電や炭酸ガスに見 られ るように隣人だけでは

な く全地球的なものや、汚染食料品の輸入のように国境を越 えて飛び込んで くるも

のが多い。一致 して協力 しな くてはいけない相手に国境はもはや無いのである。 し

かし、国境は依然 として存在 し、さらに言語や習慣などの文化的ギャップを埋める

ことは不可能である。

我々はこのような問題に、技術が対応 しうると希望を抱いている。技術を生かす

も殺すも我 々人間であるが、近年の進展が著しい コンピュータ/コ ミュニケーシ ョ

ン技術は、組織のみではな く個人にも新たな生活の知恵を実現する支えとなるはず

である。
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